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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Server™ ク ラスタについて説明し、
WebLogic Server 7.0 におけるク ラスタの開発の概要について述べます。

このマニュアルの構成は次のとおりです。

� 第 1 章 「WebLogic Server ク ラスタ化の概要」 

� 第 2 章 「ク ラスタでの通信」 

� 第 3 章 「ク ラスタのコンフ ィ グレーシ ョ ン とアプ リ ケーシ ョ ンのデプロイ メ

ン ト 」

� 第 4 章 「ク ラスタでのロード  バランシング」 

� 第 5 章 「ク ラスタのフェ イルオーバと レプ リ ケーシ ョ ン」 

� 第 6 章 「ク ラスタ  アーキテクチャ」

� 第 7 章 「WebLogic ク ラスタの設定」 

� 第 8 章 「一般的な問題のト ラブルシューティ ング」 

� 付録 A 「WebLogic ク ラスタの API」

� 付録 B 「ク ラスタに関する  BIG-IP™ ハード ウェアのコンフ ィ グレーシ ョ ン」

対象読者

このマニュアルは、 1 つまたは複数のク ラスタ上での Web ベース  アプリ ケー
シ ョ ンのデプロイ メ ン トに関心があるアプ リ ケーシ ョ ン開発者および管理者を対
象と しています。 HTTP、 HTML コード、 および Java プログラ ミ ング  ( サーブ
レ ッ ト 、 JSP、 または EJB のデプロイ メ ン ト ) に読者が精通しているこ とを前提
と して書かれています。
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e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA の Web サイ ト で入手できます。 BEA のホー
ム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ ク します。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルのファ イルを一度に 1 つずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Server の Web サイ ト で入手できます。
PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 ( または一部分 ) を書
籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン ト
のホーム ページを開き、 [ ドキュ メ ン トのダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印刷
するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイ ト  (http://www.adobe.co.jp) で無料で
入手できます。

関連情報

� 『WebLogic エンタープラ イズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』 の
「WebLogic Server EJB コンテナとサポート されるサービス」

� 『WebLogic HTTP サーブレッ ト  プログラマーズ ガイ ド』 

� 『Web アプリ ケーシ ョ ンのアセンブルと コンフ ィグレーシ ョ ン』 の 「Web ア
プ リ ケーシ ョ ン コンポーネン ト のコンフ ィグレーシ ョ ン」
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サポート情報

WebLogic Server のドキュ メン ト に関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社に
とって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@beasys.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Server ドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が直に
目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用のソフ ト ウェアの名前とバージ ョ ン、 およ
びドキュ メン ト のタイ トルと日付をお書き添えください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Server について不明な点がある場合、 または 
BEA WebLogic Server のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA 
WebSUPPORT (www.bea.com) を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わ
せください。 カスタマ  サポートへの連絡方法については、 製品パッケージに同
梱されているカスタマ  サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字のテキ

スト

用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 :
#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキス ト

コード内の変数を示す。

例 :

void commit ( )

斜体の等幅テ

キス ト

コード内の変数を示す。

例 :
String expr
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すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例 :
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

実際には、 この省略符号は入力しない。

例 :
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略符号は入力しない。

表記法 適用
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1 WebLogic Server クラスタ化の概

要

この章では、 WebLogic Server ク ラスタの概要について簡単に説明します。 説明

する内容は以下のとおりです。 

� 1-1 ページの 「WebLogic Server ク ラスタ とは」 

� 1-2 ページの 「ク ラスタ と ド メ インの関係」

� 1-3 ページの 「ク ラスタ化の利点」 

� 1-4 ページの 「ク ラスタの重要な機能」

� 1-5 ページの 「ク ラスタ化可能なオブジェク ト の種類」 

� 1-11 ページの 「ク ラスタ化できないオブジェ ク ト の種類」

� 1-11 ページの 「WebLogic Server 7.0 の新しいク ラスタ化機能」 

WebLogic Server クラスタとは

WebLogic Server ク ラスタは、 同時に動作し、 共同で高度なスケーラビ リテ ィ と

信頼性を実現する  WebLogic Server プログラムの複数のコピーで構成されます。

ク ラスタはク ライアン トからは単一の WebLogic Server インスタンスのよ うに見

えます。 ク ラスタを構成する複数のサーバ インスタンスは同じマシン上で実行

する こ と も、 複数のマシンに分散配置する こ と もできます。 ク ラスタの能力は、

既存のマシン上のク ラスタにサーバ インスタンスを追加する こ とによって強化

できます。 また、 新たにサーバ インスタンスを配置するためのマシンをク ラスタ

に追加する こ と もできます。 ク ラスタ内の各サーバ インスタンスでは、 同じ

バージ ョ ンの WebLogic Server が動作している必要があ り ます。
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1 WebLogic Server クラスタ化の概要
クラスタと ド メインの関係

ク ラスタは特定の WebLogic Server ド メ インの一部です。 

ド メ イン とは、 関連性があ り  1 つの単位と して管理される  WebLogic Server リ
ソースの集合のこ とです。 ド メ インには 1 つ以上の WebLogic Server インスタン

スが含まれます。 これらのインスタンスはク ラスタ構成にも非ク ラスタ構成にも

でき、 ク ラスタ化されたインスタンス群とそ うでないインスタンス群を組み合わ

せて構成する こ と もできます。 ド メ インには、 複数のク ラスタを構成できます。
またド メ インには、 ド メ インにデプロイ されるアプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン

ト と、 それらのアプリ ケーシ ョ ン  コンポーネン トおよびド メ イン内のサーバ イ
ンスタンスが必要とする リ ソースおよびサービスも含まれます。 アプ リ ケーシ ョ

ンおよびサーバ インスタンスで使用される リ ソース とサービスの例には、 マシ

ン定義、 オプシ ョ ンのネッ ト ワーク  チャネル、 コネク タ、 スター ト アップ  ク ラ

スなどがあ り ます。

WebLogic Server インスタンスは、 さまざまな基準によってド メ インに分類でき

ます。 たとえば、 稼働するアプリ ケーシ ョ ンの論理区分、 地理的な考慮事項、 あ

るいは管理対象リ ソースの数または複雑さに基づいて、 複数のド メ インに リ ソー

スを選択的に割り当てる こ とができます。 ド メ インの詳細については、

『WebLogic Server ド メ イン管理』 を参照して ください。

各ド メ イン内で、 1 つの WebLogic Server インスタンスが管理サーバと して機能

します。 このサーバ インスタンスでは、 ド メ イン内のその他のサーバ インスタ

ンスおよびリ ソースのすべてをコンフ ィグレーシ ョ ン、 管理、 およびモニタしま

す。 各管理サーバでは 1 つのド メ インだけを管理します。 ド メ インに複数のク ラ

スタが含まれる場合、 ド メ イン内の各ク ラスタは同じ管理サーバによって管理さ

れます。

あるク ラスタ内のすべてのサーバ インスタンスは同じ ド メ イン内になければな

り ません。 ク ラスタを複数のド メ インに 「分割する」 こ とはできません。 同様

に、 コンフ ィグレーシ ョ ン対象の リ ソースまたはサブシステムを複数のド メ イン

間で共有する こ とはできません。 たとえば、 ある ド メ イン内に JDBC 接続プール

を作成する場合、 別のド メ イン内のサーバ インスタンスまたはク ラスタからそ

の接続プールを使用する こ とはできません  ( 代わりに、 そのサーバ インスタン

スまたはク ラスタが属する ド メ イン内に同様の接続プールを作成する必要があ り

ます )。
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クラスタ化の利点
ク ラスタ化される  WebLogic Server インスタンスの動作は、 フェイルオーバと

ロード  バランシングの機能を備えるこ と以外は、 ク ラスタ化されないインスタ

ンス と同様です。 ク ラスタ化される  WebLogic Server インスタンスのコンフ ィグ

レーシ ョ ンに使用するプロセスおよびツールは、 ク ラスタ化されないインスタン

スの場合と同じです。 ただし、 ク ラスタ化によって可能になるロード  バランシ

ングと フェイルオーバの効果を実現するためには、 ク ラスタのコンフ ィ グレー

シ ョ ンに関する特定のガイ ド ラインに従う必要があ り ます。 

WebLogic Server で使用されるフェイルオーバおよびロード  バランシングのメカ

ニズムと、 個別のコンフ ィグレーシ ョ ン  オプシ ョ ンとの関係については、 4-1 
ページの 「ク ラスタでのロード  バランシング」 および 5-1 ページの 「ク ラスタ

のフェイルオーバと レプ リ ケーシ ョ ン」 を参照して ください。 

コンフ ィグレーシ ョ ン上の推奨事項については、 7-1 ページの 「WebLogic ク ラ

スタの設定」 の手順説明で詳し く示しています。

クラスタ化の利点

WebLogic Server ク ラスタを利用するこ とによってもたら される利点には、 以下

のものがあ り ます。

� スケーラビ リ テ ィ

WebLogic Server ク ラスタにデプロイ されるアプ リ ケーシ ョ ンの能力を、 必

要に応じて動的に増強する こ とができます。 サービスを中断させるこ とな

く、 つま り、 ク ラ イアン トおよびエンド  ユーザへの影響なしにアプリ ケー

シ ョ ンを動作させ続けながら、 ク ラスタにサーバ インスタンスを追加できま

す。 

� 高可用性

WebLogic Server ク ラスタでは、 サーバ インスタンスで障害が発生してもア

プ リ ケーシ ョ ンの処理を継続できます。 アプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン トの

「ク ラスタ化」 は、 ク ラスタ内の複数のサーバ インスタンス上にコンポーネ

ン ト をデプロイするこ とによって行います。 そのため、 コンポーネン トが動

作しているサーバ インスタンスに障害が発生した場合、 同じコンポーネン ト

がデプロイ されている別のサーバ インスタンスがアプリ ケーシ ョ ンの処理を

継続できます。 
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1 WebLogic Server クラスタ化の概要
WebLogic Server インスタンスのク ラスタ化は、 アプ リ ケーシ ョ ン開発者および

ク ライアン ト からは意識されません。 ただし、 ク ラスタ化を可能にする技術イン

フラス ト ラ クチャを理解しておく こ とは、 プログラマおよび管理者が、 各自が扱

う アプ リ ケーシ ョ ンのスケーラビ リ テ ィ と可用性を最大限に高める上で役立ちま

す。 

クラスタの重要な機能

この節では、 スケーラビ リ テ ィ と高可用性を実現する重要なク ラスタ化の機能

を、 技術的でない観点から定義します。

� フェイルオーバ

フェイルオーバは単純に言う と、 特定の 「ジ ョ ブ」、 つま り何らかの処理タ
スクの集合を実行しているアプリ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト  ( 以下の節では

一般に 「オブジェ ク ト 」 と呼称します ) が何らかの理由によって使用不可に

なったと きに、 障害を起こ したオブジェ ク トのコピーがそのジ ョブを引き継

いで完了する こ と を意味します。

障害を起こ したオブジェ ク ト の処理を新しいオブジェク ト が引き継ぐために

は、 以下の条件が満たされている必要があ り ます。 

� ジ ョ ブを引き継ぐ こ とのできる、 障害を起こ したオブジェ ク ト のコピー

が存在しているこ と。

� すべてのオブジェ ク トの場所および動作状態を定義する情報が、 他のオ

ブジェ ク ト と、 フェイルオーバを管理するプログラムから参照できるこ

と。 この情報は、 最初のオブジェ ク ト がそのジ ョ ブを完了する前に障害を

起こ したこ と を特定するために必要です。

� 実行中のジ ョブの進捗状況についての情報が、 他のオブジェ ク ト と、

フェイルオーバを管理するプログラムから参照できるこ と。 中断された

ジ ョ ブを引き継ぐオブジェク トは、 この情報を基に、 最初のオブジェク

ト で障害が発生した時点でジ ョブがどの程度完了しているか ( たとえば、

どのデータが変更され、 プロセス内のどの手順が完了しているか ) を認識
します。

WebLogic Server では、 標準に基づいた通信技術および通信機能であるマル

チキャス ト、 IP ソケッ ト 、 および JNDI (Java Naming and Directory Interface) 
を利用して、 ク ラスタ内のオブジェ ク ト の可用性に関する情報を共有および

維持します。 WebLogic Server ではこれらの技術によって、 ジ ョ ブを完了す
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クラスタ化可能なオブジェ ク トの種類
る前にオブジェ ク トが停止したこ と と、 中断されたジ ョ ブを完了するための

オブジェ ク トのコピーが存在する場所を特定します。

あるジ ョ ブに関してどのよ う な処理が完了しているかについての情報をス

テー ト と呼びます。 WebLogic Server では、 セッシ ョ ン  レプ リ ケーシ ョ ンお

よびレプ リ カ対応スタブと呼ばれる技術を利用して、 ステー トについての情

報を維持します。 レプ リ ケーシ ョ ン技術によ り、 特定のオブジェ ク ト が不意

にそのジ ョブの実行を停止した と き、 障害を起こ したオブジェ ク トがどこで

停止したかをオブジェ ク ト の別のコピーが認識し、 代わりにそのジ ョ ブを完

了するこ とが可能にな り ます。 

� ロード  バランシング

ロード  バランシングとは、 環境内のコンピューテ ィング リ ソースおよび

ネッ ト ワーキング リ ソース間で、 ジ ョ ブとそれに関連する通信を均等に分配

する こ とです。 ロード  バランシングを行う ためには、 以下の条件が満たされ

ている必要があ り ます。

� 特定のジ ョブを実行できるオブジェ ク トの複数のコピーが存在している

こ と。

� すべてのオブジェク ト の場所および動作状態についての情報が入手でき

るこ と。 

WebLogic Server では、 オブジェク ト を ク ラスタ化、 つま り複数のサーバ イ
ンスタンス上にデプロイするこ とによ り、 同じジ ョブを実行する代替オブ

ジェ ク ト を用意するこ とができます。 WebLogic Server は、 デプロイ される

オブジェ ク トの可用性および場所の情報を、 マルチキャス ト 、 IP ソケッ ト 、

および JNDI を利用して共有し、 維持します。

WebLogic Server での通信およびレプリ ケーシ ョ ン技術の利用形態について、 詳

し くは第 2 章 「ク ラスタでの通信」 を参照して ください。

クラスタ化可能なオブジェク トの種類

ク ラスタ化されるアプ リ ケーシ ョ ンまたはアプリ ケーシ ョ ン コンポーネン トは、

ク ラスタ内の複数の WebLogic Server インスタンス上で利用可能なものです。 オ

ブジェ ク ト をク ラスタ化する と、 そのオブジェ ク トに対してフェイルオーバと

ロード  バランシングが有効になり ます。 ク ラスタの管理、 保守、 および ト ラブ

ルシューティ ングの手順を簡素化するには、 オブジェ ク ト を均一に、 つま り ク ラ
スタ内のすべてのサーバ インスタンスにデプロイします。
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1 WebLogic Server クラスタ化の概要
Web アプ リ ケーシ ョ ンは、 エンタープラ イズ JavaBeans (EJB)、 サーブレッ ト、

Java Server Pages (JSP) などを含むさまざまな種類のオブジェ ク ト で構成できま

す。 それぞれのオブジェ ク ト の種類ご とに、 制御、 呼び出し、 およびアプリ ケー

シ ョ ン内部での機能に関連する振る舞いのユニークな集合が定義されています。

この理由から、 ク ラスタ化をサポート し、 またその結果と してロード  バランシ

ングと フェ イルオーバを実現するために WebLogic Server で利用される手法は、

オブジェ ク ト の種類ご とに異なる可能性があ り ます。 WebLogic Server のデプロ

イ メ ン ト では、 次の種類のオブジェ ク ト のク ラスタ化が可能です。

� サーブレ ッ ト

� JSP

� EJB

� Remote Method Invocation (RMI) オブジェ ク ト

� Java Message Service (JMS) の送り先

� Java Database Connectivity (JDBC) 接続

種類の異なるオブジェ ク ト間で、 一部の振る舞いが共通している可能性があ り ま

す。 その場合、 類似したオブジェ ク ト  タイプについては、 ク ラスタ化のサポー

トおよび実装上の考慮事項が一致するこ とがあ り ます。 以降の節では、 次のオブ
ジェク ト  タイプの組み合わせ別に説明および手順を示しています。

� サーブレ ッ ト と  JSP

� EJB と  RMI オブジェ ク ト

以降の節では、 WebLogic Server でのク ラスタ化、 フェイルオーバ、 およびロー

ド  バランシングのサポートについて、 オブジェ ク トのタイプ別に簡単に説明し

ます。

サーブレッ ト と  JSP

WebLogic Server は、 ク ラスタ化されたサーブレ ッ ト と  JSP にアクセスするク ラ

イアン ト の HTTP セッシ ョ ン ステー ト をレプ リ ケー トする こ とで、 サーブレ ッ

ト と  JSP 向けのク ラスタ化サポート を提供します。 WebLogic Server では、

HTTP セッシ ョ ン ステー ト を メモ リ、 フ ァ イルシステム、 またはデータベース

に保持できます。
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サーブレッ ト または JSP の自動フェイルオーバを有効にするには、 セッシ ョ ン  
ステー ト を メモ リに保持する必要があ り ます。 サーブレ ッ ト または JSP でのフェ

イルオーバの仕組み、 および関連する要件とプログラ ミングにおける考慮事項に

ついては、 5-3 ページの 「HTTP セッシ ョ ン ステー トのレプ リ ケーシ ョ ン」 を参

照して ください。 

WebLogic Server プロキシ プラグインまたは外部ロード  バランシング ハード

ウェアを使用して、 ク ラスタ間でのサーブレ ッ トおよび JSP のロード  バランシ

ングが可能にな り ます。 WebLogic Server プロキシ  プラグインは、 ラウンド  ロビ

ンのロード  バランシングを実行します。 外部のロード  バランサは通常、 さ まざ

まなセッシ ョ ン ロード  バランシング メカニズムをサポート しています。 詳細に

ついては、 4-1 ページの 「サーブレッ ト と  JSP のロード  バランシング」 を参照し

て ください。

EJB と  RMI オブジェク ト

EJB と  RMI オブジェ ク ト のロード  バランシングと フェイルオーバは、 レプ リ カ

対応スタブを使用して処理されます。 このスタブは、 ク ラスタ全体の中からオブ

ジェ ク トのインスタンスを見つけ出すためのメカニズムです。 レプ リ カ対応スタ

ブは、 オブジェ ク トのコンパイル処理の結果と して EJB および RMI オブジェ ク

トに対して作成されます。 EJB と  RMI オブジェ ク トは均一に、 つま り ク ラスタ

内のすべてのサーバ インスタンスにデプロイ されます。 

EJB と  RMI オブジェ ク ト のフェイルオーバは、 オブジェ ク トのレプ リ カ対応ス

タブを使用して実現されます。 ク ラ イアン トがレプ リ カ対応スタブを通じて障害

が発生したサービスに対して呼び出しを行う と、 スタブはその障害を検出し、 別

のレプ リ カに対してその呼び出しを再試行します。 さまざまな種類のオブジェク

トに対するフェイルオーバのサポートについては、 5-16 ページの 「EJB と  RMI 
のレプリ ケーシ ョ ン と フェイルオーバ」 を参照して ください。

WebLogic Server ク ラスタは、ク ラスタ化される  EJB および RMI オブジェ ク ト間

でロード  バランシングを行う ための複数のアルゴ リ ズム ( ラウンド  ロビン、 重

みベース、 ランダム ) をサポート しています。 デフォルトでは、 WebLogic 
Server ク ラスタはラウンド  ロビン方式を使用します。 Administration Console で、

他の方式を使用するよ うにク ラスタをコンフ ィグレーシ ョ ンできます。 選択した

方法は、 ク ラスタ化されたオブジェ ク ト用に取得したレプ リ カ対応スタブ内で保

持されます。詳細については、 4-5 ページの 「EJB と  RMI オブジェ ク トのロード  
バランシング」 を参照して ください。
WebLogic Server クラスタ  ユーザーズ ガイ ド 1-7



1 WebLogic Server クラスタ化の概要
JDBC 接続

WebLogic Server では、 ク ラスタがホス ト となるアプ リ ケーシ ョ ンの可用性を向

上させるために、 データ  ソース、 接続プール、 マルチプールなどの JDBC オブ

ジェク ト を ク ラスタ化できます。 ク ラスタ用にコンフ ィグレーシ ョ ンした各 
JDBC オブジェ ク トは、 ク ラスタ内の各管理対象サーバに存在する必要があ り ま

す。 JDBC オブジェ ク ト をコンフ ィグレーシ ョ ンする場合は、 各オブジェ ク ト の

対象をク ラスタにします。 

� データ  ソース — ク ラスタ内で、 外部ク ライアン トは、 JNDI ツ リー内の 
JDBC データ  ソースを介して接続を取得する必要があ り ます。 データ  ソース

は、 WebLogic Server RMI ド ラ イバを使用して接続を取得します。 外部ク ラ

イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンの WebLogic データ  ソースはク ラスタ対応なの

で、 接続をホス トするサーバ インスタンスに障害が発生した場合、 ク ラ イア

ン トは別の接続を要求できます。 必須ではあ り ませんが、 サーバサイ ド  ク ラ

イアン ト も  JNDI ツ リー内のデータ  ソースを介して接続を取得するこ とをお

勧めします。

� 接続プール — 接続プールは、 既成のデータベース接続の集ま りです。 接続

プールが起動する と、 同一の物理的なデータベース接続が、 指定した数だけ

作成されます。 接続プールでは起動時に接続を確立するので、 アプ リ ケー

シ ョ ンご とにデータベース接続を作成する手間を省 く こ とができます。 ク ラ

イアン ト サイ ド とサーバサイ ドの両方のアプ リ ケーシ ョ ンで、 JNDI ツ リー

内のデータ  ソースを介して接続プールから接続を取得する こ と をお勧めしま

す。 接続が完了したら、 アプ リ ケーシ ョ ンは接続を接続プールに返します。 

� マルチプール — マルチプールは、 基本的な接続プールを多重化したもので

す。 アプ リ ケーシ ョ ンにとって、 マルチプールは基本的なプールと して認識

されますが、 マルチプールでは接続プールのプールを確立できます。 接続属

性は、 接続プールごとに異な り ます。 接続プール内の接続はすべて同一です

が、 あるプールで予期された障害が起こっても、 マルチプール内の他のプー

ルが無効にならないとい う点で、 マルチプール内の各接続プールの接続は異

なっています。 通常、 これらのプールは、 同じデータベースの異なるインス

タンスを対象にします。 

マルチプールは、 アプ リ ケーシ ョ ン接続を同じ よ うに処理できる、 複数の異

なるデータベース  インスタンスがある場合にのみ役立ちます。 アプ リ ケー

シ ョ ン システムでは、 アプ リ ケーシ ョ ンの作業がデータベース間に分散され

ている場合に、 データベースの同期化を行います。 同じデータベース  インス

タンスに対する複数のプールを異なるユーザと して持つと便利な場合もあ り
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ます。 これは、 DBA があるユーザを無効にし、 別のユーザを有効にしてい

る場合に便利です。

デフォルトでは、 ク ラスタ化されたプールは高可用性 (DBMS フェイルオー

バ ) を提供しますロード  バランシングを提供するためにマルチプールをコン

フ ィグレーシ ョ ンする こ と もできます。 

JDBC の詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「JDBC コンポーネン ト  ( 接続プー

ル、 データ  ソース、 およびマルチプール )」 を参照して ください。

クラスタ化された JDBC との接続の取得

JDBC リ クエス ト をどのク ラスタ  メ ンバーでも処理できるよ うにするには、 ク ラ

スタ内の各管理対象サーバが、 同じよ うに命名または定義されたプール、 および

可能であればマルチプールを持つ必要があ り ます。 外部ク ライアン ト で使用する

こ と を想定したデータ  ソースの場合は、 ク ラスタを対象とする必要があ り ます。

これによ りデータ  ソースはク ラスタ対応とな り、 どのク ラスタ  メ ンバーへの接

続も可能になり ます。

� 外部ク ラ イアン ト接続 — データベース接続を必要とする外部ク ライアン ト

は、 JNDI ルッ クアップを実行し、 データ  ソースのレプ リ カ対応スタブを取

得します。 データ  ソースのスタブには、 データ  ソースのホス ト となるサー

バ インスタンス  ( ク ラスタ内の全管理対象サーバ ) のリ ス トが格納されてい

ます。 レプ リ カ対応スタブには、 ホス ト  サーバ インスタンス間に負荷を分

散するためのロード  バランシング ロジッ クが含まれています。 

� サーバサイ ド  ク ラ イアン ト接続 — サーバサイ ドで使用する場合、アプ リ ケー

シ ョ ン コードは、 JNDI ルッ クアップとデータ  ソースの代わりに直接サーバ

サイ ド  プール ド ラ イバを使用できますが、 データ  ソースが使用されている

場合、 そのデータ  ソースはローカル オブジェク トにな り ます。 サーバサイ

ド  データ  ソースは、 その JDBC 接続については別のク ラスタ  メ ンバーに向

かう こ とはあ り ません。 データ  ソースは、 参照先のプールから接続を取得し

ます。 データベース  ト ランザクシ ョ ンの間、 およびアプ リ ケーシ ョ ン  コー
ドがそれを保持している間 ( 接続が閉じられるまで )、 接続はローカル サー

バ インスタンスに固定されます。
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1 WebLogic Server クラスタ化の概要
JDBC 接続のフェイルオーバとロード  バランシング

JDBC オブジェ ク ト をク ラスタ化しても接続のフェイルオーバは有効にな り ませ

んが、 接続に障害が発生した場合の再接続のプロセスを簡略化する こ とができま

す。 レプ リ ケート されたデータベース環境では、 データベースのフェイルオー

バ、 および必要に応じて接続のロード  バランシングをサポートするために、 マ

ルチプールをク ラスタ化できます。 詳細については、 以下のト ピッ クを参照して

ください。

� ク ラスタ化された JDBC オブジェ ク ト の障害発生時の動作については、 5-27 
ページの 「フェイルオーバと  JDBC 接続」 を参照して ください。

� マルチプールのク ラスタ化によって接続のロード  バランシングが実現される

仕組みについては、 4-14 ページの 「JDBC 接続のロード  バランシング」 を参

照して ください。

� ク ラスタ化された JDBC オブジェ ク ト のコンフ ィグレーシ ョ ン手順について

は、 7-26 ページの 「ク ラスタ化された JDBC をコンフ ィグレーシ ョ ンする」

を参照して ください。

JMS

WebLogic JMS (Java Messaging Service) のアーキテクチャでは、 ク ラスタ内のあ

らゆる  WebLogic Server サーバ インスタンスから送 り先への透過的なアクセスを

ク ラスタ全体でサポートする こ とによって、複数の JSP サーバのク ラスタ化を実

装しています。 WebLogic Server では、 JMS の送 り先および接続フ ァ ク ト リ を ク

ラスタ全体に分散させる こ とができますが、 同じ  JMS ト ピッ クまたは JMS 
キューは引き続き、 ク ラスタ内の個々の WebLogic Server インスタンスによって

個別に管理されます。

ロード  バランシングは JMS に対してサポート されています。 ロード  バランシン

グを有効にするには、 JMS サーバの対象をコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ

り ます。 ロード  バランシングと  JSM コンポーネン ト の詳細については、 4-13 
ページの 「JMS のロード  バランシング」 を参照して ください。 ク ラスタ化され

た JMS の設定手順については、 7-25 ページの 「固定サービスの移行可能対象を

コンフ ィグレーシ ョ ンする」 および 7-33 ページの 「移行可能サービスをデプロ

イ、 活性化、 および移行する」 を参照して ください。
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クラスタ化できないオブジェ ク トの種類
自動フェ イルオーバは、 この リ リースの WebLogic JMS ではサポート されていま

せん。 

クラスタ化できないオブジェク トの種類

以下の API および内部サービスは、 WebLogic Server でク ラスタ化できません。

� File サービス

� Time サービス

� WebLogic Event (WebLogic Server 6.0 よ り非推奨 )

� ワークスペース  (WebLogic Server 6.0 よ り非推奨 )

これらのサービスは、 ク ラスタ内の個々の WebLogic Server インスタンスでは使

用できます。 ただし、 これらのサービスに関してロード  バランシングやフェイ

ルオーバ機能は利用できません。

WebLogic Server 7.0 の新しいクラスタ化
機能

以降の節では、 ク ラスタ化に関連する  WebLogic Server 7.0 の新機能について説

明します。

1 台のマシン上で 1 つの IP アドレスを使用してク
ラスタを作成可能

WebLogic Server 7.0 では、 サーバ インスタンスが リ スン アドレスを共有するも

のの異なる リ スン ポート を使用する ク ラスタを設定し、 ク ラスタ内の複数の

サーバ インスタンスが単一の非マルチホーム マシンに存在するよ うにする こ と
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ができます。1 台のマシン上で 1 つの IP アドレスだけでク ラスタを設定できる こ

とによ り、 設定とサポートが容易になるため、 この機能はデモンス ト レーシ ョ

ン、 開発、 およびテス ト用の環境で役立ちます。

旧 リ リースのク ラスタでは、 各サーバ インスタンスが異なる リ スン アドレス、

同じ リ スン ポート番号を持っていなければなり ませんでした。 1 台のコンピュー

タ上にク ラスタを作成するには、 1 台のコンピュータ上で複数の IP アドレスを

使用するマルチホーム環境を設定する必要があ り ました。 

また必要であれば、 以前のリ リース と同様に、 1 台のマシン上で複数の IP アド

レス と  1 つのリ スン ポート番号を使用してク ラスタを設定する こ と もできます。

ク ラスタ内の複数のサーバ インスタンスで 1 つの IP アドレスを共有する場合、

ク ラスタ内の各サーバ インスタンスにユニークな リ スン  ポート番号を割り当て

ます。 ク ラスタ内の各サーバ インスタンスの IP アド レスが異なる場合、 各イン

スタンスが使用する リ スン  ポート番号は同じであってもそれぞれ異なっていて

もかまいません。 必要なのは、 サーバ インスタンスご とにユニークな IP アドレ

ス と リ スン ポートの組み合わせです。

コンフ ィグレーション ウィザードによる新しいク
ラスタの作成

WebLogic Server 7.0 には、 ド メ インおよびク ラスタを容易に作成するための新し

いユーティ リ テ ィである ド メ イン  コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードが付属しま

す。 ウ ィザードの機能の詳細とその使用方法については、 『WebLogic Server ド メ

イン管理』 の 「コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードを使用した新しいド メ インの

作成」 を参照して ください。

JMS の可用性の向上

バージ ョ ン  7.0 よ り前の WebLogic Server のク ラスタには、 JMS などのク ラスタ

化されないサービスで、 ク ラスタが提供する冗長性を利用するためのメカニズム

があ り ませんでした。 WebLogic Server 7.0 では、 管理者が、 ク ラスタ化されない

サービスを、 あるサーバ インスタンスから ク ラスタ内の別のインスタンスに移

行するこ とができます。 これは、 サーバ インスタンスの障害への対応と して、 あ
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WebLogic Server 7.0 の新しいクラスタ化機能
るいは定期的な保守の一環と して行います。 この機能によ り、 ホス ト のサーバ 
インスタンスで障害が発生した場合に冗長サーバ インスタンス上でサービスを

速やかに再開できるため、 ク ラスタ内のク ラスタ化されないサービスの可用性が

向上します。

WebLogic JMS 7.0 では、 管理者は複数の送り先をク ラスタ内部で単一の分散送

り先セッ ト の一部と してコンフ ィグレーシ ョ ンできます。 プロデューサおよびコ

ンシューマは、 分散送 り先との送受信ができます。 ク ラスタの内部で単一のサー

バ インスタンスに障害が発生した場合、 WebLogic JMS は、 分散送り先セッ トに

登録され、 その時点で使用可能なすべての物理送 り先に負荷を分散します。

バージ ョ ン 7.0 では、 ク ラスタ化環境向けに WebLogic Server コアで実装された

移行フレームワーク も利用されます。 これによ り、 WebLogic JMS は、 移行要求

に適切に対応するこ とができ、 JMS サーバを通常の方法でオンラ インやオフラ

インにする こ とができます。 これには、 あらかじめ予定された移行と、

WebLogic Server インスタンスの障害に対応して行われる移行の両方が含まれま

す。 
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2 クラスタでの通信

WebLogic Server ク ラスタは、 ロード  バランシングと フェイルオーバの 2 つの重

要な機能を実装しています。 以下の節では、 アーキテク ト と管理者が、 特定の 
Web アプリ ケーシ ョ ンに適したク ラスタをコンフ ィ グレーシ ョ ンするために役

立つ情報を示します。 

� 2-1 ページの 「ク ラスタでの WebLogic Server の通信」

� 2-10 ページの 「ク ラスタワ イ ドの JNDI ネー ミ ング サービス」 

クラスタでの WebLogic Server の通信

ク ラスタ内の WebLogic Server インスタンスは、 2 つの基本的なネッ ト ワーク技

術を利用して互いに通信します。

� IP マルチキャス ト。 サーバ インスタンスが、 サービスの可用性と、 継続

的な可用性を示すハート ビー ト をブロードキャス トするために使用しま

す。

� IP ソケッ ト 。 ク ラスタ化されたサーバ インスタンス間でピア ツー ピア通

信を行う ための導管と して機能します。

WebLogic Server での IP マルチキャス トおよびソケッ ト通信の使用形態は、 ク ラ

スタをどのよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンするかに影響します。

IP マルチキャストを使用した 1 対多通信

IP マルチキャス トは、 複数のアプリ ケーシ ョ ンが指定された IP アドレス とポー

ト番号に 「サブスク ライブ」 して、 メ ッセージを リ スンできるよ うにする単純な

ブロードキャス ト技術です。 マルチキャス ト  アドレスは、 範囲が 224.0.0.0 ～ 
239.255.255.255 の IP アドレスです。 
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IP マルチキャス トはアプ リ ケーシ ョ ンに対してメ ッセージをブロードキャス ト

しますが、 メ ッセージが実際に届 く こ とは保証されていません。 アプ リ ケーシ ョ

ンのローカル マルチキャス ト  バッファがいっぱいの場合、 新規のマルチキャス

ト  メ ッセージをそのバッフ ァに書き込めないので、 アプ リ ケーシ ョ ンにはメ ッ

セージが 「届いた」 こ とがわかり ません。 この制約のため、 WebLogic Server イ
ンスタンスでは、 IP マルチキャス トに対してブロードキャス ト された メ ッセー

ジが届かない可能性を考慮しています。

WebLogic Server は、ク ラスタ内のサーバ インスタンス間の 1 対多通信で IP マル

チキャス ト を使用します。 次の通信が対象です。

� ク ラスタワ イ ドの JNDI の更新 - ク ラスタ内の個々の WebLogic Server イン

スタンスはマルチキャス ト を使用して、 ローカルでデプロイ された り、 削除

された り したク ラスタ化されたオブジェ ク トが使用可能かど うかを通知しま

す。 ク ラスタ内の各サーバ インスタンスはこれらの通知をモニタし、 ク ラス

タ化されるオブジェ ク ト の最新のデプロイ メ ン ト状況に合わせてインスタン

スのローカル JNDI ツ リーを更新します。 詳細については、 2-10 ページの

「ク ラスタワイ ドの JNDI ネー ミ ング サービス」 を参照して ください。

� ク ラスタの 「ハート ビー ト 」 - WebLogic Server は、 マルチキャス ト を使用し

て、 ク ラスタ内の個々のサーバ インスタンスが使用可能であるこ とを通知す

るために、 定期的に 「ハート ビー ト 」 メ ッセージをブロードキャス ト しま

す。 ハート ビー ト  メ ッセージをモニタする こ とによ り、 ク ラスタ内のサーバ 
インスタンスは、 どの時点でサーバ インスタンスに障害が発生したかを特定

します  ( ク ラスタ化されたサーバ インスタンスは、 サーバ インスタンスで

障害が発生した時点を特定するためのよ り直接的な手段と して、 IP ソケッ ト

のモニタも行います )。

マルチキャスト とクラスタのコンフ ィグレーショ ン

マルチキャス ト通信は、 (2-10 ページの 「ク ラスタワイ ドの JNDI ネー ミ ング 
サービス」 で説明するよ うに ) 障害の検出と ク ラスタワイ ドの JNDI ツ リーの保

守に関わる重要な機能を制御するので、 ク ラスタのコンフ ィグレーシ ョ ンもマル

チキャス ト通信とのネッ ト ワーク  ト ポロジ インタフェースも重要ではあ り ませ

ん。 以降の節では、 ク ラスタ内でのマルチキャス ト通信に伴 う問題を回避するた

めのガイ ド ラインを示します。 
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クラスタが WAN 内の複数のサブネッ トにまたがる場合

多くのデプロイ メ ン ト構成で、 ク ラスタ化されるサーバ インスタンス群は単一

のサブネッ トの内部に置かれます。 これは、 マルチキャス ト  メ ッセージの確実な

転送を保証するための構成です。 ただし必要に応じて、 ワイ ド  エリ ア ネッ ト

ワーク  (WAN) 内の複数のサブネッ ト間に WebLogic Server ク ラスタを分散させ

て冗長性を確保した り、 あるいはク ラスタ化されるサーバ インスタンスをよ り

広範な地理的領域に分散させる こ とができます。 

ク ラスタを WAN ( または複数のサブネッ ト ) 上に分散する場合、 マルチキャス

ト  メ ッセージがク ラスタ内のすべてのサーバ インスタンスに必ず転送されるよ

うにネッ ト ワーク  ト ポロジを計画およびコンフ ィグレーシ ョ ンします。 特に、

ネッ ト ワークが以下の要件を満たす必要があ り ます。

� IP マルチキャス ト  パケッ ト の伝播の完全サポート 。 つま り、 すべてのルー

タおよびその他の ト ンネ リ ング技術がマルチキャス ト  メ ッセージをク ラスタ

化されているサーバ インスタンスに伝播するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンさ

れている必要があ り ます。

� ネッ ト ワーク  レイテンシが十分に低 く、 大半のマルチキャス ト  メ ッセージ

がその最終的な宛先に 200 ～ 300 ミ リ秒以内に確実に到達する こ と。

� ク ラスタのマルチキャス ト  TTL (Time-To-Live: 生存時間 ) の値は、 マルチ

キャス ト  パケッ ト が最終的な宛先に届く までにルータがパケッ ト を破棄しな

いよ うな大きさの値でなければな り ません。 マルチキャス ト  TTL パラ メー

タの設定手順については、 7-39 ページの 「マルチキャス ト存続時間 (TTL) を
コンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照して ください。

注意 : WAN 上に WebLogic Server ク ラスタを分散するには、上記のマルチキャ

ス ト要件を満たす以外にも、 ネッ ト ワーク機能を追加しなければならな

い場合があ り ます。 たとえば、 不要なネッ ト ワーク  ホップを経由せずに

ク ライアン ト  リ クエス ト を最短経路でサーバ インスタンスに送るには、

ロード  バランシング ハード ウェアをコンフ ィ グレーシ ョ ンする必要があ

り ます。

ファイアウォールがマルチキャス ト通信を遮断することがある

マルチキャス ト  ト ラ フ ィ ッ クをフ ァ イアウォール内にト ンネ リ ングする こ とは

可能ですが、 WebLogic Server ク ラスタではお勧めしません。 個々の WebLogic 
Server ク ラスタは、Web アプリ ケーシ ョ ンのク ライアン トに対して 1 つまたは複
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数の別個のサービスを提供する論理単位と して扱う よ うにします。 複数の異なっ

たセキュ リ テ ィ  ゾーン間にこの論理単位を分割しないでください。 さ らに、 IP 
ト ラフ ィ ッ クの速度低下や中断につながる可能性のある技術は、 ハート ビート の

不達が誤って障害と して判断される こ とによって、 WebLogic Server ク ラスタを

分断させるこ とがあ り ます。

クラスタのマルチキャスト  アドレスを他のアプリケーショ ンと共有しない

複数の WebLogic Server ク ラスタは単一の IP マルチキャス ト  アドレスおよび

ポート を共有できますが、 ク ラスタによって使用されているマルチキャス ト  ア
ドレスおよびポートは、 他のアプリ ケーシ ョ ンでブロードキャス ト またはサブス

ク ライブしないでください。 つま り、 ク ラスタのホス ト となっている  1 台または

複数台のマシンが、 マルチキャス ト通信を使用する他のアプリ ケーシ ョ ンのホス

ト も兼ねている場合、 それらのアプリ ケーシ ョ ンでは必ず、 ク ラスタが使用して

いるものと異なるマルチキャス ト  アドレスおよびポート を使用して ください。 

ク ラスタのマルチキャス ト  アドレスを他のアプ リ ケーシ ョ ンと共有する と、 ク

ラスタ化されたサーバ インスタンスは不必要なメ ッセージを処理しなければな

らな く な り、 オーバーヘッ ドが増します。 また、 マルチキャス ト  アドレスの共

有は、 IP マルチキャス ト  バッフ ァの過負荷と、 WebLogic Server ハート ビー ト  
メ ッセージの送信遅延につながる可能性があ り ます。 ハート ビート が適切なタイ

ミ ングで受信されないため、 こ う した遅延によって、 WebLogic Server インスタ

ンスがエラーと してマーク される可能性があ り ます。 

こ う した理由から、 WebLogic Server ク ラスタ用には専用のマルチキャス ト  アド

レスを割り当てて、 そのアドレスを使用するすべてのク ラスタの ト ラフ ィ ッ クを

そのアドレスでブロードキャス トできるよ うにします。

マルチキャスト  ストームが起こったら

ク ラスタ内のサーバ インスタンスで受信メ ッセージが適時に処理されない場合

は、 NAK メ ッセージやハート ビート の再送信を含むネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ ク

が増大します。 ネッ ト ワーク上でマルチキャス ト  パケッ ト が繰 り返し送信され

る こ と をマルチキャス  ス トームと呼び、 それが発生する とネッ ト ワーク とその

ネッ ト ワークに接続されたステーシ ョ ンが圧迫を受け、 エンドステーシ ョ ンでハ

ングまたは障害が発生する可能性があ り ます。 マルチキャス ト  バッフ ァのサイ

ズを増やすと、 通知が送信および受信されるレートが改善されて、 マルチキャス

ト  ス トームを防止できます。 7-40 ページの 「マルチキャス ト  バッフ ァのサイズ

をコンフ ィ グレーシ ョ ンする」 を参照して ください。
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IP ソケッ トを使用したピア ツー ピア通信

IP ソケッ トは、 2 つのアプリ ケーシ ョ ン間でメ ッセージおよびデータを転送する

ための、 シンプルでパフォーマンスの高いメ カニズムです。 ク ラスタ化される  
WebLogic Server インスタンスは、 次の目的で IP ソケッ ト を使用します。

� 異なったマシン上でク ラスタ化されている別のサーバ インスタンスにデプロ

イ された、 ク ラスタ化されていないオブジェ ク トへのアクセス

� HTTP セッシ ョ ン ステー ト と ステー ト フル セッシ ョ ン EJB のステートの、

プライマ リ  サーバ インスタンス とセカンダ リ  サーバ インスタンス間でのレ

プリ ケーシ ョ ン

� リモー ト  サーバ インスタンス上にある ク ラスタ化されたオブジェ ク トへの

アクセス   ( これは一般に、 6-7 ページの 「推奨多層アーキテクチャ」 で説明

するよ う な多層ク ラスタ  アーキテクチャでのみ発生します )。

注意 : WebLogic Server での IP ソケッ トの使い方はク ラスタ関連にと どまらず、

たとえば、 Java ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンが リモート  オブジェ ク ト

にアクセスする場合など、 すべての RMI 通信がソケッ ト を使って行われ

ます。

WebLogic Server ク ラスタのパフォーマンスは、 ソケッ トのコンフ ィ グレーシ ョ

ンによって大き く左右されます。 WebLogic Server でのソケッ ト通信の効率は、

次の 2 つの要因によって決ま り ます。

� サーバ インスタンスのホス ト  システムがネイティブ ソケッ ト  リーダー実装

と  pure-Java ソケッ ト  リーダー実装のどちらを使用しているか

� pure-Java ソケッ ト  リーダーを使用しているシステムの場合は、 サーバ イン
スタンスが十分な数のソケッ ト  リーダー スレ ッ ドに対応するよ う コンフ ィ

グレーシ ョ ンされているかど うか

pure-Java とネイティブ ソケッ ト  リーダーの実装の比較

ソケッ ト  リーダー スレ ッ ドの pure-Java 実装は、 ピア ツー ピア通信を行う ため

の、 信頼性が高く移植可能な方法ですが、 ソケッ トに大きな負荷がかかる  
WebLogic Server ク ラスタでの使い方に最適なパフォーマンスは提供できません。

pure-Java ソケッ ト  リーダーを使用する と、 スレッ ドは、 ソケッ ト にデータが
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入っているかど うかを調べるために、 オープンしている ソケッ トにポーリ ングす

る必要があ り ます。 つま り、 ソケッ ト  リーダー スレ ッ ドはソケッ ト のポーリ ン

グで常に 「ビジー」 とな り ます。 これはソケッ トがデータを持っていない場合で

も変わり ません。 この不必要なオーバーヘッ ドによ り、 パフォーマンスが低下す

る可能性があ り ます。

パフォーマンスの問題は、 サーバ インスタンスがソケッ ト  リーダー スレッ ド よ

り も多 くの開かれたソケッ ト を持つと き  ( 各リーダー スレ ッ ドが複数の開いたソ

ケッ ト をポーリ ングしなければならないと き ) に顕著にな り ます。 ソケッ ト  リー
ダーはアクティブでないソケッ トに遭遇する と、 別のソケッ ト にサービスを提供

する前にタイムアウ ト を待ちます。 このタイムアウ ト待ちの間、 次の図に示すよ

うに、 アクテ ィブでないソケッ ト を ソケッ ト  リーダーがポーリ ングする一方で、

アクテ ィブなソケッ トが未読のままになる場合があ り ます。

図 2-1   pure-Java ソケッ ト  リーダー スレッ ドがアクティブでないソケッ トを
ポーリングする

ソケッ ト の最適なパフォーマンスを実現するには、 pure-Java 実装ではなく、 オ

ペレーティ ング システムに対応したネイティブ  ソケッ ト  リーダー実装を使用す

るよ う  WebLogic Server ホス ト  マシンをコンフ ィ グレーシ ョ ンします。ネイテ ィ

ブ ソケッ ト  リーダーは、 ソケッ ト上のデータの有無を非常に効率的な手法で調

べます。 ネイテ ィブ ソケッ ト  リーダー実装では、 リーダー スレッ ドはネイティ

ブ ソケッ ト をポーリ ングする必要がな く、 アクテ ィブなソケッ ト に対してだけ

サービス と して、 特定のソケッ トがアクテ ィブになった場合には、 ( 割り込みに

よって ) 直ちに通知されます。

注意 : アプレッ トはネイティブ ソケッ ト  リーダー実装を使用できないので、 ソ

ケッ ト通信では十分な効果が出ません。

1 2 3 4 5 6

ポーリング 読み取り

ポーリング

ソケッ ト  リーダー スレッ ド

ソケッ ト

アクテ ィ ブなソケッ ト
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オペレーティ ング システムに対応したネイティブ ソケッ ト  リーダーの実装を使

用するよ うに WebLogic Server ホス ト  マシンをコンフ ィ グレーシ ョ ンする方法に

ついては、 7-38 ページの 「サーバ インスタンスのホス ト  マシン上でネイティブ

の IP ソケッ ト  リーダーをコンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照して ください。 

Java ソケッ ト実装用にリーダー スレッ ドをコンフ ィグレー
ションする

pure-Java ソケッ ト  リーダー実装を使用する場合は、 サーバ インスタンスご とに

ソケッ ト  リーダー スレ ッ ドの数を適切にコンフ ィ グレーシ ョ ンするこ とで、 ソ

ケッ ト通信のパフォーマンスを向上できます。 最適なパフォーマンスを実現する

には、 WebLogic Server でのソケッ ト  リーダー スレッ ドの数を、 同時にオープン

する ソケッ トの最大数に合わせる必要があ り ます。 このコンフ ィグレーシ ョ ンに

よ り、 リーダー スレ ッ ドが複数のソケッ トにサービスしなければならない状況

が回避され、 ソケッ ト  データの即時読み取りが保証されます。

ク ラスタ内のサーバ インスタンスについて、 リーダー スレ ッ ドの適切な数を決

定する方法については、 次の節 「ソケッ ト の使用数を確定する」 を参照して くだ

さい。

ソケッ ト  リーダー スレ ッ ドをコンフ ィ グレーシ ョ ンする手順については、 7-38 
ページの 「サーバ インスタンスのホス ト  マシン上の リーダー スレッ ドの数を設

定する」 を参照して ください。

ソケッ トの使用数を確定する

個々の WebLogic Server インスタンスは、 ク ラスタ内で自身を除 くすべてのサー

バ インスタンスに対してソケッ ト をオープンする可能性があ り ます。 ただし、

実際に使用されるソケッ ト の最大数は、 ク ラスタのコンフ ィグレーシ ョ ンによっ

て異な り ます。実際には、 ク ラスタ化されるシステムではオブジェ ク トが均一に 
( ク ラスタ内の各サーバ インスタンスに ) デプロイ されるため、 他のどのサーバ 
インスタンスに対しても ソケッ ト がオープンされないのが一般的です。

ク ラスタで HTTP セッシ ョ ン  ステートのイン メモ リ  レプ リ ケーシ ョ ンを使用し

ており、 オブジェク ト を均一にデプロイする場合、 次の図に示すよ うに、 各サー

バ インスタンスが最大で 2 個のソケッ ト しかオープンしない可能性があ り ます。
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図 2-2   均一なデプロイメン トによってソケッ トの必要数が最小限に抑えられる

この例の 2 つのソケッ トは、 プライマ リ  サーバ インスタンス とセカンダ リ  サー

バ インスタンス との間で HTTP セッシ ョ ン ステー ト をレプ リ ケー トするために

使用されます。 ク ラスタ化されたオブジェク ト にアクセスする場合、 WebLogic 
Server が連結の最適化を行う ために、 ソケッ トは不要とな り ます  ( これらの最適

化については、 4-9 ページの 「連結されたオブジェク トの最適化」 で説明してい

ます )。 このコンフ ィグレーシ ョ ンでは、 デフォルトのソケッ ト  リーダー スレッ

ド  コンフ ィグレーシ ョ ンで十分です。

「固定」 サービスのデプロイ メン ト  - サーバ インスタンスは、 固定オブジェ ク ト

にアクセスするために追加のソケッ ト を開く必要があるので、 一度に 1 つのみの

サーバ上でアクテ ィブになっている複数のサービスで、 ソケッ ト使用率が増加す

る こ とがあ り ます ( これは、 固定オブジェ ク トに リモー ト  サーバ インスタンス

が実際にアクセスする場合にのみ考慮する必要があ り ます )。 次の図は、 ク ラス

タ化されていない RMI オブジェ ク ト をサーバ A にデプロイする こ とによる影響

を示しています。
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クラスタでの WebLogic Server の通信
図 2-3   クラスタ化されていないオブジェク トがソケッ トの潜在的な必要数を増
加させる

この例では、 各サーバ インスタンスは、 HTTP セッシ ョ ン ステー ト をレプ リ

ケー トするためと、 サーバ A 上の固定 RMI オブジェク ト にアクセスするため

に、 最大で同時に 3 つのソケッ ト をオープンする可能性があ り ます。

注意 : 6-12 ページの 「多層アーキテクチャのコンフ ィ グレーシ ョ ンに関する注

意」 で説明するよ うに、 多層ク ラスタ  アーキテクチャのサーブレッ ト  ク
ラスタでは、 さ らにソケッ トが必要な場合があ り ます。

ソケッ ト経由のクライアント通信

ク ラスタのク ライアン トは、 ソケッ ト  リーダー スレッ ドの Java 実装を使用しま

す。 WebLogic Server 7.0 の Java ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 ク ラ イアン

トがファ イアウォールを通して接続する と きでも、 以前のバージ ョ ンの 
WebLogic Server のク ライアン ト よ り も多くの IP ソケッ ト をオープンできます。
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2 クラスタでの通信
バージ ョ ン  7.0 では、 ク ラスタ内の複数のサーバ インスタンスに リ クエス ト を発

行する場合、 ク ライアン トはそれぞれのサーバ インスタンスに対して個別のソ

ケッ ト をオープンします。 

最高のパフォーマンスを引き出すには、 ク ライアン ト を実行する  Java 仮想マシ

ン (JVM) において十分な数のソケッ ト  リーダー スレッ ドをコンフ ィ グレーシ ョ

ンします。 この手順については、 7-39 ページの 「ク ラ イアン ト  マシン上のリー

ダー スレッ ド数を設定する」 を参照して ください。 

クラスタワイドの JNDI ネーミング サービ
ス

ク ラスタ化されない WebLogic Server サーバ インスタンスのク ラ イアン トは、

JNDI 準拠のネー ミ ング  サービスを使用してオブジェク ト とサービスにアクセス

します。 JNDI ネー ミング サービスには、 サーバ インスタンスが提供する公開

サービスの、 ツ リー構造のリ ス トが含まれています。 WebLogic Server インスタ

ンスは、 そのサービスを表す名前を JNDI ツ リーにバインドするこ とによって新

しいサービスを提供します。 ク ライアン トはサーバ インスタンスに接続し、 バ

インド されたサービス名をルッ クアップする こ とによってサービスを取得しま

す。 

ク ラスタ内のサーバ インスタンスは、 ク ラスタワ イ ドの JNDI ツ リーを利用しま

す。 ク ラスタワイ ドの JNDI ツ リーは、 ツ リーが使用可能なサービスの リ ス ト を

格納している とい う点では、 1 つのサーバ インスタンスの JNDI ツ リーと似てい

ます。 ただし、 ク ラスタワイ ドの JNDI ツ リーは、 ローカル サービスの名前だけ

でなく、 ク ラスタ内の他のサーバ インスタンス上にあるク ラスタ化されたオブ

ジェク ト  (EJB や RMI ク ラス ) が提供するサービスも格納します。

ク ラスタ内の各 WebLogic Server インスタンスは、 ク ラスタワイ ドの論理 JNDI 
ツ リーをローカルにコピーして保守します。 以降の節では、 ク ラスタワイ ドの 
JNDI ツ リーが維持される方式と、 ク ラスタ環境で発生し う る名前の衝突を防ぐ

方法について説明します。

警告 : ク ラスタワ イ ドの JNDI ツ リーは、 アプ リ ケーシ ョ ン  データの永続性メ

カニズムまたはキャ ッシング  メカニズムと して使用しないでください。
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クラスタワイ ドの JNDI ネー ミ ング サービス
WebLogic Server は、 ク ラスタ化されたサーバ インスタンスの JNDI エ
ン ト リ を ク ラスタ内の他のサーバ インスタンスにレプ リ ケー ト します

が、 元のインスタンスで障害が発生する と、 これらのエン ト リはク ラス

タから削除されます。 また、 JNDI ツ リー内に大きなオブジェ ク ト を格

納する と、 マルチキャス ト  ト ラフ ィ ッ クが過負荷状態になり、 ク ラスタ

の通常の処理の妨げとなる場合があ り ます。

WebLogic Server によるクラスタワイドの JNDI ツ
リー作成のし くみ

ク ラスタ内の各 WebLogic Server は、 ク ラスタのすべてのメ ンバーが提供する

サービスが入ったク ラスタワイ ドの JNDI ツ リーをローカルにコピーして保守し

ます。 ク ラスタワイ ドの JNDI ツ リーの作成では、 まず各サーバ インスタンスを

ローカルの JNDI ツ リーにバインド します。 サーバ インスタンスが起動する  ( ま
たは新規サービスが動作中のサーバ インスタンスに動的にデプロイ される ) と、
サーバ インスタンスはまず、 それらのサービスの実装をローカルの JNDI ツ リー

にバインド します。 実装が JNDI ツ リーにバインド されるのは、 名前が他のサー

ビス と重複していない場合だけです。

注意 : ク ラスタで管理対象サーバを起動する と、 サーバ インスタンスは、

ClusterMBean の MemberWarmupTimeoutSeconds パラ メータで指定した

ウォームアップ時間の後で、 ハート ビート を リ スンしてク ラスタ内で実

行されている他のサーバ インスタンスを識別します。 デフォル トの

ウォームアップ時間は 30 秒です。 

サーバ インスタンスがサービスをローカルの JNDI ツ リーにバインドする と、 レ

プ リ カ対応スタブを使用するク ラスタ化されたオブジェク ト向けに、 次の手順が

実行されます。 ク ラスタ化されたオブジェ ク トの実装をローカルの JNDI ツ リー

にバインド したら、 サーバ インスタンスはそのオブジェ ク ト のスタブを他のク

ラスタ  メ ンバーに送信します。 ク ラスタの他のメ ンバーはマルチキャス ト  アド

レスをモニタして、 リモー ト  サーバ インスタンスが提供するサービスを追加し

たこ とを検出します。 

次の図は、 JNDI をバインドするプロセスの一部を示しています。

図 2-4   サーバ A がオブジェク ト をその JNDI ツリーにバインドし、 オブジェク
WebLogic Server クラスタ  ユーザーズ ガイ ド 2-11



2 クラスタでの通信
トが使用可能であることをマルチキャストする

前の図で、 サーバ A はク ラスタ化されたオブジェク ト  X の実装をローカルの 
JNDI ツ リーにバインド しました。 オブジェ ク ト  X はク ラスタ化されているの

で、 このサービスはク ラスタ内の他のすべてのメ ンバーに提供されます。サーバ 
C はオブジェク ト  X の実装をバインド中です。

ク ラスタ内でマルチキャス ト  アドレスを リ スンしている他のサーバ インスタン

スは、 サーバ A がク ラスタ化されたオブジェ ク ト  X の新規サービスを提供し始

めたこ とを検出します。 これらのサーバ インスタンスは、 自身のローカル JNDI 
ツ リーを更新して、 新規サービスをツ リーに取 り込みます。 

ローカルの JNDI バインドは次のいずれかの方法で更新されます。

� ク ラスタ化されたサービスがローカルの JNDI ツ リーにバインド されていな

い場合、 サーバ インスタンスは、 サーバ A 上でオブジェク ト  X が使用可能

であるこ とを示す新規のレプ リ カ対応スタブをローカル ツ リーにバインド し

ます。 これらのサーバ インスタンスにはク ラスタ化されたオブジェ ク ト  X が
デプロイ されていないので、 サーバ B とサーバ D は自身のローカル JNDI ツ
リーを更新して、 これを反映させます。

� サーバ インスタンスがク ラスタ対応サービスを既にバインド している場合、

サーバはローカルの JNDI ツ リーを更新して、 サービスのレプ リ カもサーバ 
A 上で使用可能である こ と を示します。 サーバ C はク ラスタ化されたオブ

BA

CD

サーバ A 上で
提供されるサービス

マルチキャスト
IP

A

オブジェクト X

C

オブジェクト  X
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ジェ ク ト  X をバインド済みなので、 自身の JNDI ツ リーを更新してそれを反

映させます。

この方法によって、 ク ラスタ内の各サーバ インスタンスはク ラスタワイ ドの  
JNDI ツ リーのコピーを独自に作成します。 サーバ C が、 オブジェ ク ト  X がロー

カルの JNDI ツ リーにバインド されたこ と を通知する場合にも、 処理順序は同じ

です。 すべてのブロードキャス ト  メ ッセージが受信されたら、 ク ラスタ内の各

サーバ インスタンスのローカル JNDI ツ リーは次の図のよ うに、 サーバ A と
サーバ C 上でオブジェ ク ト が使用可能であるこ とを同じ よ うに示します。

図 2-5   マルチキャスト  メ ッセージの受信後は各サーバの JNDI ツリーの内容は
同じ

注意 : 実際のク ラスタでは、 オブジェ ク ト  X は均一にデプロイ され、 オブジェ

ク ト を呼び出すこ とのできる実装は 4 つのサーバ インスタンスすべてで

使用可能になり ます。

JNDI 名の衝突が発生するし くみ

単純な JNDI 名の衝突は、 サーバ インスタンスが JNDI ツ リー内にバインド済み

でク ラスタ化されていないサービス と同じ名前を使って、 別のク ラスタ化されて

いないサービスをバインド し よ う とする と発生します。 ク ラスタレベルの JNDI 
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名の衝突は、 サーバ インスタンスが JNDI ツ リー内にバインド済みでク ラスタ化

されていないサービス と同じ名前を使って、 ク ラスタ化されているオブジェ ク ト

をバインド しよ う と した と きに発生します。

WebLogic Server は、 ローカルの JNDI ツ リーにサービスをバインドする と きに、

( ク ラスタ化されていないサービスの ) 単純な名前の衝突を検出します。 ク ラス

タレベルの JNDI の衝突は、 マルチキャス ト を使って新規サービスの通知を行う

と きに発生します。 たとえば、 ク ラスタ内のあるサーバ インスタンス上の固定 
RMI オブジェク ト をデプロイする場合、 同じオブジェ ク トでレプ リ カ対応のも

のを別のサーバ インスタンス上にデプロイする こ とはできません。

ク ラスタ内の 2 つのサーバ インスタンスが、 ク ラスタ化された別々のオブジェ

ク ト を同じ名前を使ってバインド し よ う と した場合、 どちらのバインド もローカ

ルには成功します。 ただし、 JNDI 名の衝突が発生するので、 各サーバ インスタ

ンスでは、 他のサーバ インスタンスのレプ リ カ対応スタブを  JNDI ツ リーにバイ

ンドするこ とはできません。 このタイプの衝突は、 2 つのサーバ インスタンスの

どちらかが終了するか、 どちらかのサーバ インスタンスが衝突の原因となった

ク ラスタ化オブジェ ク ト をアンデプロイするまで解決しません。 これと同じ衝突

は、 固定オブジェ ク ト を両方のサーバ インスタンスが同じ名前でデプロイし よ

う と した場合にも発生します。

均一なデプロイメントによってクラスタレベルの JNDI の衝
突を回避する

ク ラスタレベルの JNDI の衝突を回避するには、 すべてのレプリ カ対応オブジェ

ク ト を、 ク ラスタ内のすべての WebLogic Server インスタンスに均一にデプロイ

する必要があ り ます。 デプロイ メ ン トが WebLogic Server インスタンス間でバラ

ンスを欠いている と、 起動時または再デプロイ メ ン ト時に JNDI 名の衝突が発生

する可能性が高ま り ます。 また、 ク ラスタ内の処理負荷のバランスも取れなく な

る こ とがあ り ます。

特定の RMI オブジェ ク ト または EJB を個々のサーバ インスタンスに固定する必

要がある場合は、 そのオブジェ ク ト のバインドをク ラスタ間でレプ リ ケー ト しな

いよ うにします。
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WebLogic Server による JNDI ツリー更新のし くみ

ク ラスタ化されたオブジェ ク ト が削除 ( サーバ インスタンスからアンデプロイ ) 
される と き、 JNDI ツ リーの更新は、 新規サービスの追加時に行われる更新と似

た方法で処理されます。 アンデプロイ されたサービスがあったサーバ インスタ

ンスは、 そのサービスが提供されな く なったこ と を示すメ ッセージをブロード

キャス ト します。 既に説明したよ うに、 マルチキャス ト  メ ッセージを監視して

いる ク ラスタ内の他のサーバ インスタンスは、 JNDI ツ リーのローカル コピーを

更新して、 オブジェ ク ト をアンデプロイ したサーバ インスタンス上でそのサー

ビスが使用できなく なったこ と を反映させます。

ク ライアン トがレプ リ カ対応スタブを取得する と、 ク ラスタ内のサーバ インス

タンスは、 ク ラスタ化されたオブジェ ク ト のホス ト  サーバの追加と削除を続行

できます。 JNDI ツ リー内の情報が変更される と、 ク ラ イアン トのスタブも更新

されます。 その後の RMI リ クエス トには、 ク ライアン トのスタブが常に最新の

情報を持つよ うに、 必要に応じて更新情報が含まれます。

クライアント とクラスタワイドの JNDI ツリーとの
対話

WebLogic Server ク ラスタに接続して、 ク ラスタ化されたオブジェ ク ト をルッ ク  
アップする ク ライアン トは、 そのオブジェ ク トのレプ リ カ対応スタブを取得しま

す。 このスタブには、そのオブジェ ク ト の実装のホス ト と して使用可能なサーバ 
インスタンスの リ ス ト が入っています。 スタブには、 ホス ト  サーバ間で負荷を

分散するためのロード  バランシング ロジッ ク も含まれています。 

EJB および RMI ク ラス用のレプ リ カ対応スタブの詳細については、 5-16 ページ

の 「EJB と  RMI のレプリ ケーシ ョ ンと フェイルオーバ」 を参照して ください。

WebLogic JNDI がク ラスタ環境に実装されるし くみ、 およびユーザ固有のオブ

ジェ ク ト を  JNDI ク ラ イアン ト で使用可能にする方法については、 『WebLogic 
JNDI プログラマーズ ガイ ド』 の 「ク ラスタ環境での WebLogic JNDI の使い方」

を参照して ください。
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3 クラスタのコンフィグレーション
とアプリケーションのデプロイメ
ント

以下の節では、クラスタのコンフィグレーション情報が格納および維持される仕

組みについて説明します。 

� 3-1 ページの「クラスタのコンフィグレーションと config.xml」 

� 3-2 ページの「管理サーバの役割」 

� 3-5 ページの「動的コンフィグレーションの仕組み」

� 3-6 ページの「アプリケーションのデプロイメントについて」 

� 3-11 ページの「クラスタをコンフィグレーションする方法」 

注意 : この章の情報の多くは、サーバ インスタンスがクラスタ化されていない 
WebLogic ドメインのコンフィグレーション プロセスに関連するもので
す。 

クラスタのコンフィグレーションと 
config.xml

config.xml ファイルは、WebLogic Server ドメインのコンフィグレーションを
記述した XML ドキュメントです。config.xml ファイルの内容および構造は、
関連付けられた文書型定義 (DTD) である config.dtd ファイルに定義されます。

config.xml は XML 要素群で構成されています。Domain 要素はトップレベルの
要素であり、Domain 内のすべての要素は Domain 要素の子です。Domain 要素に
は、Server、Cluster、Application などの子要素があります。子要素の中にさらに
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子要素がある場合もあります。たとえば、Server 要素には、子要素として 
WebServer、SSL、および Log があります。Application 要素には EJBComponent 
と WebAppComponent という子要素があります。 

各要素には、1 つ以上のコンフィグレーション可能な属性があります。
config.dtd に定義されている属性には、コンフィグレーション API に対応する
属性があります。たとえば、Server 要素には ListenPort 属性があり、同様に、
weblogic.management.configuration.ServerMBean にも ListenPort 属性が
あります。コンフィグレーションできる属性は読み書きが可能です。たとえば、

ServerMBean には getListenPort メソッドと setListenPort メソッドがあり
ます。

config.xml の詳細については、『コンフィグレーション リファレンス』を参照
してください。

管理サーバの役割

管理サーバは、そのドメイン内の WebLogic Server インスタンス群をコンフィグ
レーションおよび管理する WebLogic Server インスタンスです。 

ドメインには複数の WebLogic Server クラスタと、クラスタ化されない 
WebLogic Server インスタンスが存在できます。厳密に言うと、ドメインは 1 つ
の WebLogic Server インスタンスだけでも構成できます。 ただしその場合、各ド
メインには必ず 1 つの管理サーバが存在しなければならないため、その唯一の
サーバ インスタンスが管理サーバになります。 

管理サーバのサービスを呼び出してコンフィグレーション作業を実施する方法

は、3-11 ページの「クラスタをコンフィグレーションする方法」で説明するよ
うにいくつか用意されています。どの方法を用いる場合でも、コンフィグレー

ションを修正するときはクラスタの管理サーバが稼働している必要があります。 

管理サーバが起動すると、ドメインの config.xml がロードされます。管理サー
バは、カレント ディレクトリ内で config.xml を探します。ドメイン作成時に
別のディレクトリを指定しない限り、config.xml は以下の場所に格納されま
す。

BEA_HOME/user_projects/mydomain
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管理サーバの役割
mydomain はドメインに固有のディレクトリで、その名前はドメインと同じで
す。 

管理サーバが正常に起動するたびに、config.xml.booted という名前のバック
アップ コンフィグレーション ファイルがドメイン ディレクトリに作成されま
す。サーバ インスタンスの有効期間中に万一 config.xml ファイルが破損した
場合、このファイルを使用して以前のコンフィグレーションに戻すことができま

す。

次の図は、1 つの管理サーバと複数の WebLogic Server インスタンスで構成され
る典型的なプロダクション環境を示しています。このようなドメインでサーバ 
インスタンスを起動すると、まず管理サーバが起動します。その他の各サーバ 
インスタンスは、起動時に管理サーバにアクセスしてそのコンフィグレーション

情報を取得します。このように、管理サーバはドメイン全体のコンフィグレー

ションの一元的な制御エンティティとして動作します。 
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図 3-1   WebLogic Server のコンフィグレーション

管理サーバに障害が発生した場合

ドメインの管理サーバで障害が発生しても、ドメイン内の管理対象サーバの動作

には影響しません。管理対象のサーバ インスタンスが (クラスタ化されているか
いないかには関係なく ) 動作しているときにドメインの管理サーバが使用できな
くなっても、その管理対象サーバは処理を続けます。ドメインにクラスタ化され
3-4 WebLogic Server クラスタ ユーザーズ ガイド



動的コンフィグレーションの仕組み
たサーバ インスタンスがある場合は、管理サーバに障害が発生しても、ドメイ
ン コンフィグレーションでサポートされているロード バランシングおよびフェ
イルオーバ機能を使用できます。 

注意 : ホスト マシン上のハードウェアまたはソフトウェアに障害が発生したた
めに管理サーバに障害が発生した場合、同じマシン上の他のサーバ イン
スタンスも同様に影響を受けることがあります。ただし、管理サーバ自

体で障害が発生しても、ドメイン内の管理対象サーバの動作には影響し

ません。   

管理サーバの再起動の手順については、『WebLogic Server ドメイン管理』の

「管理対象サーバの動作中における管理サーバの再起動」を参照してください。 

動的コンフィグレーションの仕組み

WebLogic Server では、ドメイン リソースのコンフィグレーション属性を動的に 
(サーバ インスタンスの動作中に ) 変更できます。ほとんどの場合では、変更を
有効にするためにサーバ インスタンスを再起動する必要はありません。属性を
コンフィグレーションし直すと、新しい値は、実行時の現在の属性値と、

config.xml に格納されている永続的な値の両方に直ちに反映されます。

コンフィグレーションへのすべての変更が動的に適用されるわけではありませ

ん。たとえば、WebLogic Server インスタンスの ListenPort 値を変更した場合、
新しいポートは対象のサーバ インスタンスを次に起動するまで使用されません。
更新された値は XML ファイルに保存されますが、実行時の現在の値は影響を受
けません。コンフィグレーション属性の実行時の値と、config.xml に格納され
ている値が異なるとき、Administration Console でその属性の隣に警告アイコン
が表示され、コンフィグレーションの変更を有効にするためにはサーバ インス
タンスの再起動が必要であることを知らせます。  

Administration Console では、ユーザが変更した各属性に対して検証チェックが
行われます。実行される検証には、範囲外エラーおよびデータ型不一致エラーの

チェックがあります。どちらのエラーが見つかった場合にも、そのことを知らせ

るダイアログ ボックスが表示されます。 
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Administration Console の起動後に、管理サーバに割り当てられたリスン ポート
を別のプロセスが獲得した場合、ポートを獲得したプロセスを停止することをお

勧めします。リスン ポートを獲得したプロセスを削除できない場合、
config.xml ファイルを編集して、ListenPort 値を変更します。 

アプリケーションのデプロイメントについ

て

この節では、アプリケーションのデプロイメント プロセスについて簡単に説明
します。デプロイメントの詳細については、『WebLogic Server アプリケーショ
ンの開発』の「WebLogic Server デプロイメント」を参照してください。 

一般的なデプロイメント作業の実行手順については、7-29 ページの「アプリ
ケーションをデプロイする」を参照してください。

デプロイメントの方法

以下の方法で、クラスタにアプリケーションをデプロイすることができます。 

� WebLogic Server Administration Console

Administration Console は、BEA Administration Service にアクセスするため
のグラフィカル ユーザ インタフェース (GUI) です。 

� WebLogic Builder

WebLogic Builder は、J2EE コンポーネントをアセンブルし、そのデプロイ
メント記述子を作成および編集し、コンポーネントを WebLogic Server にデ
プロイするためのグラフィカル ツールです。 

� weblogic.Deployer

weblogic.Deployer ユーティリティは、WebLogic Server デプロイメント API 
にコマンドライン インタフェースを提供する Java ベースのデプロイメント 
ツールです。 
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アプリケーションのデプロイメントについて
これらのデプロイメント ツールについては、『WebLogic Server アプリケーショ
ンの開発』の「デプロイメント ツールおよび手順」で説明しています。

どのデプロイメント ツールを使用するかに関係なく、デプロイメント プロセス
を開始するときは、デプロイするコンポーネントと、デプロイメント先の対象 (
クラスタ、あるいはクラスタまたはドメイン内部の個別のサーバ インスタンス ) 
を指定します。

ドメインの管理サーバはプロセス全体を通じて、クラスタ内の管理対象サーバと

通信することによってデプロイメント プロセスを管理します。各管理対象サー
バはデプロイメント対象のコンポーネントをダウンロードし、ローカルでのデプ

ロイメント タスクを開始します。デプロイメントの状態は、デプロイメント対
象のコンポーネントと関連付けられた MBean に維持されます。詳細については、
『WebLogic Server アプリケーションの開発』の「デプロイメント管理 API」を参
照してください。

注意 : コンポーネントは、WebLogic Server にデプロイする前にパッケージ化し
ます。アプリケーションのパッケージ化の詳細については、『WebLogic 
Server アプリケーションの開発』の「WebLogic Server アプリケーション
のパッケージ化」を参照してください。

2 フェーズ デプロイメントの概要

WebLogic Server 7.0 のアプリケーションのデプロイメントには、準備と活性化
の 2 つのフェーズがあります。 

ユーザがクラスタへのアプリケーションのデプロイメントを開始すると、準備

フェーズが開始される前に、まず WebLogic Server がクラスタ内の管理対象サー
バの可用性を確認します。

デプロイメントの準備

デプロイメントの準備フェーズでは、ユーザの選択に従ってアプリケーション 
コンポーネントが対象のサーバ インスタンスに配信され、計画されたデプロイ
メントが検証されます。クラスタでは、アプリケーションは、個々の管理対象

サーバではなく、クラスタに割り当てられる必要があります。準備フェーズの目

的は、アプリケーション コンポーネントを正常にデプロイできるかどうかを検
証することです。このフェーズの間、デプロイ中のアプリケーションに対する

ユーザからのリクエストは受け付けられません。
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準備フェーズの開始後に障害が発生すると、(準備が正常に完了したサーバ イン
スタンスを含む ) すべてのサーバ インスタンスでデプロイメントが中止されま
す。ステージングされたファイルは、削除されません。ただし、準備中に行われ

たコンテナ側での変更は元に戻されます。

デプロイメントの活性化

活性化の間、アプリケーションとそのコンポーネントが対象のサーバ インスタ
ンスに完全にデプロイされ、デプロイされたアプリケーションがクライアントか

ら利用可能になります。 

活性化フェーズの間にサーバ インスタンスで障害が発生すると、そのインスタ
ンスへのデプロイメントはキャンセルされます。1 つの管理対象サーバでそのよ
うな障害があっても、クラスタ化されている他のサーバ インスタンスでデプロ
イメントの活性化が妨げられることはありません。 

クラスタ メンバーがアプリケーションのデプロイメントに失敗した場合、クラ
スタの一貫性を確保するためにそのメンバーは起動できなくなります (管理対象
サーバ上でクラスタにデプロイされたアプリケーションに障害があると、その管

理対象サーバは起動が中止されます )。

クラスタへのデプロイメントのガイドライン

デプロイメント プロセスの間は、クラスタ内のすべての管理対象サーバが実行
されて利用可能になっているのが理想です。クラスタの一部のメンバーが利用で

きない状態でアプリケーションをデプロイすることはお勧めしません。クラスタ

にアプリケーションをデプロイする前に、できる限り、クラスタ内のすべての管

理対象サーバが管理サーバからアクセスできる状態にあるようにしてください。 

デプロイメント プロセスの間は、クラスタのメンバシップが変わらないように
してください。デプロイメントが始まったら、以下のことはしないでください。 

� 対象クラスタでの管理対象サーバの追加または削除

� 対象クラスタの管理対象サーバの停止
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アプリケーションのデプロイメントについて
WebLogic Server 7.0 のデプロイメントの制限

WebLogic Server 7.0 では、以下の節で説明されているようにクラスタへのデプ
ロイメントで制限が課されていました。

� 3-9 ページの「WebLogic Server 7.0 ではクラスタの一部分へのデプロイメン
トはできない」

� 3-9 ページの「WebLogic Server 7.0 では固定サービスの複数の管理対象サー
バへのデプロイメントはできない」

WebLogic Server 7.0 ではクラスタの一部分へのデプロイメントはできない

WebLogic Server 7.0 では、クラスタの一部分へのデプロイメントはできません。
クラスタ内の 1 つまたは複数の管理対象サーバが利用できない場合、デプロイメ
ント プロセスは終了し、エラー メッセージが生成されます。そのメッセージは、
デプロイメントを試みる前に、アクセス不能な管理対象サーバを再起動するか、

クラスタから削除する必要があることを示します。 

WebLogic Server 7.0 では固定サービスの複数の管理対象サーバへのデプロ
イメントはできない

WebLogic Server 7.0 では、クラスタ内の複数の管理対象サーバに固定サービス
をデプロイすることはできません。WebLogic Server 7.0 では、アプリケーショ
ンがクラスタにデプロイされない場合に、そのアプリケーションをクラスタ内の 
1 つの管理対象サーバ (かつその 1 つだけ ) にデプロイできます。 

WebLogic Server 7.0 SP1 以降でのデプロイメント ルールの
「緩和」

WebLogic Server 7.0 SP01 では、3-9 ページの「WebLogic Server 7.0 のデプロイ
メントの制限」で説明されているデプロイメント ルールが緩和されました。デ
プロイメントにおいてユーザの自由裁量が認められています。詳細については、

以下の節を参照してください。

�  3-10 ページの「WebLogic Server 7.0 SP01 以降ではクラスタの一部分にデプ
ロイできる」 
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�  3-10 ページの「WebLogic Server 7.0 SP1 以降でのクラスタ全体へのデプロ
イメント」

� 3-10 ページの「WebLogic Server 7.0 SP01 以降での固定デプロイメント」

WebLogic Server 7.0 SP01 以降ではクラスタの一部分にデプロイできる

デフォルトの WebLogic Server 7.0 SP01 以降では、クラスタの一部分にデプロイ
できます。クラスタの 1 つまたは複数の管理対象サーバが利用できない場合は、
次のメッセージが表示されます。 

Cannot deploy to the following server(s) because they are 
unreachable: "managed_server_n". Make sure that these servers are
currently shut down. Deployment will continue on the remaining
servers in the cluster "clustering". Once deployment has commenced,
do not attempt to start or shutdown any servers until the
application deployment completes.

アクセス不能な管理対象サーバが利用可能になると、そのサーバ インスタンス
へのデプロイメントが開始されます。デプロイメント プロセスが完了するまで、
その管理対象サーバでは欠けているクラスまたは古いクラスに関連する障害が発

生する可能性があります。 

WebLogic Server 7.0 SP1 以降でのクラスタ全体へのデプロイメント

weblogic.Deployer で enforceClusterConstraints フラグを設定すると、クラ
スタ内のすべての管理対象サーバがアクセス可能な場合にのみデプロイメントが

実行されるようにすることができます。enforceClusterConstraints が「true」
の場合は、3-9 ページの「WebLogic Server 7.0 のデプロイメントの制限」で説明
されているルールに従ってデプロイメントが実行されます。

WebLogic Server 7.0 SP01 以降での固定デプロイメント

WebLogic Server 7.0 SP01 以降では、クラスタ内の複数の管理対象サーバを固定
サービスの対象とすることができます。この操作はお勧めしません。固定サービ

スをクラスタ内の複数の管理対象サーバにデプロイすると、クラスタのロード 
バランシング機能とスケーラビリティが悪影響を受けるおそれがあります。複数

の管理対象サーバを固定サービスの対象とすると、次のメッセージがサーバ ロ
グに出力されます。

Adding server servername of cluster clustername as a target for
module modulename. This module also includes server servername that
belongs to this cluster as one of its other targets. Having multiple
individual servers a cluster as targets instead of having the entire
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クラスタをコンフィグレーションする方法
cluster as the target can result in non-optimal load balancing and
scalability. Hence this is not usually recommended.

クラスタをコンフィグレーションする方法

config.xml 内のコンフィグレーション情報を修正する複数の方法が用意されて
います。

� ドメイン コンフィグレーション ウィザード

新しいドメインまたはクラスタの作成は、ドメイン コンフィグレーション 
ウィザードを使用して行うことをお勧めします。ウィザードを使用して実行

できるタスクの一覧については、この章で後から説明する「ドメイン コン
フィグレーション ウィザードの機能」を参照してください。

� WebLogic Server Administration Console

Administration Console は、BEA Administration Service にアクセスするため
のグラフィカル ユーザ インタフェース (GUI) です。コンソールからは、各
種のドメイン コンフィグレーションおよびモニタ機能を実行できます。コン
ソールを使用して実行できるタスクの一覧については、3-12 ページの
「Administration Console の機能」を参照してください。

� WebLogic Server アプリケーション プログラミング インタフェース (API)

WebLogic Server に付属するコンフィグレーション API に基づいて、コン
フィグレーション属性を変更するプログラムを記述することができます。こ

の方法は、初期のクラスタ実装に対してはお勧めできません。  

� WebLogic Server コマンドライン ユーティリティ

WebLogic Server コマンドライン ユーティリティを使ってドメインの属性に
アクセスできます。このユーティリティでは、ドメイン管理を自動化するス

クリプトを作成できます。この方法は、初期のクラスタ実装に対してはお勧

めできません。  
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ドメイン コンフィグレーション ウィザードの機能

ドメイン コンフィグレーション ウィザードでは、あらかじめ定義済みのドメイ
ン テンプレートを使用して、ドメインとそのサーバ インスタンスの作成プロセ
スを簡素化しています。ウィザードではドメイン テンプレートを選択し、作成
するサーバ インスタンスのマシン アドレス、名前、ポート番号などの重要な情
報を指定します。 

注意 : ドメイン コンフィグレーション ウィザードでは、リモート マシン上で
動作する管理対象サーバ上のドメインに適したディレクトリ構造および

スクリプトを、管理サーバからインストールすることができます。この

機能は、管理対象サーバをドメインのバックアップ管理サーバとして使

用する必要がある場合に役立ちます。

ウィザードでは、4 つの典型的なドメイン コンフィグレーションから 1 つを選択
します。 

� 単一のサーバ - 単一の WebLogic Server インスタンスで構成されるドメイン

� 管理サーバと管理対象サーバ - 1 台の管理サーバと、クラスタ化されない 1 
台以上の管理対象サーバで構成されるドメイン

� 管理サーバとクラスタ化された管理対象サーバ - 1 台の管理サーバと、クラ
スタ化された 1 台以上の管理対象サーバで構成されるドメイン 

� 管理対象サーバ (管理コンフィグレーションを所有する )

目的のコンフィグレーション タイプを選択したら、ドメインとそのサーバ イン
スタンスについての関連情報を指定します。

ドメイン コンフィグレーション ウィザードの使用方法について、詳しくは
『WebLogic Server ドメイン管理』の「コンフィグレーション ウィザードを使用
した新しいドメインの作成」を参照してください。 

Administration Console の機能

この節では、WebLogic Server Administration Console を使用して実行できるタス
クの概要を示します。コンソールを使用してこれらのタスクを実行する具体的な

手順については、Administration Console オンライン ヘルプを参照してください。
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WebLogic Server のコンフィグレーション タスク

� サーバをコンフィグレーションする

� サーバを複製する

� サーバを削除する

� サーバ上でのガベージ コレクションを強制する

� XML レジストリをサーバに割り当てる

� メール セッションをサーバに割り当てる

� File T3 をサーバに割り当てる

� JDBC 接続プールをサーバに割り当てる

� WLEC 接続プールをサーバに割り当てる

WebLogic クラスタのコンフィグレーション タスク

� サーバ インスタンスのクラスタをコンフィグレーションする

� サーバ インスタンスのクラスタを複製する

� サーバ インスタンスをクラスタに割り当てる

� クラスタを削除する

デプロイメント タスク

� EJB をサーバ インスタンス上にデプロイする

� Web アプリケーション コンポーネントをサーバ インスタンス上にデプロイ
する

� 起動クラスと停止クラスをサーバ インスタンス上にデプロイする

表示とモニタのタスク

� サーバ インスタンスのログを表示する
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� サーバ インスタンスの JNDI ツリーを表示する

� サーバ インスタンスの実行キューを表示する

� サーバ インスタンスの実行スレッドを表示する

� サーバ インスタンスのソケットを表示する

� サーバ インスタンスの接続を表示する

� サーバ インスタンスのバージョンを表示する

� サーバ インスタンスのセキュリティをモニタする

� クラスタをモニタする

� サーバ インスタンス上のすべての EJB のデプロイメント状況をモニタする

� サーバ インスタンス上のすべての Web アプリケーション コンポーネントを
モニタする

� サーバ インスタンスに割り当てられているすべての WLEC 接続プールをモ
ニタする

� クラスタに割り当てられているサーバ インスタンスをモニタする
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この章では、 各種のオブジェク ト を対象と した  WebLogic Server ク ラスタでの
ロード  バランシングのサポートについて説明し、 設計者および管理者向けに、
ロード  バランシングに関連する計画およびコンフ ィグレーシ ョ ン上の考慮事項
を示します。 説明する内容は以下のとおりです。

� 4-1 ページの 「サーブレッ ト と  JSP のロード  バランシング」

� 4-5 ページの 「EJB と  RMI オブジェ ク トのロード  バランシング」

� 4-13 ページの 「JMS のロード  バランシング」

� 4-14 ページの 「JDBC 接続のロード  バランシング」

サーブレッ ト と  JSP のロード  バランシング

サーブレッ ト と  JSP のロード  バランシングは、WebLogic プロキシ  プラグインに
組み込まれたロード  バランシング機能を使用するか、 またはロード  バランシン
グ ハードウェアを別途用意するこ とによって実現できます。 

注意 : 外部ロード  バランサは、 HTTP ト ラフ ィ ッ ク以外にも、 t3 およびデフォ
ル ト  チャネルを使用した Java ク ラ イアン ト からの初期コンテキス ト  リ
クエス ト を分散するこ と もできます。 WebLogic Server でのオブジェ ク ト
レベルのロード  バランシングについては、 4-5 ページの 「EJB と  RMI オ
ブジェ ク ト のロード  バランシング」 を参照して ください。 
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プロキシ プラグインによるロード  バランシング

WebLogic プロキシ  プラグインは、 ク ラスタ化されたサーブレ ッ ト または JSP の
ホス トである  WebLogic Server インスタンスの リ ス ト を維持し、 単純なラウンド
ロビン方式を使用して  HTTP リ クエス ト をそれらのインスタンスに転送します。 
このロード  バランシング方法については、 4-6 ページの 「ラウンド ロビンのロー

ド  バランシング」 で説明します。

このプラグインは、 WebLogic Server インスタンスで障害が発生した場合に、 ク
ライアン トの HTTP セッシ ョ ン  ステー トのレプ リ カを見つけるために必要なロ
ジッ ク も備えています。

WebLogic Server は、 以下の Web サーバおよび関連プラグインをサポート してい
ます。 

� WebLogic Server と  HttpClusterServlet

� Netscape Enterprise Server と  Netscape ( プロキシ ) プラグイン

� Apache と  Apache Server ( プロキシ ) プラグイン

� Microsoft Internet Information Server と  Microsoft-IIS ( プロキシ ) プラグイン

プロキシ プラグインの設定方法については、 7-20 ページの 「プロキシ プラグイ
ンをコンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照して ください。

プロキシ プラグインによるセッションの接続とフェイルオー
バの仕組み

プロキシ プラグインによる ク ラスタ内の HTTP セッシ ョ ンの接続およびフェイ
ルオーバの詳細については、 5-9 ページの 「ク ラスタ化されたサーブレ ッ ト と  
JSP へのプロキシ経由のアクセス」 を参照して ください。
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外部ロード  バランサによる HTTP セッションの
ロード  バランシング

ハードウェアによるロード  バランシング  ソ リ ューシ ョ ンを利用するク ラスタで
は、 ハード ウェアが対応しているすべてのロード  バランシング アルゴ リ ズムを
利用できます。 この中には、 個々のマシンの利用状況をモニタする負荷ベースの

高度な調整方式を採用している ものもあ り ます。

ロード  バランサのコンフ ィグレーション要件

プロキシ プラグインではなく ロード  バランシング ハードウェアを使用する場
合、 互換性のあるパッシブまたはアクティブなク ッキーの永続性メカニズムと、

SSL の永続性にハードウェアが対応している必要があ り ます。 

� パッシブなク ッキーの永続性

パッシブなク ッキーの永続性を使用する と、 WebLogic Server は、 ロード  バ
ランサを介したク ライアン トへのセッシ ョ ン パラ メータ情報を含むク ッキー
を記述できます。 セッシ ョ ン  ク ッキーの詳細、 およびロード  バランサが
セッシ ョ ン パラ メータ  データを使用して、 HTTP セッシ ョ ン ステー ト をホ
ス トするプラ イマ リ  WebLogic Server と ク ラ イアン ト の関係を保持する仕組
みについては、 4-4 ページの 「ロード  バランサと  WebLogic セッシ ョ ン ク ッ
キー」 を参照して ください。 

� アクテ ィブなク ッキーの永続性

ロード  バランサが WebLogic Server ク ッキーを変更しないのであれば、 特定
のアクテ ィブなク ッキーの永続性メカニズムを  WebLogic Server ク ラスタで
使用するこ と もできます。 WebLogic Server ク ラスタでは、 WebLogic HTTP 
セッシ ョ ン ク ッキーを上書きするか、 または変更するアクテ ィブなク ッキー
の永続性メカニズムはサポート されていません。 ロード  バランサのアクティ
ブなク ッキーの永続性メカニズムが、 ク ライアン ト  セッシ ョ ンに独自のク ッ
キーを追加する ものである場合は、 WebLogic Server ク ラスタでロード  バラ
ンサを使用するにあたって、 新たなコンフ ィ グレーシ ョ ンは不要です。

� SSL 永続性

SSL 永続性を使用する場合、 ク ラ イアン ト と  WebLogic Server ク ラスタの間
でのデータの暗号化および復号化は、 すべてロード  バランサが行います。 そ
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して、 ロード  バランサは、 WebLogic Server がク ライアン トに挿入したプ
レーン  テキス ト のク ッキーを使用して、 ク ラ イアン ト と ク ラスタ内の特定
サーバ間の関係を維持します。

ロード  バランサと  WebLogic セッション  クッキー
パッシブなク ッキーの永続性を使用するロード  バランサは、 WebLogic セッシ ョ

ン ク ッキーに文字列を使用する こ とで、 ク ラ イアン ト をそのプライマ リ  HTTP 

セッシ ョ ン  ステー トのホス ト になるサーバに関連付ける こ とができます。 文字列

は、 ク ラスタ内のサーバ インスタンスをユニークに識別します。 ロード  バラン

サをコンフ ィグレーシ ョ ンする際に、 文字列のオフセッ ト と長さを指定する必要

があ り ます。 オフセッ ト と長さの正しい値は、 セッシ ョ ン ク ッキーの形式に

よって異なり ます。

セッシ ョ ン  ク ッキーの形式は次のとおりです。

sessionid!primary_server_id!secondary_server_id

各値の説明は次のとおりです。

� sessionid は、 HTTP セッシ ョ ンの識別子で、 ランダムに生成されます。 値
の長さは、 アプ リ ケーシ ョ ンの weblogic.xml ファ イルの 
<session-descriptor> 要素にある  IDLength パラ メータでコンフ ィグレーシ ョ
ンされます。 デフォル トでは、 sessionid の長さは 52 バイ ト です。

� primary_server_id と  secondary_server_id  は、 セッシ ョ ンのプライマ
リ  ホス トおよびセカンダ リ  ホス ト を表す 10 文字の識別子です。 

注意 : 非レプリ ケー ト  メモ リ、 ク ッキー、 JDBC、 またはファ イルベースの永
続性を使用するセッシ ョ ンの場合、 secondary_server_id はあ り ませ
ん。 イン メモ リ  レプ リ ケーシ ョ ンを使用するセッシ ョ ンで、 セカンダ リ  
セッシ ョ ンが存在していない場合、 secondary_server_id は 「NONE」
です。 

一般的なロード  バランサのコンフ ィグレーシ ョ ン手順については、 7-19 ページ

の 「パッシブなク ッキーの永続性をサポートするロード  バランサをコンフ ィグ

レーシ ョ ンする」 を参照して ください。 ベンダ固有の手順については、 「ク ラス

タに関する  BIG-IP™ ハード ウェアのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して くださ

い。
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関連するプログラ ミングの考慮事項

ク ラスタ化されるサーブレッ トおよび JSP を対象と した、 プログラ ミ ング上の重
要な制約および考慮事項については、 5-5 ページの 「ク ラスタ化されるサーブ

レ ッ トおよび JSP のプログラ ミ ング上の考慮事項」 を参照して ください。

ロード  バランサでのセッション接続およびフェイルオーバの
仕組み

ロード  バランシング ハード ウェアによるク ラスタ内の HTTP セッシ ョ ンの接続
およびフェイルオーバの詳細については、 5-12 ページの 「ク ラスタ化された

サーブレッ ト と  JSP へのロード  バランシング ハード ウェアを利用したアクセス」
を参照して ください。

EJB と  RMI オブジェク トのロード  バランシ
ング

WebLogic Server ク ラスタは、ク ラスタ化される  EJB および RMI オブジェ ク ト間
でロード  バランシングを行う ための複数のアルゴ リ ズム （ラウンド  ロビン、 重
みベース、 ランダム） をサポート しています。 デフォル トでは、 WebLogic 
Server ク ラスタはラウンド  ロビン方式を使用します。 Administration Console で、
他の方式を使用するよ うにク ラスタをコンフ ィグレーシ ョ ンできます。 選択した
方式は、 ク ラスタ化されたオブジェ ク ト用に取得したレプ リ カ対応スタブの内部
で維持されます。 

注意 : WebLogic Server では、 オブジェク トのメ ソ ッ ド呼び出しに対して常に
ロード  バランシングが実行されるわけではあ り ません。 理由については、
4-9 ページの 「連結されたオブジェ ク ト の最適化」 を参照して ください。

ロード  バランシング アルゴ リ ズムをク ラスタで使用するよ うに指定する手順に
ついては、 7-18 ページの 「EJB と  RMI のロード  バランシング方式をコンフ ィグ
レーシ ョ ンする」 を参照して ください。
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サポート されているロード  バランシング アルゴ リ ズムについては、 以下を参照
して ください。 

� 4-6 ページの 「ラウンド ロビンのロード  バランシング」

� 4-7 ページの 「重みベースのロード  バランシング」

� 4-8 ページの 「ランダム  ロード  バランシング」

WebLogic Server では、 パラ メータベースのカスタム  ルーティ ングもサポート し
ています。 詳細については、 4-8 ページの 「ク ラスタ化されたオブジェ ク ト のパ

ラ メータベースのルーティ ング」 を参照して ください。

EJB と  RMI オブジェク トのロード  バランシング

この章の以降の節では、 WebLogic Server ク ラスタで使用できる標準的なロード  
バランシングの方法について説明します。

ラウンドロビンのロード  バランシング

WebLogic Server は、 特定のアルゴ リ ズムが指定されていない場合には、 ク ラス
タ化されたオブジェ ク ト のロード  バランシング方式と してラウンド ロビン  アル
ゴ リズムを使用します。 このアルゴ リ ズムは、 RMI オブジェ ク トおよび EJB 用
にサポート されています。 また、 WebLogic プロキシ プラグインで使用される手
法でもあ り ます。

このアルゴ リ ズムは、 WebLogic Server インスタンスの リ ス ト を順番に循環しま
す。 ク ラスタ化されたオブジェ ク ト の場合、 サーバ リ ス トはそのオブジェ ク ト
のホス ト となる  WebLogic Server インスタンスからな り ます。プロキシ プラグイ
ンの場合、 リ ス トは、 ク ラスタ化されたサーブレ ッ ト または JSP のホス ト となる
すべての WebLogic Server インスタンスからな り ます。 

ラウンド ロビン アルゴ リ ズムの長所は、 シンプルで、 動作コス ト の面で有利で、
非常に予測しやすいとい う こ とです。 主な短所は、 コンボイの可能性が若干ある
こ とです。 コンボイは、 あるサーバがその他のサーバよ り も著し く速度が低下し
たと きに発生します。 レプ リ カ対応スタブまたはプロキシは同じ順序でサーバに
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アクセスするので、 速度の遅いサーバがある と、 リ クエス ト がそのサーバ上で
「同期」 するため、 その他のサーバが将来のリ クエス ト に備えて停滞する可能性
があ り ます。

重みベースのロード  バランシング

このアルゴ リ ズムは、 EJB および RMI オブジェ ク ト のク ラスタ化だけに適用さ
れます。 

重みベースのロード  バランシングは、 各サーバに事前に割り当てられる重みを
考慮するこ とによって、 ラウンド ロビン  アルゴ リ ズムを改良したものです。
Administration Console の [ サーバ｜コンフ ィ グレーシ ョ ン｜ク ラスタ ] タブの [
ク ラスタの重み ] フ ィールドで、 1 ～ 100 の範囲の数値を設定し、 ク ラスタ内の
各サーバに重みを割 り当てるこ とができます。 この値は、 あるサーバにかかる負
荷の割合を他のサーバとの相対比較で決定します。 すべてのサーバの重みが同じ
場合、 各サーバには等しい割合の負荷がかかり ます。 あるサーバの重みが 50 で、
他のサーバがすべて重み 100 の場合、 重み 50 のサーバへの割り当ては、 他の
サーバの半分にな り ます。 このアルゴ リ ズムを使う と、 均一でないク ラスタに対
してラウンド ロビン アルゴ リ ズムの利点を活かすこ とができます。 

重みベースのアルゴ リ ズムを使用する場合、 各サーバ インスタンスに割 り当て
る相対的な重みを慎重に決定して ください。 考慮すべき要因には、 以下のものが
あ り ます。

� 他のサーバと比較したサーバのハード ウェアの処理能力 (WebLogic Server 専
用の CPU の数と性能など )

� 各サーバをホス ト とする、 ク ラスタ化されていない ( 「固定」 ) オブジェク ト
の数

サーバに指定した重みを変更してサーバを再起動する と、 レプ リ カ対応スタブ経
由で新しい重みの情報がク ラスタ全体に伝播されます。 詳細については、 2-10 
ページの 「ク ラスタワイ ドの JNDI ネーミ ング  サービス」 を参照して ください。
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注意 : このバージ ョ ンの WebLogic Server では、 RMI/IIOP プロ ト コルを使用し
て通信するオブジェ ク ト に関する重みベースのロード  バランシングはサ
ポート されていません。 

ランダム ロード  バランシング

ランダム方式のロード  バランシングは、 EJB および RMI オブジェ ク トのク ラス
タ化にのみ適用されます。

ランダム ロード  バランシングでは、 リ クエス トは無作為にサーバに振り分けら
れます。 ランダム  ロード  バランシングは、 同様なコンフ ィ グレーシ ョ ンがなさ
れたマシン上で各サーバ インスタンスが動作する、 均一なク ラスタ  デプロイ メ
ン ト環境でのみ推奨されます。 リ クエス ト を無作為に割 り当てる方式では、 サー
バ インスタンスが動作するマシン間で処理能力に差がある こ とは問題とな り ま
す。 ク ラスタ内でサーバをホス ト しているマシンの処理能力が、 ク ラスタ内の他
のマシンよ り も著し く劣っているよ う な場合、 ランダム  ロード  バランシングに
よって、 よ り強力なマシンに割 り当てられるのと同じ分量のリ クエス トが能力の
低いマシンに割り当てられてしまいます。 

ランダム ロード  バランシングでは、 ク ラスタ内のサーバ インスタンス間で均等
に リ クエス ト が分配され、 累計の リ クエス ト数の増加と と もに個別の分配量も増
します。 リ クエス ト の数が少ない場合、 負荷は厳密に均等には配分されない場合
があ り ます。 

ランダム ロード  バランシングの欠点と しては、 リ クエス ト ご とにランダムな番
号を生成する こ とで、 プロセスに多少のオーバーヘッ ドが発生する こ とです。 ま
た、 リ クエス トの数が少ない場合は、 負荷が均等に分散されない可能性もあ り ま
す。 

クラスタ化されたオブジェク トのパラメータベース

のルーティング

パラ メータベースのルーティ ングでは、 ロード  バランシング動作をよ り詳細な
レベルで制御できます。 ク ラスタ化されたオブジェ ク ト を  CallRouter に割り当
てるこ とができます。 これはパラ メータによ り各呼び出しの前に呼び出される ク
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ラスです。 CallRouter はそのパラ メータを自由に調べ、 呼び出しの送り先とな
るネーム サーバを返します。 カスタムの CallRouter ク ラスを作成する手順につ
いては、 「付録 A - WebLogic ク ラスタの API」 を参照して ください。

連結されたオブジェク トの最適化

レプ リ カ対応スタブはク ラスタ化された EJB または RMI オブジェク トのロード  
バランシング ロジッ クを備えていますが、 オブジェ ク ト のメ ソ ッ ド呼び出しに
対して、 WebLogic Server が常にロード  バランシングを実行するわけではあ り ま
せん。 ほとんどの場合は、 リモー ト  サーバにあるレプ リ カを使用するよ り も、
スタブ自体と連結しているレプ リ カを使用する方が効率的です。 次の図では、 こ
のこ とを示します。
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4 クラスタでのロード  バランシング
図 4-1   連結の最適化はメソッ ド呼び出しに対してロード  バランサが備えるロ
ジックよりも優先する

.

上の例では、 ク ライアン トは、 ク ラスタ内の最初の WebLogic Server インスタン
スにあるサーブレッ トに接続します。 ク ラ イアン ト の動作に対する応答と して、
サーブレ ッ トはオブジェ ク ト  A のレプリ カ対応スタブを取得します。 オブジェ
ク ト  A のレプ リ カは同じサーバ インスタンス上にもあるので、 そのオブジェ ク
トはク ライアン ト のスタブと連結している と判断されます。 

WebLogic Server では、 ク ラスタ内のオブジェ ク ト  A の他のレプ リ カにク ライア
ン トの呼び出しを分散しないで、常に、 ローカルにある連結されたオブジェ ク ト  
A のコピーを使用します。 ク ラスタ内の他のサーバとのピア接続を確立するネッ
ト ワーク  オーバーヘッ ドが避けられるので、 ローカル コピーを使用した方が効
率的です。
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B
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スタブ

A
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この最適化は、 WebLogic Server ク ラスタの設計段階でよ く見過ごされます。 連
結の最適化は、 各メ ソ ッ ド呼び出しでのロード  バランシングを必要と している
管理者や開発者にと って混乱の元になるこ と もよ く あ り ます。 Web アプ リ ケー
シ ョ ンが単一のク ラスタにデプロイ される場合、 連結の最適化は、 レプ リ カ対応
スタブに固有のどのロード  バランシング  ロジッ ク よ り も優先されます。 

ク ラスタ化されたオブジェ ク ト に対する各メ ソ ッ ド呼び出しでロード  バランシ
ングが必要な場合、 そのよ うに WebLogic Server ク ラスタを設計する方法につい
ては、 6-7 ページの 「推奨多層アーキテクチャ」 を参照して ください。
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ト ランザクションの連結

基本的な連結方式の拡張と して、 WebLogic Server では、 同じ ト ランザクシ ョ ン
の一部と して登録されている ク ラスタ化オブジェ ク トの連結も試みられます。 ク
ライアン トによって UserTransaction オブジェ ク ト が作成される と、WebLogic 
Server ではそのト ランザクシ ョ ン と連結されているオブジェ ク トのレプ リ カが使
用されます。 次の図は、 この最適化の仕組みを表しています。

図 4-2   連結の最適化がト ランザクション内のその他のオブジェク トへと拡張す
る

この例では、 ク ライアン トは、 ク ラスタ内の最初の WebLogic Server インスタン
スに接続し、 UserTransaction オブジェ ク ト を取得します。 新しい ト ランザク
シ ョ ンが開始された後、 ク ラ イアン トは ト ランザクシ ョ ンの処理を実行するため
にオブジェ ク ト  A とオブジェ ク ト  B をルッ クアップします。 この状況では、 A 
と  B のスタブによるロード  バランシングとは関係な く、WebLogic Server は常に 
UserTransaction オブジェ ク ト と同じサーバにある  A と  B のレプ リ カを使用し
ます。
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このよ う な ト ランザクシ ョ ンの連結方式は、 4-9 ページの 「連結されたオブジェ

ク ト の最適化」 で説明されている基本的な最適化よ り も重要です。 A と  B のリ
モー ト  レプ リ カが使用される場合は、 ト ランザクシ ョ ンが終了するまでの間、
余計なネッ ト ワーク  オーバーヘッ ドが生じる こ とにな り ます。 なぜなら、 ト ラ
ンザクシ ョ ンがコ ミ ッ ト されるまで A と  B のピア接続がロ ッ ク されるからです。
その上、 WebLogic Server ではト ランザクシ ョ ンをコ ミ ッ トするために多層 
JDBC 接続を利用しなければならないため、 さ らにネッ ト ワーク  オーバーヘッ ド
が生じ るこ とにな り ます。

ト ランザクシ ョ ン コンテキス ト でク ラスタ化されたオブジェ ク ト を連結する と、
WebLogic Server では個々のオブジェ ク トにアクセスするためのネッ ト ワーク負
荷が削減されます。 また、 サーバでは多層接続ではなく単一層の JDBC 接続を利
用して ト ランザクシ ョ ンの処理を実行できます。

JMS のロード  バランシング

システム管理者は、 複数の JMS サーバをコンフ ィ グレーシ ョ ンし、 対象を使用
してそれらを定義済みの WebLogic Server に割 り当てるこ とで、 ク ラスタ内の複
数の JMS サーバにわたる送り先のロード  バランシングを確立できます。各 JMS 
サーバは、 厳密に 1 つの WebLogic Server にデプロイ され、 送り先の集合に対す
る リ クエス ト を処理します。 コンフ ィグレーシ ョ ンの段階で、 システム管理者が 
JMS サーバの対象を指定してロード  バランシングを有効にします。 対象の設定
手順については、 7-25 ページの 「固定サービスの移行可能対象をコンフ ィ グ

レーシ ョ ンする」 を参照して ください。 JMS サーバを移行可能対象にデプロイす
る手順については、 7-33 ページの 「移行可能対象のサーバ インスタンスに JMS 
をデプロイする」 を参照して ください。

システム管理者は、 複数の接続ファ ク ト リ をコンフ ィグレーシ ョ ンし、 対象を使
用してそれらを  WebLogic Server に割 り当てる こ とで、 ク ラスタ内のあらゆる
サーバから送り先への透過的なアクセスをク ラスタ全体にわたって確立できま
す。 各接続ファ ク ト リは、 複数の WebLogic Server にデプロイできます。 接続
ファ ク ト リの詳細については、 『WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド』 の
「ConnectionFactory」 を参照して ください。
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アプリ ケーシ ョ ンでは、 Java Naming and Directory Interface (JNDI) を使用して接
続ファ ク ト リ をルッ クアップし、 JMS サーバとの通信を確立するための接続を
作成します。 各 JMS サーバでは、 複数の送り先に対する リ クエス ト が処理され
ます。 JMS サーバによって処理されない送り先に対しての リ クエス トは、 適切
なサーバに転送されます。

分散 JMS 送り先のサーバ アフ ィニティ

サーバ アフ ィニティは、 分散送り先機能を使用する  JMS アプリ ケーシ ョ ンでサ

ポート されています。 スタンドアロンの送り先ではこの機能はサポート されてい

ません。 JMS 接続ファ ク ト リのサーバ アフ ィニティ をコンフ ィグレーシ ョ ンす

る場合、 分散送り先の複数のメ ンバーにまたがるコンシューマまたはプロデュー

サをロード  バランシングしているサーバ インスタンスは、 最初に同じサーバの

インスタンスで実行されているすべての送り先メ ンバー間でロード  バランシン

グを試みます。 

JMS 接続ファ ク ト リの [ サーバ アフ ィニティ を有効化 ] オプシ ョ ンが分散送り先

メ ンバのロード  バランシングの優先順位に与える影響の詳細については、

『Programming WebLogic JMS』 の 「[サーバ アフ ィニティ を有効化 ] 属性を使用

した場合の分散送り先のロード  バランシングへの影響」 を参照して ください。

分散送り先のサーバ アフ ィニティのコンフ ィ グレーシ ョ ン手順については、 『管

理者ガイ ド』 の 「分散送り先のチューニング」 を参照して ください。 

JDBC 接続のロード  バランシング

JDBC 接続のロード  バランシングでは、 ロード  バランシング用にコンフ ィ グ
レーシ ョ ンされたマルチプールを使用する必要があ り ます。 ロード  バランシン
グ  サポートは、 マルチプールのコンフ ィ グレーシ ョ ン時にユーザが選択できる
オプシ ョ ンです。 
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JDBC 接続のロード  バランシング
ロード  バランシング マルチプールは、 5-27 ページの 「フェイルオーバと  JDBC 
接続」 で説明する機能を提供するこ とに加えて、 マルチプール内の接続プール間
で負荷を分散します。 マルチプールには、 含まれている接続プールの リ ス ト があ

り ます。 ロード  バランシング用にマルチプールをコンフ ィ グレーシ ョ ンしてい
ない場合は、必ず リ ス ト内の最初の接続プールから接続が試行されます。 ロード  
バランシング マルチプールでは、 マルチプール内の各接続プールにラウンド ロ
ビン方式でアクセスします。 マルチプール接続に対するク ライアン ト  リ クエス
トがあるたびに、 リ ス トの先頭のプールが交代し、 プールがリ ス ト内でサイ クル
を作 り ます。

JDBC オブジェ ク トのク ラスタ化の手順については、 7-26 ページの 「ク ラスタ化

された JDBC をコンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照して ください。
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5 クラスタのフェイルオーバとレプ
リケーション

ク ラスタが高可用性を提供するためには、 サービスの障害からの回復が可能でな
ければな り ません。 この章の以下の節では、 WebLogic Server でク ラスタ内の障
害が検出される仕組みについて説明し、 フェイルオーバ方式の概要をオブジェク
トのタイプ別に示します。

� 5-1 ページの 「WebLogic Server で障害を検出する仕組み」

� 5-3 ページの 「サーブレッ ト と  JSP のレプリ ケーシ ョ ン と フェイルオーバ」

� 5-16 ページの 「EJB と  RMI のレプリ ケーシ ョ ン とフェイルオーバ」

� 5-24 ページの 「固定サービスの移行」

� 5-27 ページの 「フェイルオーバと  JDBC 接続」

WebLogic Server で障害を検出する仕組み

ク ラスタ内の WebLogic Server インスタンスは、 以下のものをモニタする こ と
で、 自身のピア サーバ インスタンスの障害を検出します。

� ピア サーバへのソケッ ト接続

� サーバの定期的なハート ビー ト  メ ッセージ
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IP ソケッ トを使用した障害検出

WebLogic Server インスタンスは、 障害を直ちに検出するために、 ピア サーバ イ
ンスタンス間で IP ソケッ トが使用されているかど うかをモニタします。 サーバ
がク ラスタ内のピアのいずれかに接続し、 ソケッ ト を使ってデータ転送を始めた
場合、 そのソケッ ト が突然ク ローズされる と、 ピア サーバが 「エラー」 と して

マーク され、 その関連サービスが  JNDI ネーミ ング ツ リーから削除されます。

WebLogic Server の 「ハートビート」

ク ラスタ化されたサーバ インスタンスがピア ツー ピア通信用にソケッ ト をオー
プンしていない場合、 障害が発生したサーバは WebLogic Server のハート ビー ト
によって検出できます。 ク ラスタ内のすべてのサーバ インスタンスはマルチ
キャス ト を使用して、 定期的なサーバ ハート ビー ト  メ ッセージを他のク ラスタ  
メ ンバーにブロードキャス ト します。 個々のハート ビー ト  メ ッセージには、
メ ッセージの送信元のサーバを一意に識別するデータが入っています。 サーバ
は、 自身のハート ビート  メ ッセージを  10 秒間隔で定期的にブロードキャス ト し
ます。 同時に、 ク ラスタ内の各サーバはマルチキャス ト  アドレスをモニタして、
すべてのピア サーバのハート ビー ト  メ ッセージが送信されているかど うかを確
認します。

マルチキャス ト  アドレスをモニタ中のサーバにピア サーバからのハート ビー ト  
メ ッセージが 3 回届かなかった場合 (つま り、 モニタする側のサーバが他のサー
バから  30 秒以上ハート ビー ト を受信していない場合 )、 モニタする側のサーバ
はピア サーバを 「エラー」 と してマーク します。 次に、 必要であればローカル

の JNDI ツ リーを更新して、 障害が発生したサーバでホス ト されていたサービス
を削除します。

このよ うにして、 サーバは、 ピア ツー ピア通信でソケッ トがオープンされてい
ない場合でも、 障害を検出できます。

注意 : WebLogic Server での IP ソケッ ト とマルチキャス ト通信の使用について、
詳し くは 2-1 ページの 「ク ラスタでの WebLogic Server の通信」 を参照
して ください。
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サーブレ ッ ト と  JSP のレプリケーシ ョ ンと フ ェ イルオーバ
サーブレッ ト と  JSP のレプリケーションと

フェイルオーバ

WebLogic プロキシ プラグインと組み合わせて Web サーバを利用している ク ラ
スタでは、 ク ライアン トから意識されない形でプロキシ プラグインがフェイル
オーバを処理します。 サーバに障害が発生した場合、 プラグインはセカンダ リ  
サーバ上にレプ リ ケー ト されている  HTTP セッシ ョ ン ステー ト を探し、 その結
果に従ってク ライアン トからの リ クエス ト を リ ダイレク ト します。

サポート対象のハード ウェア  ロード  バランシング ソ リ ューシ ョ ンを使用してい
るク ラスタの場合、 ロード  バランシング ハード ウェアは、WebLogic Server ク ラ
スタ内で使用可能な任意のサーバにク ラ イアン ト の リ クエス ト を単純にリダイレ
ク ト します。 ク ラスタ自身は、 ク ラ イアン トの HTTP セッシ ョ ン ステー トのレ
プ リ カをク ラスタ内のセカンダ リ  サーバから取得します。

HTTP セッション ステートのレプリケーション

WebLogic Server では、サーブレ ッ ト と  JSP の HTTP セッシ ョ ン ステー トの自動
フェイルオーバを、 セッシ ョ ン  ステート を メモ リ内にレプ リ ケートする こ とに
よって実現しています。 WebLogic Server はク ライアン ト が最初に接続するサー
バ上にプライマ リ  セッシ ョ ン ステー ト を作成し、 ク ラスタ内の別の WebLogic 
Server インスタンス上に予備のレプリ カを作成します。 サーブレ ッ ト のホス ト と
なっているサーバで障害が起きた場合に使用できるよ うに、 レプ リ カは最新の状
態に保たれます。 サーバ インスタンス間でセッシ ョ ン  ステート をコピーするプ
ロセスは、 イン メモ リ  レプ リ ケーシ ョ ン と呼ばれます。

注意 : WebLogic Server では、 ファ イルベースまたは JDBC ベースの永続性メカ
ニズムを利用して、 サーブレ ッ ト または JSP の HTTP セッシ ョ ン ステー
ト を維持するこ と もできます。 それぞれの永続性メカニズムの詳細につ
いては、 『Web アプ リ ケーシ ョ ンのアセンブルと コンフ ィグレーシ ョ ン』
の 「セッシ ョ ン永続性のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。
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HTTP セッション ステートのレプリケーションに関する必要
条件

HTTP セッシ ョ ン ステー トのイン メモ リ  レプ リ ケーシ ョ ンを利用するためには、
WebLogic プロキシ  プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ンが一致した Web サーバ
の集合、 またはロード  バランシング ハード ウェアのどちらかを使用して 
WebLogic Server ク ラスタにアクセスする必要があ り ます。

サポート対象のサーバ ソフ トウェアとプロキシ ソフ トウェア

WebLogic プロキシ  プラグインは、 ク ラスタ化されたサーブレ ッ ト または JSP の
ホス トである  WebLogic Server インスタンスの リ ス ト を維持し、 単純なラウンド
ロビン方式を使用して  HTTP リ クエス ト をそれらのインスタンスに転送します。
このプラグインは、 WebLogic Server インスタンスで障害が発生した場合に、 ク
ライアン トの HTTP セッシ ョ ン  ステー トのレプ リ カを見つけるために必要なロ
ジッ ク も備えています。

HTTP セッシ ョ ン ステー トのイン メモ リ  レプ リ ケーシ ョ ンは、 以下の Web サー
バおよびプロキシ  ソフ ト ウェアでサポート されています。 

� WebLogic Server と  HttpClusterServlet

� Netscape Enterprise Server と  Netscape ( プロキシ ) プラグイン

� Apache と  Apache Server ( プロキシ ) プラグイン

� Microsoft Internet Information Server と  Microsoft-IIS ( プロキシ ) プラグイン

プロキシ プラグインの設定方法については、 7-20 ページの 「プロキシ プラグイ
ンをコンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照して ください。

ロード  バランサの必要条件

プロキシ プラグインではな く ロード  バランシング ハード ウェアを使用する場
合、 互換性のあるパッシブまたはアクティブなク ッキーの永続性メカニズムと、

SSL の永続性にハード ウェアが対応している必要があ り ます。 これらの必要条
件の詳細については、 4-3 ページの 「ロード  バランサのコンフ ィ グレーシ ョ ン要
件」 を参照して ください。 ロード  バランサの設定手順については、 7-19 ページ
の 「パッシブなク ッキーの永続性をサポートするロード  バランサをコンフ ィグ
レーシ ョ ンする」 を参照して ください。
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クラスタ化されるサーブレッ トおよび JSP のプログラ ミング上の考慮事項

この節では、 ク ラスタ環境にデプロイするサーブレ ッ トおよび JSP を対象と し
た、 プログラ ミ ング上の重要な制限および考慮事項について説明します。

� セッシ ョ ン データはシ リ アライズ可能でなければならない

HTTP セッシ ョ ン ステー トのイン メモ リ  レプ リ ケーシ ョ ンを行うには、
サーブレッ ト と  JSP のセッシ ョ ン データがすべてシ リ アラ イズ可能でなけれ
ばな り ません。 

注意 : シ リ アラ イゼーシ ョ ン とは、 複雑なデータ構造を変換するプロセスのこ
とです。 この例には、 データの並列な配置 (多数のビッ ト が並列チャネル
を通じて同時に転送される ) からシ リ アル形式 (1 ビッ トずつ順番に転送
される ) への変換などがあ り ます。 シ リ アル インタフェースでは、 この
変換によってデータ転送を可能にしています。 

オブジェ ク ト をシ リ アル化可能である と定義するための条件は、 オブジェ ク
トのすべてのフ ィールドがシ リ アル化可能または一時的であるこ とです。
サーブレッ ト または JSP でシ リ アライズ可能なオブジェク ト と不可能なオブ
ジェ ク トが組み合わせて使用される場合、 WebLogic Server ではシ リ アライ
ズ不可能なオブジェ ク トのセッシ ョ ン  ステー トがレプ リ ケー ト されません。 

� setAttribute を使用してセッシ ョ ン  ステート を変更する

javax.servlet.http.HttpSession を実装する  HTTP サーブレ ッ ト では、
セッシ ョ ン オブジェク ト の属性変更には (非推奨となった  putValue の代わ
り となる ) HttpSession.setAttribute を使用します。 setAttribute を使
用してセッシ ョ ン オブジェ ク トの属性を設定する場合、 オブジェ ク ト とその
属性はインメモ リ  レプ リ ケーシ ョ ンを使用してク ラスタにレプ リ ケート され
ます。 その他の set メ ソ ッ ドを使用してセッシ ョ ンの内部でオブジェ ク ト を
変更する場合、 WebLogic Server ではその変更はレプリ ケート されません。
セッシ ョ ン内にあるオブジェク ト に対して変更が行われるたびに、
setAttribute() を呼び出してク ラスタ全体でそのオブジェ ク ト を更新する
方式が推奨されます。

同様に、 セッシ ョ ン  オブジェ ク トから属性を削除するには、 非推奨となった 
removeValue に代わって removeAttribute を使用します。

注意 : 非推奨の putValue メ ソ ッ ドおよび removeValue メ ソ ッ ドを使用して
も、 セッシ ョ ン属性はレプ リ ケー ト されます。 
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� シ リ アライゼーシ ョ ンのオーバーヘッ ドを考慮する

セッシ ョ ン  データをシ リ アラ イズする と、 セッシ ョ ン  ステー トのレプ リ
ケー トでオーバーヘッ ドが生じます。 オーバーヘッ ドは、 シ リ アライズされ
るオブジェ ク トのサイズに比例して大き くな り ます。 セッシ ョ ン内で非常に
サイズの大きいオブジェ ク ト を作成するよ う な設計では、 サーブレッ トのパ
フォーマンスをテス ト して適切なレベルを確保して ください。

� フレームからのセッシ ョ ン  データへのアクセスを制御する

複数のフレームを利用する  Web アプリ ケーシ ョ ンを設計する場合は、 指定
したフレームセッ ト のフレームが同時に リ クエス ト を送らないよ うにするこ
と を心がけて ください。 たとえば、 論理的にはク ライアン トが 1 つのセッ
シ ョ ンを作成する場合でも、 1 つのフレームセッ トの複数のフレームがク ラ
イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンに代わって複数のセッシ ョ ンを作成する可能性が
あ り ます。 

ク ラスタ環境では、 フレーム リ クエス ト を適切に調整しないとアプ リ ケー
シ ョ ンの予期しない動作が発生する こ とがあ り ます。 プロキシ プラグインは
各リ クエス ト を他のリ クエス トに関係な く処理するので、 複数のフレーム リ
クエス ト によって、 アプ リ ケーシ ョ ン と ク ラスタ化されたインスタンス との

関連付けが 「 リセッ ト 」 される場合が考えられます。 また、 フレームセッ ト

内の複数のフレームを介して同じセッシ ョ ンの属性を変更する こ とで、 アプ
リ ケーシ ョ ンがセッシ ョ ン  データを壊してしま う可能性もあ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンの予期しない動作を防ぐには、 フレームからのセッシ ョ ン  
データへのアクセスを注意深 く設計します。 以下のいずれかの規則に従 う
と、 よ く ある問題を防ぐ こ とができます。

� 指定のフレームセッ トでは、 1 つのフレームだけがセッシ ョ ン  データを
作成および変更するよ うにする。

� 必ず、 アプ リ ケーシ ョ ンで使用する最初のフレームセッ ト のフレームで

セッシ ョ ンを作成する  ( たとえば、 最初に訪れる  HTML ページでセッ
シ ョ ンを作成する )。 セッシ ョ ンを作成した後は、 最初のフレームセッ ト
以外のフレームセッ トでセッシ ョ ン データにアクセスします。

レプリケーション グループを使用する

デフォル トでは、WebLogic Server はプライマ リ  セッシ ョ ン ステー トが置かれる
ものとは別のマシン上にセッシ ョ ン ステー トのレプ リ カを作成し よ う と試みま
す。 それ以外にも、 レプ リ ケーシ ョ ン  グループを使用する こ とによ り、 セカン
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ダリ  ステー トが置かれる場所を独自に制御するこ とができます。 レプ リ ケー
シ ョ ン グループは、 セッシ ョ ン  ステー トのレプ リ カを格納するために使用され
るク ラスタ内のサーバの優先順リ ス ト です。 

WebLogic Server Console を使用して、 個別のサーバ インスタンスのホス ト とな
るユニークなマシン名を定義できます。 それらのマシン名を新しい WebLogic 
Server インスタンスに関連付ける と、 そのサーバがシステムのど こにあるのかを
識別できます。 

マシン名は一般に、 同じマシン上で動作するサーバを表すために使用します。 た
とえば、 同じマシンまたはサーバ ハード ウェア上で動作するすべてのサーバ イ
ンスタンスに同じマシン名を割 り当てます。

1 台のマシン上で複数の WebLogic Server インスタンスを実行しない場合、
WebLogic Server マシン名を指定する必要はあ り ません。 マシン名のないサーバ
は、 それぞれ別個のマシン上にあるものと して扱われます。 マシン名を設定する
手順について、 詳し くは 7-40 ページの 「マシン名をコンフ ィグレーシ ョ ンする」

. を参照して ください。

ク ラスタ化されるサーバ インスタンスをコンフ ィグレーシ ョ ンする と き、 サー
バをレプ リ ケーシ ョ ン グループと優先セカンダ リ  レプ リ ケーシ ョ ン  グループに
割り当てる こ とができます。 後者のグループは、 そのサーバに対して作成される
プライマ リ  HTTP セッシ ョ ン  ステートのレプ リ カの保存先とな り ます。

ク ライアン トがク ラスタ内のサーバに接続されて、 プラ イマ リ  セッシ ョ ン ス
テー トが作成される と、 そのプライマ リ  ステー トのホス ト  サーバではセカンダ
リのホス ト  サーバを決めるためにク ラスタ内の他のサーバがランク付けされま
す。 サーバのランクは、 そのサーバがプライマ リ  サーバと同じマシン上にある
かど うか、 およびプライマ リ  サーバの優先レプ リ ケーシ ョ ン  グループに属して
いるかど うか、 とい う  2 つの情報を組み合わせて判断されます。 次の表は、 ク ラ
スタ内のサーバの相対的なランキングを示しています。

サーバの

ランク

別のマシンにあるのか 優先レプリケーション グループの
メンバーか

1 はい はい

2 いいえ はい
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プライマ リ  WebLogic Server は、 このルールに従ってク ラスタ内のその他のサー
バをランク付けし、 最もランクの高いサーバをセカンダ リ  セッシ ョ ン ステー ト
のホス ト と して選択します。 たとえば、 次の図は地理的な分類に基づいてコン
フ ィ グレーシ ョ ンされたレプ リ ケーシ ョ ン グループを示しています。

図 5-1   地理的に分類されたレプリケーション グループ

この例では、 サーバ A、 B、 および C は 「Headquarters」 とい う レプ リ ケーシ ョ
ン グループのメンバーであ り、 「Crosstown」 とい う優先的なセカンダ リ  レプ リ
ケーシ ョ ン  グループを使用します。 逆に、 サーバ X、 Y、 および Z は
「Crosstown」 とい う グループのメ ンバーであ り、 「Headquarters」 とい う優先的
なセカンダ リ  レプ リ ケーシ ョ ン  グループを使用します。 サーバ A、 B、 および 
X は、 「sardina」 とい う同じマシン上にあ り ます。

ク ライアン ト がサーバ A に接続し、 HTTP セッシ ョ ン ステー ト を作成する場合
の動作は次のよ うにな り ます。

3 はい いいえ

4 いいえ いいえ

サーバの

ランク

別のマシンにあるのか 優先レプリケーション グループの
メンバーか

X

Y

Z

Crosstown

B

sardina

Headquarters

C

A

B
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� サーバ Y および Z は別のマシン上にあ り、 サーバ A の優先セカンダ リ  グ
ループのメンバーであるため、 これらのサーバが最も高い確率でこのステー
トのレプ リ カのホス ト とな り ます。 

� サーバ X は、 次のランクに位置しています。 プライマ リ と同じマシン上では
あ り ますが、 サーバ X も優先レプ リ ケーシ ョ ン  グループのメ ンバーだから
です。 

� サーバ C は、 マシンは別ですが、 優先的なセカンダ リ  グループのメ ンバー
ではないためランクは 3 番目にな り ます。 

� サーバ B は最低のランクです。 なぜなら、 サーバ A と同じマシン上にあ り  (
したがってハードウェアに障害がある と  A と一緒にダウンする可能性がある
)、 かつ優先的なセカンダ リ  グループのメ ンバーではないからです。

レプ リ ケーシ ョ ン グループ内のサーバのメ ンバーシップをコンフ ィグレーシ ョ
ンする手順、 あるいはサーバの優先セカンダ リ  レプ リ ケーシ ョ ン  グループを割
り当てる手順については、 7-24 ページの 「レプ リ ケーシ ョ ン  グループをコン
フ ィグレーシ ョ ンする」 を参照して ください。

クラスタ化されたサーブレッ ト と  JSP へのプロキ
シ経由のアクセス

この節では、 ク ラスタ化されたサーブレ ッ トおよび JSP にプロキシ経由で送られ
てく る リ クエス ト を対象と した、 接続およびフェイルオーバのプロセスについて

説明します。 プロキシ  プラグインの設定方法については、 7-20 ページの 「プロ

キシ プラグインをコンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照して ください。

次の図は、 ク ラスタでホス ト されるサーブレ ッ ト にク ラ イアン ト がアクセスする
状況を表しています。 この例では、静的な HTTP リ クエス ト のみを処理する  1 つ
の WebLogic Server を使用します。 すべてのサーブレ ッ ト  リ クエス トは、
HttpClusterServlet を通じて WebLogic Server ク ラスタに転送されます。
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図 5-2   サーブレッ ト と  JSP へのプロキシ経由のアクセス

注意 : 以下の解説は、 WebLogic Server と  HttpClusterServlet ではな くサー
ド  パーティの Web サーバと  WebLogic プロキシ プラグインを使用する場
合にも有効です。

プロキシ接続の手順

HTTP ク ラ イアン ト がサーブレッ ト を要求する と、 HttpClusterServlet がプロ
キシと して機能し、 WebLogic Server ク ラスタにそのリ クエス ト を転送します。
HttpClusterServlet は、 ク ラスタ内の全サーバの リ ス ト と、 ク ラスタへのア
クセス時に使用するロード  バランシング ロジッ クを管理します。 上の例では、
HttpClusterServlet はク ライアン トの リ クエス ト を  WebLogic Server A にある
サーブレ ッ ト に転送します。 WebLogic Server A は、 ク ライアン トのサーブレッ
ト  セッシ ョ ンをホス トするプライマ リ  サーバにな り ます。

プライマリ

サーブレッ ト

サーブレッ ト

WebLogic Server
クラスタ

クライアン ト

サーブレッ ト

A

B

C

セカンダリ

HttpClusterServlet

HTTP サーバ

クッキー

プライマリ : A

セカンダリ : B

ステート

ステート
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サーブレッ トのフェイルオーバ サービスを提供するために、 プラ イマ リ  サーバ
ではク ラ イアン トのサーブレ ッ ト  セッシ ョ ン ステー トがク ラスタ内のセカンダ
リ  WebLogic Server にレプリ ケート されます。 このよ う な処理によ り、 た とえば
ネッ ト ワークの障害によってプライマ リ  サーバがダウンしても、 セッシ ョ ン  ス
テー トのレプ リ カを利用するこ とができます。 上の例では、 サーバ B がセカン
ダ リ と して選択されています。

サーブレッ ト  ページは HttpClusterServlet を通じてク ライアン トに返され、
ク ライアン ト  ブラウザはサーブレッ ト  セッシ ョ ン ステー トのプライマ リ とセカ
ンダ リの位置を示すク ッキーを記述するよ うに指示されます。 ク ラ イアン ト  ブ
ラウザでク ッキーがサポート されていない場合、 WebLogic Server では代わ りに 
URL 書き換えを利用できます。 

URL 書き換えを利用してセッシ ョ ン レプリカを追跡する

デフォル ト  コンフ ィ グレーシ ョ ンの WebLogic Server では、 ク ライアン トサイ ド
のク ッキーを使用して、 ク ラ イアン ト のサーブレ ッ ト  セッシ ョ ン  ステートのホ
ス ト であるプライマ リ  サーバとセカンダ リ  サーバが追跡されます。 ク ラ イアン
ト  ブラウザでク ッキーが無効になっている場合、 WebLogic Server では URL 書
き換えを利用してもプラ イマ リ  サーバとセカンダ リ  サーバを追跡できます。
URL 書き換えを利用する場合は、 ク ライアン ト  セッシ ョ ン ステー トの両方の位
置が、 ク ライアン ト とプロキシ  サーバの間で渡される  URL に挿入されます。 こ
の機能をサポートするには、WebLogic Server ク ラスタで URL 書き換えを有効に
する必要があ り ます。 URL 書き換えを有効にする方法については、 『Web アプリ
ケーシ ョ ンのアセンブルと コンフ ィグレーシ ョ ン』 の 「URL 書き換えの使い方」
を参照して ください。

プロキシ フェイルオーバのプロセス

プライマ リ  サーバで障害が発生する と、 HttpClusterServlet はク ライアン ト
のク ッキー情報を利用して、 セッシ ョ ン  ステー トのレプ リ カのホス トであるセ
カンダ リ  WebLogic Server の位置を確認します。 HttpClusterServlet は、 ク ラ
イアン トの次の HTTP リ クエス ト を自動的にセカンダ リ  サーバに リダイレク ト
します。 フェイルオーバは、 ク ラ イアン トには意識されません。
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障害の発生後は、WebLogic Server B がサーブレ ッ ト  セッシ ョ ン ステー トのプラ
イマ リ  サーバになり、 新しいセカンダ リ  サーバが作成されます (前の例では
サーバ C)。 HTTP 応答では、 今後のフェイルオーバに備えて、 新しいプラ イマ
リ  サーバとセカンダ リ  サーバを反映するためにプロキシによってク ラ イアン ト
のク ッキーが更新されます。

2 つのサーバで構成される ク ラスタでは、ク ライアン トはセカンダ リ  セッシ ョ ン 
ステー トのホス ト  サーバに透過的にフェ イルオーバされます。 ただし、 も う  1 
つの WebLogic Server がク ラスタで利用可能にならない限り 、 ク ラ イアン ト の
セッシ ョ ン  ステートのレプ リ ケーシ ョ ンは継続されません。 たとえば、 元のプ
ライマ リ  サーバが再起動されるか、 ネッ ト ワークに再び接続される と、 その
サーバはセカンダ リ  セッシ ョ ン ステー トのホス ト と して使用されます。

クラスタ化されたサーブレッ ト と  JSP へのロード  
バランシング ハードウェアを利用したアクセス

ロード  バランシング ハード ウェアを経由したク ライアン トの直接アクセスを可
能にするために、 WebLogic Server のレプ リ ケーシ ョ ン システムでは、 ク ライア
ン トがフェ イルオーバ先のサーバとは無関係にセカンダ リ  セッシ ョ ン ステー ト
を使用できます。WebLogic Server は、 プラ イマ リ  サーバとセカンダ リ  サーバの
位置を記録する手段と してク ライアン ト側のク ッキーまたは URL 書き換えを使
用します。 ただし、 この情報はサーブレッ ト  セッシ ョ ン  ステー トの位置の履歴
と してのみ使用されます。 ロード  バランシング ハード ウェアを通じてク ラスタ
にアクセスする場合、 ク ラ イアン トは障害発生後にサーバを能動的に見つける手
段と してはク ッキー情報を使用しません。 

以下の節では、 HTTP セッシ ョ ン ステー トのレプ リ ケーシ ョ ンをロード  バラン
シング ハード ウェアと組み合わせて使用する場合の、 接続およびフェイルオー
バのプロセスについて説明します。

ロード  バランシング ハードウェアを利用した接続

次の図は、 ロード  バランサを通じてク ラスタにアクセスしている ク ライアン ト
の接続手順を示しています。
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図 5-3   ロード  バランシング ハードウェアを利用した接続

Web アプリ ケーシ ョ ンのク ライアン トがパブリ ッ クな  IP アドレスを使用して
サーブレッ ト を要求する場合は、 次のよ う なプロセスが行われます。 

1. ロード  バランサはク ライアン トの接続要求を、 コンフ ィグレーシ ョ ン済みの
ポ リ シーに従って WebLogic Server ク ラスタに転送します。 ク ラスタはリ ク
エス ト を  WebLogic Server A に転送します。

2. WebLogic Server A は、 ク ライアン トのサーブレッ ト  セッシ ョ ン ステー トの
プライマ リ  ホス ト と して機能します。 プラ イマ リ  ホス トは、 5-6 ページの
「レプ リ ケーシ ョ ン グループを使用する」 で説明されているランキング  シス
テムを使用して、 セッシ ョ ン  ステー トのレプ リ カのホス ト となるサーバを選
択します。 上の例では、 WebLogic Server B がレプリ カのホス ト と して選択
されています。

クライアント

ロ
ー

ド
 バ

ラ
ン
サ

WebLogic Server
クラスタ

A

B

Cク ッキー

プライマリ : A

セカンダリ : B

プライマリ

サーブレッ ト

ステート

サーブレッ ト

セカンダリ
ステート

サーブレッ ト
WebLogic Server クラスタ  ユーザーズ ガイ ド 5-13



5 クラスタのフェイルオーバとレプリケーシ ョ ン
3. ク ラ イアン トは、 WebLogic Server インスタンス  A と  B の位置をローカルの
ク ッキーに記録するよ うに指示されます。 ク ライアン ト でク ッキーを利用で

きない場合、 プライマ リ  サーバとセカンダ リ  サーバの位置は URL 書き換え
を利用してク ラ イアン ト に返される  URL に記録できます。

注意 : ク ッキーを無効にしているク ライアン ト に対応するには、 5-11 ページの
「URL 書き換えを利用してセッシ ョ ン レプ リ カを追跡する」 で説明して
いるよ うに、 WebLogic Server の URL 書き換え機能を有効にする必要が
あ り ます。 

4. ク ラ イアン ト がク ラスタに対してさ らに要求を行う場合、 ロード  バランサは
ク ライアン ト側のク ッキーに記録された識別子を利用して、 リ クエス トが引

き続き、 ク ラスタ内の別のサーバではな く  WebLogic Server A に確実に転送
されるよ うにします。 このよ う な処理によって、 ク ラ イアン トはセッシ ョ ン

が終了するまでプライマ リ  セッシ ョ ン オブジェク ト のホス ト  サーバと関係
を維持するこ とできます。

ロード  バランシング ハードウェアを利用したフェイルオーバ

ク ラ イアン ト のセッシ ョ ンの途中でサーバ A に障害が発生する と、 次の図に示
すよ うに、 そのク ライアン ト によるサーバ A への次の接続要求は失敗します。
5-14 WebLogic Server クラスタ  ユーザーズ ガイ ド



サーブレ ッ ト と  JSP のレプリケーシ ョ ンと フ ェ イルオーバ
図 5-4   ロード  バランシング ハードウェアを利用したフェイルオーバ

接続が失敗した場合は、 次のよ うなプロセスが行われます。

1. ロード  バランシング ハード ウェアは、 コンフ ィ グレーシ ョ ンされているポ リ
シーを使用して、 ク ラスタ内の利用可能な  WebLogic Server にリ クエス ト を
転送します。 上の例では、 WebLogic Server A で障害が起こった後、 ク ライ
アン ト の リ クエス トは WebLogic Server C に転送されます。

2. ク ラ イアン トが WebLogic Server C に接続する と、 そのサーバはク ライアン
トのク ッキーにある情報 (URL 書き換えが使用される場合は HTTP リ クエス
トの情報 ) を使用して WebLogic Server B にあるセッシ ョ ン ステー トのレプ
リ カを取得します。 このフェイルオーバ プロセスは、 ク ラ イアン ト ではまっ
た く意識されません。

WebLogic Server C はク ライアン ト のプライマ リ  セッシ ョ ン ステートの新しいホ
ス ト にな り、 WebLogic Server B は引き続きセッシ ョ ン  ステー トのレプ リ カを保
持します。 プライマ リ  ホス ト とセカンダ リ  ホス トに関する この新しい情報は、
ク ライアン トのク ッキーまたは URL 書き換えで再び更新されます。
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EJB と  RMI のレプリケーションとフェイル
オーバ

ク ラスタ化される  EJB と  RMI のフェイルオーバは、 オブジェ ク トのレプ リ カ対

応スタブを使用して実現されます。 ク ライアン トがレプ リ カ対応スタブを通じて

障害が発生したサービスに対して呼び出しを行う と、 スタブはその障害を検出

し、 別のレプ リ カに対してその呼び出しを再試行します。 

ク ラスタ化されたオブジェク トについては、 オブジェク ト が多重呼び出し不変の

場合にだけ自動的なフェイルオーバが行われます。 メ ソ ッ ドを何回呼び出しても  
1 回呼び出したと き と効果に違いがなければ、 オブジェク トは多重呼び出し不変
とな り ます。 このこ とは、 恒久的な副作用を持たないメ ソ ッ ドに関して常に当て

はま り ます。 副作用のある メ ソ ッ ドは、 多重呼び出し不変性に留意して作成する

必要があ り ます。

こ こでシ ョ ッピング カートに商品を追加するシ ョ ッピング  カード  サービス呼び
出し  addItem() を考えてみます。ク ライアン ト  C がこの呼び出しをサーバ S1 上
のレプリ カで行う ものと します。 S1 が呼び出しを受け取った後、 呼び出しを  C 
に返す前に、 S1 がク ラ ッシュしたと します。 この時点では、 商品がシ ョ ッピン

グ  カー トに追加されていますが、 レプ リ カ対応スタブは例外を受け取っていま

す。 スタブがサーバ S2 でこのメ ソ ッ ドを再試行すれば、 商品がシ ョ ッピング
カー トに 2 回追加される こ とにな り ます。 この理由から、 レプ リ カ対応スタブ

は、 デフォル ト では、 リ クエス トが送られた後、 その リ クエス トが返って く るま

では、 メ ソ ッ ドの再試行は行いません。 この動作は、 サービスを多重呼び出し不

変と してマークするこ とで、 オーバーライ ドできます。 詳細については、

『WebLogic エンタープライズ  JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』 の 「ク ラスタ

内のセッシ ョ ン EJB」 を参照して ください。
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レプリカ対応スタブによるオブジェク トのクラスタ

化

EJB または RMI オブジェ ク ト をク ラスタ化する と、 オブジェ ク トのインスタン
スがク ラスタ内のすべての WebLogic Server にデプロイ されます。 ク ラ イアン ト
では、 オブジェ ク トのどのインスタンスを呼び出すのかを選択できます。 オブ

ジェ ク トの各インスタンスはレプ リ カ と呼ばれます。 

WebLogic Server では、 レプ リ カ対応スタブとい う技術を土台と してオブジェ ク

トのク ラスタ化を実現しています。 ク ラスタ化をサポート  ( デプロイ メ ン ト記述
子で定義 ) する  EJB をコンパイルする と、 ejbc によって EJB のインタフェース
が rmic コンパイラに渡されてその Bean のレプリ カ対応スタブが生成されます。

RMI オブジェ ク トの場合は、 rmic に渡されるコマンド ライン  オプシ ョ ンを使用
して明示的にレプリ カ対応スタブを生成します。 詳細については、 『WebLogic 
RMI プログラマーズ ガイ ド』 の 「WebLogic RMI コンパイ ラ」 を参照して くだ
さい。

レプ リ カ対応スタブは、 呼び出し側では通常の RMI スタブと して認識されます。
しかしながら、 スタブは 1 つのオブジェク ト ではなく複数のレプリ カを表しま

す。 レプ リ カ対応スタブは、 オブジェ ク ト がデプロイ されるすべての  WebLogic 
Server インスタンスで EJB ク ラスまたは RMI ク ラスを見つけるためのロジッ ク
を備えています。 ク ラスタ対応の EJB オブジェ ク ト または RMI オブジェク ト を
デプロイする と、 その実装は JNDI ツ リーにバインド されます。 2-10 ページの
「ク ラスタワイ ドの JNDI ネーミ ング サービス」 で説明されているよ うに、 ク ラ
スタ化された WebLogic Server インスタンスではそのオブジェ ク ト を利用できる
すべてのサーバを リ ス トするために JNDI ツ リーを更新するこ とができます。 ク
ラ イアン ト がク ラスタ化されたオブジェク トにアクセスする と、 その実装はク ラ

イアン トに送信されるレプ リ カ対応スタブで置き換えられます。

スタブは、オブジェ ク ト に対する メ ソ ッ ド呼び出しを負荷分散するためのロード  
バランシング アルゴ リ ズム (呼び出しルーティ ング  ク ラス ) を備えています。呼
び出しが行われるたびに、 スタブではそのロード  アルゴ リズムを利用して呼び
出すレプリ カを選択できます。 この機能によ り、 呼び出し側からは意識されない

方法でク ラスタ全体でのロード  バランシングが実現されます。 呼び出しの途中
でエラーが起きる と、 スタブによってその例外が横取り され、 別のレプ リ カで呼

び出しが再試行されます。 この機能によ り、 同じ よ うに呼び出し側からは意識さ

れないフェイルオーバが実現されます。 
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各種の EJB でのクラスタ化サポート

EJB は、 2 つの異なったレプ リ カ対応スタブを生成できる点が通常の RMI オブ
ジェク ト と異な り ます。 1 つは EJBHome インタフェースに対して、 も う  1 つは 
EJBObject インタフェースに対して生成されます。つま り、 EJB では以下の 2 段
階でロード  バランシングと フェイルオーバのメ リ ッ ト を実現できるのです。

� ク ラ イアン ト が EJBHome スタブを使用して EJB オブジェク ト をルッ クアッ
プする と き

� ク ラ イアン ト が EJBObject スタブを使用して EJB に対する メ ソ ッ ド呼び出
しを行う と き

以降の節では、 EJB のタイプ別のク ラスタ化サポートについて説明します。 各タ

イプの EJB に対するク ラスタ化の動作について、 詳し くは 『WebLogic エンター
プライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』 の 「WebLogic Server ク ラスタにお
ける  EJB」 を参照して ください。

EJB ホームのスタブ

すべての Bean ホームはク ラスタ化可能です。 Bean がサーバにデプロイ される
と、 そのホームはク ラスタワイ ドのネーミ ング  サービスにバインド されます。
ホームはク ラスタ化可能なので、 各サーバではそのホームのインスタンスを同じ

名前でバインドできます。 ク ライアン ト がこのホームをルッ クアップする と、 そ

のク ライアン ト では Bean がデプロイ された各サーバ上のホームへの参照を持つ
レプリ カ対応スタブが取得されます。 create() または find() が呼び出される
と、 その呼び出しはレプ リ カ対応スタブによってレプ リ カの 1 つに転送されま
す。 ホームのレプ リ カは、 find() の結果を受信するか、 またはそのサーバで 
Bean のインスタンスを作成します。

ステートレス EJB

ホームでステート レス  Bean が作成される と、 Bean がデプロイ されたどのサーバ
にでも呼び出しを転送できるレプ リ カ対応 EJBObject  スタブが返されます。 ス
テー ト レス  Bean ではステートが保持されないので、 スタブでは Bean のホス ト
であるどのサーバにでも呼び出しを転送できます。 また、 Bean はク ラスタ化さ
れるので、 スタブでは障害が起きたと きに自動的にフェイルオーバを実行できま
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す。 スタブでは、 Bean は自動的には多重呼び出し不変と して扱われないので、
あらゆる障害から自動的に回復するこ とはあ り ません。 Bean が多重呼び出し不
変メ ソ ッ ドを利用して記述されている場合は、 そのこ とをデプロイ メ ン ト記述子

で示すこ とができ、 そ うすればあらゆる場合で自動フェイルオーバが有効になり

ます。

ステート フル EJB

あらゆる  EJB の場合と同じ よ うに、 ク ラスタ化されたステート フル セッシ ョ ン 
EJB でもレプ リ カ対応 EJBHome スタブが利用されます。 ステート フル セッシ ョ

ン EJB のレプリ ケーシ ョ ンを使用する場合、 EJB ではそのプラ イマ リ  ステート

とセカンダ リ  ステー トの位置を保持するレプ リ カ対応 EJBObject スタブも利用
されます。 EJB のステートは、 HTTP セッシ ョ ン  ステー トの場合と同様のレプリ

ケーシ ョ ン方式で維持されます。 ステート フル セッシ ョ ン EJB でのレプリ ケー

シ ョ ンについては、 次の節で説明します。

ステート フル セッシ ョ ン Bean のレプリケーショ ン

ステー ト フル セッシ ョ ン EJB に対して  WebLogic Server で使用されるステー ト  
レプ リ ケーシ ョ ンの方式は、 HTTP セッシ ョ ン ステー トのレプ リ ケーシ ョ ンに

使用されるものと似ています。 ク ラ イアン ト で EJBObject スタブが作成される
と、 接続先の WebLogic Server インスタンスでは EJB のレプリ ケー ト されたス

テートのホス ト となるセカンダ リ  サーバ インスタンスが自動的に選択されます。
セカンダ リ  サーバ インスタンスは、 5-6 ページの 「レプ リ ケーシ ョ ン  グループ
を使用する」 で定義されている ものと同じルールに従って選択されます。 たとえ

ば、 レプ リ ケー トするステート フル セッシ ョ ン EJB データのホス ト となるレプ
リ ケーシ ョ ン  グループと して動作するよ うに、 WebLogic Server インスタンスの
集合を定義できます。

ク ライアン トでは、 EJB のステート をホス トするク ラスタ内のプライマ リ  サー
バとセカンダ リ  サーバの位置が記録されたレプ リ カ対応スタブが受信されます。

次の図は、 ク ラスタ化されたステート フル セッシ ョ ン  EJB にク ライアン トがア
クセスする状況を示しています。
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図 5-5   ステート フル セッション EJB にアクセスするクライアント

プライマ リ  サーバは、 ク ライアン トが対話する  EJB の実際のインスタンスのホ
ス ト と して機能します。 セカンダ リ  サーバは、 EJB のレプリ ケー ト されたス

テートのみを保持します。 ステー トのみなので、 少しのメモ リ しか消費されませ
ん。 セカンダ リ  サーバでは、 フェイルオーバのと き以外は EJB の実際のインス
タンスは作成されません。 このため、 セカンダ リ  サーバではリ ソースの使用が

最小限に抑えられます。 EJB ステー トのレプ リ ケート に備えて追加の EJB リ
ソースをコンフ ィグレーシ ョ ンする必要はあ り ません。

EJB ステートの変更をレプリケートする

ク ラ イアン ト によって  EJB のステートが変更される と、 ステー トの変更部分が

セカンダ リ  サーバのインスタンスにレプ リ ケー ト されます。 ト ランザクシ ョ ン

に関係している  EJB の場合、 レプ リ ケーシ ョ ンは ト ランザクシ ョ ンのコ ミ ッ ト

の直後に行われます。 ト ランザクシ ョ ンに関係していない EJB の場合、 レプ リ

ケーシ ョ ンは各メ ソ ッ ド呼び出しの後に行われます。
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両方の場合で、 EJB のステートの実際の変更部分だけがセカンダ リ  サーバにレ
プリ ケート されます。 このため、 レプ リ ケーシ ョ ン  プロセスに伴 うオーバー
ヘッ ドが最小限に抑えられます。

注意 : EJB 仕様で説明されているよ うに、 ステート フル EJB の実際のステート

は ト ランザクシ ョ ン非対応です。 可能性は低いですが、 EJB の現在のス
テートが失われるこ と もあ り得ます。 たとえば、 EJB の関与している ト
ランザクシ ョ ンがク ライアン トによってコ ミ ッ ト され、 ステートの変更

がレプリ ケート される前にプライマ リ  サーバで障害が起きる と、 ク ラ イ
アン トは以前に格納されていた EJB のステートにフェイルオーバされま

す。 どのよ う な障害が起きても  EJB のステート を維持する必要がある場

合は、ステー ト フル セッシ ョ ン EJB ではなくエンティテ ィ  EJB を使用し
て ください。

ステート フル セッシ ョ ン EJB のフェイルオーバ

プライマ リ  サーバで障害が起きる と、 以降の リ クエス トはク ライアン ト の EJB 
スタブによって自動的にセカンダ リ  WebLogic Server インスタンスに リ ダイレク

ト されます。 この時点で、 レプ リ ケー ト されたステート  データを使用してセカ
ンダ リ  サーバで新しい EJB インスタンスが作成され、 セカンダ リ  サーバで処理
が継続されます。

フェイルオーバの後、 WebLogic Server では EJB セッシ ョ ン ステー ト をレプ リ

ケー トする新しいセカンダ リ  サーバが選択されます ( ク ラスタ内に利用可能な別
のサーバがある場合 )。 新しいプラ イマ リ とセカンダ リのサーバ インスタンスの
位置は、 次に示すよ うに、 次のメ ソ ッ ド呼び出しのと きにク ラ イアン ト のレプ リ

カ対応スタブで自動的に更新されます。
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図 5-6   フェイルオーバ後にレプリカ対応スタブが更新される

エンティテ ィ  EJB

エンテ ィテ ィ  Bean には、 読み書き対応エンティテ ィ と読み込み専用エンティ
テ ィの 2 種類があ り ます。 

� 読み書き対応エンティテ ィ

ホームで読み書き対応エンティテ ィ  Bean が検索または作成される場合は、
ローカル サーバでインスタンスが取得され、 そのサーバに固定されたスタブ
が返されます。 ロード  バランシングと フェイルオーバはホームのレベルでの
み行われます。 ク ラスタにはエンティテ ィ  Bean の複数のインスタンスが存
在する可能性があるため、 各インスタンスは各ト ランザクシ ョ ンの前にデー

タベースから読み込まれ、 各コ ミ ッ トで書き込まれなければな り ません。
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� 読み込み専用エンテ ィテ ィ

ホームで読み込み専用エンティテ ィ  Bean が検索または作成される場合は、
レプ リ カ対応スタブが返されます。 このスタブでは、 すべての呼び出しで

ロード  バランシングが行われますが、 回復可能な呼び出しエラーが発生した
と きに自動的にフェイルオーバは行われません。 読み込み専用 Bean は、
データベース読み込みを防止するためにすべてのサーバでキャ ッシュ されま
す。

ク ラスタでの EJB の使用方法について、詳し くは 『WebLogic エンタープラ イズ 
JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』 の 「WebLogic Server EJB コンテナとサポー
ト されるサービス」 を参照して ください。

エンティティ  Bean および EJB ハンドルのフェイルオーバ

エンティテ ィ  Bean および EJB ハンドルのフェ イルオーバでは、 ク ラスタ内のす
べてのサーバ インスタンスだけにマップされる  DNS 名と してク ラスタ  アドレス
を指定する必要があ り ます。 ク ラスタの DNS 名は、 ク ラスタのメ ンバー以外の
サーバ インスタンスにマップされません。

RMI オブジェク トのクラスタ化のサポート

WebLogic RMI には、 ク ラスタ化された リモート  オブジェ ク ト をビルドするため
の特殊な拡張機能があ り ます。 それらの拡張機能は、 EJB のセクシ ョ ンで説明さ
れているレプ リ カ対応スタブをビルドするために使用します。 ク ラスタでの 
RMI の使用方法について、 詳し くは 『WebLogic RMI プログラマーズ ガイ ド』
の 「WebLogic RMI の機能とガイ ド ライン」 を参照して ください。

オブジェク ト  デプロイメン トの必要条件

WebLogic Server ク ラスタで使用する  EJB をプログラムする場合は、 この節の解
説と 『WebLogic Server エンタープラ イズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』 の
「WebLogic Server EJB コンテナとサポート されるサービス」 を参照して、 ク ラ

スタ内での各種の EJB の機能について理解します。 EJB のデプロイ メ ン ト記述
WebLogic Server クラスタ  ユーザーズ ガイ ド 5-23

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ejb/EJB_environment.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ejb/EJB_environment.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/rmi/rmi_program.html#661727
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ejb/EJB_environment.html


5 クラスタのフェイルオーバとレプリケーシ ョ ン
子でク ラスタ化を有効にします。 ク ラスタ化用の XML デプロイ メ ン ト要素につ
いては、 『WebLogic エンタープラ イズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』 の
「weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義」 で説明しています。

EJB またはカスタム RMI オブジェ ク ト を開発している場合は、『WebLogic JNDI 
プログラマーズ ガイ ド』 の 「ク ラスタ環境での WebLogic JNDI の使い方」 を参
照して、 ク ラスタ化されたオブジェ ク ト の実装を  JNDI ツ リーにバインドする こ
との意味について理解して ください。

他のフェイルオーバの例外

ク ラスタ化されたオブジェク トが多重呼び出し不変でない場合でも、 WebLogic 
Server は、ConnectException または MarshalException が発生したと きに自動
フェイルオーバを実行します。 どちらの例外もオブジェ ク ト を変更できなかった
こ とを示しているため、 別のインスタンスにフェ イルオーバするこ とでデータの

矛盾が生じる危険性はあ り ません。

固定サービスの移行

HTTP セッシ ョ ン ステー ト と  EJB については、 WebLogic Server ク ラスタはオブ
ジェク ト またはサービスをク ラスタ内の冗長サーバ上に複製するこ とによって、
高可用性とフェイルオーバを実現します。 一方、 JMS サーバや JTA ト ランザク
シ ョ ン回復サービスなどの一部のサービスは、 ク ラスタ内で動作しているサービ
スのアクテ ィブなインスタンスが常に 1 つだけ存在する とい う前提のも とで設計

されています。 これらのタイプのサービスは、 同時に 1 つのサーバ インスタン
ス上でのみアクテ ィブな状態を保つため、 「固定」 サービス と呼ばれます。

WebLogic Server 7.0 では、 あるサーバ インスタンスから ク ラスタ内の別のイン
スタンスに管理者の手で固定サービスを移行するこ とができます。 これは、 サー
バ インスタンスの障害への対応と して、 あるいは定期的な保守の一環と して行

います。 この機能によ り、 ホス トのサーバで障害が発生した場合に冗長サーバ上
でサービスを速やかに再開できるため、 ク ラスタ内の固定サービスの可用性が向
上します。
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この リ リースでは、 JMS サーバと  JTA ト ランザクシ ョ ン回復サービスの移行だ
けが可能です。 これらのサービスはク ラスタの内部であるサーバから別にサーバ
に移すこ とができるため、 このマニュアルではこれらのサービスを移行可能サー
ビス と呼びます。 JMS については、 単一の分散送り先セッ ト の一部と して複数

の物理送り先 ( キューと ト ピ ッ ク ) をコンフ ィグレーシ ョ ンできるため、 単独の 
WebLogic Server で障害が発生した場合のサービスの継続可能性も改善されてい
ます。

注意 : この リ リースの WebLogic Server では、固定サービスの自動移行 ( フェイ
ルオーバ ) を行う こ とはできません。 固定サービスを手動で移行する方

法については、 『WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド』 の 「WebLogic 
Server の障害からの回復」 を参照して ください。

固定サービスの移行の仕組み

ク ラ イアン トは、 移行対応の RMI スタブを使用してク ラスタ内の移行可能サー
ビスにアクセスします。 RMI スタブは、 各時点でどのサーバが固定サービスの
ホス ト となっているかを追跡し、 それに従ってク ラ イアン ト からの リ クエス ト を

転送します。 たとえば、 ク ラ イアン ト が最初に固定サービスにアクセスしたと
き、 スタブはク ライアン ト の リ クエス ト を、 その時点でサービスのホス ト となっ

ている ク ラスタ内のサーバ インスタンスに転送します。 ク ライアン トからの次
のリ クエス ト までにサービスが別の WebLogic Server に移動している場合、 スタ
ブはそのリ クエス ト を最新のホス ト  サーバに透過的にリダイレ ク ト します。

JMS サーバや JTA ト ランザクシ ョ ン回復サービスがク ラスタ内に位置し、 コン

フ ィグレーシ ョ ンで移行が有効にされている と き、WebLogic Server 7.0 はそれら
のサービスに対する移行対応の RMI スタブを実装します。

クラスタ内の移行可能対象サーバの定義

デフォル トでは、 WebLogic Server は JTA ト ランザクシ ョ ン回復サービスまたは 
JMS サーバを、 ク ラスタ内の他のどのサーバにでも移行できます。 また必要に
応じて、 固定サービスのホス ト となる こ とのできるク ラスタ内のサーバのリ ス ト

を手動で編集できます。 このサーバ リ ス トは移行可能対象と呼ばれ、 サービス
を移行する こ とのできるサーバを管理します。 JMS の場合、 移行可能対象は 
JMS サーバをデプロイ可能なサーバのリ ス ト も定義します。
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たとえば、 次の図では 4 つのサーバで構成されるク ラスタを示しています。 ク ラ
スタ内で、 サーバ A および B は JMS サーバの移行可能対象と してコンフ ィ グ
レーシ ョ ンされます。

上の図では、 移行可能対象の設定に従って、 管理者は固定サービスである  JMS 
サーバをサーバ A からサーバ B に、 またはサーバ B からサーバ A にのみ移行で
きます。 同様に、 JMS サーバをク ラスタにデプロイする と き、 管理者はデプロ
イ メ ン ト先と してサーバ A または B のどちらかを選択して、 サービスの移行を
有効にします  (管理者が移行可能対象を使用しない場合、 JMS サーバはク ラス
タ内で使用可能などのサーバにもデプロイまたは移行できます )。

WebLogic Server では、 JTA ト ランザクシ ョ ン回復サービス と  JMS サーバに対し
て個別の移行可能対象を作成できます。 これによ り、 必要に応じて、 ク ラスタ内
の別々のサーバ上で常に各サービスを動作させ続けるこ とが可能になっていま

サーバ
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サーバ
B

サーバ
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サーバ
D

移
行
す
る
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す。 また逆に、 JTA と  JMS の両方に共通する移行可能対象と して同じサーバ群
を選択し、 両方のサービスが確実にク ラスタ内の同じサーバ上に配置されるよ う
にするこ と もできます。

フェイルオーバと  JDBC 接続

JDBC は、 ク ライアン ト  と  DBMS 間の高度にステート フルなプロ ト コルです。

JDBC では、 DBMS 接続と ト ランザクシ ョ ンのステートが、 DBMS プロセス と
ク ライアン ト  ( ド ラ イバ ) の間のソケッ ト に直接関連付けられます。 このため、
接続のフェイルオーバはサポート されません。 WebLogic Server インスタンスが
消滅する と、 そのインスタンスで管理していた  JDBC 接続も消滅し、 DBMS は
処理中のト ランザクシ ョ ンをロールバッ ク します。 関連するアプリ ケーシ ョ ン

は、 現在の ト ランザクシ ョ ンを最初から始める必要があ り ます。 切断された接続
に関連付けられているすべての JDBC 接続も切断されます。 ク ラスタ化された 
JDBC では、 簡単に再接続できます。 外部ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンの 
WebLogic データ  ソースはク ラスタ対応なので、接続をホス ト していたサーバ イ
ンスタンスに障害が発生した場合でも、 ク ライアン トは他の接続を要求できま
す。 

データベース  インスタンスを既にレプリ ケー ト し、 同期させている場合には、

JDBC マルチプールを使用してデータベースのフェイルオーバをサポートできま

す。 その場合、 接続プールが存在しないか、 またはプールからのデータベース接
続がダウンしたために、 ク ラ イアン ト がマルチプール内のある接続プールから接
続を取得できない場合でも、 WebLogic Server は、 接続プールのリ ス ト の次の接

続プールから接続を取得しよ う と します。 

JDBC オブジェ ク トのク ラスタ化の手順については、 7-26 ページの 「ク ラスタ化

された JDBC をコンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照して ください。
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注意 : すべての接続が使用中であるプールに対してク ラ イアン ト が接続を要求
した場合は、 例外が生成され、 WebLogic Server は他のプールから接続を
取得しよ う と しな くな り ます。 接続プール内の接続数を増やすと、 この

問題に対処できます。

予約時に接続をテス トするよ うに、 マルチプールに割り当てられた接続
プールをコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。 これは、 プールが

接続が良好かど うかを確認し、 マルチプールがリ ス ト内の次のプールに

フェイルオーバするタイ ミ ングを認識する唯一の方法です
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6 クラスタ  アーキテクチャ

以降の節では、WebLogic Server クラスタの各種のアーキテクチャについて説明
します。

� 6-1 ページの 「アーキテクチャ と ク ラスタ関連の用語」 

� 6-4 ページの 「推奨基本アーキテクチャ」 

� 6-7 ページの 「推奨多層アーキテクチャ」 

� 6-15 ページの 「推奨プロキシ アーキテクチャ」 

� 6-21 ページの 「ク ラスタ  アーキテクチャのセキュ リ テ ィ  オプシ ョ ン」 

� 6-29 ページの 「問題の回避」 

アーキテクチャとクラスタ関連の用語

この節では、 ク ラスタおよび Web アプリ ケーシ ョ ンの構成要素を指してこのマ

ニュアルで使用する用語を定義します。 

アーキテクチャ

この節では、 「アーキテクチャ」 とい う用語は、 アプ リ ケーシ ョ ンの層が 1 つま
たは複数のク ラスタにデプロイ される仕組みを指します。 
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Web アプリケーションの 「層」

Web アプ リ ケーシ ョ ンは、 複数の 「層」 に分けられます。 「層」 は、 アプ リ ケー

シ ョ ンで提供される論理的なサービスに対応します。 すべての Web アプリ ケー

シ ョ ンが似通っているわけではないので、 アプ リ ケーシ ョ ンによっては、 以下で

説明する層のすべてを利用しない場合があ り ます。 また、 層はアプ リ ケーシ ョ ン

のサービスの論理的な区分を示すものであ り、 必ずし もハード ウェアまたはソフ
ト ウェアのコンポーネン ト間の物理的な区分を示すものではあ り ません。 1 つの 
WebLogic Server インスタンスを実行している  1 台のマシンが、 以下で説明する
すべての層を提供する場合もあ り ます。

� Web 層

Web 層では、 Web アプリ ケーシ ョ ンのク ライアン ト に対して静的なコンテ

ンツ (単純な HTML ページなど ) が提供されます。 Web 層は、 通常、 外部
ク ラ イアン ト が Web アプリ ケーシ ョ ンにアクセスする場合の最初のポイン

ト にな り ます。 単純な Web アプリ ケーシ ョ ンでは、 WebLogic Express、
Apache、 Netscape Enterprise Server、 または Microsoft Internet Information 
Server を実行している  1 つまたは複数のマシンで構成される  Web 層が存在
する場合もあ り ます。

� プレゼンテーシ ョ ン層

プレゼンテーシ ョ ン層では、 Web アプ リ ケーシ ョ ンのク ラ イアン トに対して

動的なコンテンツ  ( サーブレ ッ トや JavaServer Pages (JSP) など ) が提供され
ます。 Web アプ リ ケーシ ョ ンのプレゼンテーシ ョ ン層は、 サーブレ ッ トや 
JSP のホス トになる  WebLogic Server インスタンスのク ラスタで構成されま
す。 ク ラスタでアプリ ケーシ ョ ンの静的な HTML ページも提供される場合
は、 ク ラスタには Web 層とプレゼンテーシ ョ ン層の両方が含まれます。

� オブジェ ク ト層

オブジェ ク ト層では、 Web アプリ ケーシ ョ ンのク ラ イアン ト に対して  Java 
オブジェ ク ト  ( エンタープラ イズ JavaBean や RMI ク ラスなど ) や、 それら
に関連付けられたビジネス  ロジッ クが提供されます。 EJB のホス ト になる  
WebLogic Server ク ラスタは、 オブジェ ク ト層を提供します。
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アーキテクチャ と クラスタ関連の用語
組み合わせ層アーキテクチャ

Web アプリ ケーシ ョ ンのすべての層を単一の WebLogic Server ク ラスタにデプロ
イするよ う なク ラスタ  アーキテクチャを組み合わせ層アーキテクチャ と呼びま
す。

非武装地帯 (DMZ)

非武装地帯 (DMZ) とは、 外部の、 信頼性のないソースから使用できるハード

ウェアおよびサービスの論理的な集合のこ とです。 ほとんどの Web アプリ ケー

シ ョ ンでは、 Web サーバのバンクは DMZ にあ り ます。 DMZ では、 ブラウザ 
ベースのク ラ イアン ト からの静的な  HTML コンテンツへのアクセスが許可され
ています。

DMZ には、 ハード ウェアおよびソフ ト ウェアに対する外部からの攻撃に備えて
セキュ リ テ ィが用意されている場合もあ り ます。 ただし、 DMZ は信頼性のない
ソースから使用できるので、 その安全性は内部システムよ りは劣 り ます。 た とえ
ば、 内部システムは、 外部からのアクセスをすべて拒否するファ イアウォールに
よって保護できます。 DMZ は、 アクセス先の個々のマシン、 アプ リ ケーシ ョ

ン、 またはポート番号を隠すフ ァ イアウォールによって保護できますが、 信頼性
のないク ライアン トからそれらのサービスにアクセスするこ とは可能です。

ロード  バランサ

ロード  バランサとい う用語は、 このマニュアルでは、 ク ラ イアン ト の接続リ ク

エス ト を  1 つまたは複数の別々の IP アドレスに分散させる技術を指します。 た
とえば、 単純な  Web アプリ ケーシ ョ ンでは、 DNS ラウンド ロビン アルゴ リ ズム
がロード  バランサと して使用される場合があ り ます。 大規模なアプリ ケーシ ョ

ンでは、 通常、 Alteon WebSystems などから発売されているハードウェアベース

のロード  バランシング ソ リ ューシ ョ ンが使用されます。 このよ う なソ リ ュー
シ ョ ンには、 フ ァ イアウォールのよ う なセキュ リ テ ィ機能も用意されています。

ロード  バランサには、 ク ラ イアン ト接続をク ラスタ内の特定のサーバに関連付
ける機能があ り ます。 この機能は、 ク ラ イアン ト  セッシ ョ ン情報のインメモ リ  
レプ リ ケーシ ョ ンを使用する場合に必要です。 一部のロード  バランシング製品
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では、 イン メモ リ  レプ リ ケーシ ョ ンで使用されるプライマ リ  サーバおよびセカ
ンダ リ  サーバを追跡する  WebLogic Server ク ッキーを上書きしないよ うに、 ク ッ
キーの永続性メカニズムをコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。 詳細につ

いては、 7-19 ページの 「パッシブなク ッキーの永続性をサポートするロード  バ
ランサをコンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照して ください。

プロキシ プラグイン

プロキシ プラグインとは、 WebLogic Server ク ラスタによって提供される、 ク ラ
スタ化されたサーブレッ トにアクセスする  Apache、 Netscape Enterprise Server、
または Microsoft Internet Information Server に対する  WebLogic Server の拡張機能
のこ とです。 プロキシ プラグインには、 WebLogic Server ク ラスタ内のサーブ
レッ トおよび JSP へのアクセスに対するロード  バランシング ロジッ クが含まれ
ます。 また、 ク ライアン トのセッシ ョ ン状態のホス トになっている主要な 
WebLogic Server に障害が発生した場合の、 セッシ ョ ン状態のレプリ カへのアク

セスに対するロジッ ク も含まれます。

推奨基本アーキテクチャ

推奨基本アーキテクチャは、 Web アプリ ケーシ ョ ンのすべての層が同じ  
WebLogic Server ク ラスタにデプロイ される組み合わせ層アーキテクチャです。
このアーキテクチャを次の図に示します。
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図 6-1   推奨基本アーキテクチャ

推奨基本アーキテクチャの利点には、 以下のものがあ り ます。 

� 管理の容易さ
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になるので、 WebLogic Server コンソールを使用して、 Web アプリ ケーシ ョ

ン全体をコンフ ィ グレーシ ョ ンした り、 オブジェ ク ト をデプロイまたはアン

デプロイ した りできます。 ク ラスタ化されたサーブレッ トからの恩恵を受け
るために、 Web サーバのバンクを別々に保持したり、 WebLogic Server プロ
キシ プラグインをコンフ ィ グレーシ ョ ンした りする必要はあ り ません。

� 柔軟性の高いロード  バランシング

WebLogic Server ク ラスタの前で直接ロード  バランシング ハード ウェアを使
用するこ とで、 HTML コンテンツ とサーブレ ッ ト  コンテンツ両方へのアク
セスに対して高度なロード  バランシング  ポリ シーを使用できます。 たとえ
ば、 現在のサーバの負荷を検出し、 ク ラ イアン ト の リ クエス ト を適切に送信
するよ う、 ロード  バランサをコンフ ィグレーシ ョ ンできます。
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6 クラスタ  アーキテクチャ
� 堅牢なセキュ リテ ィ

ロード  バランシング ハード ウェアの前にファ イアウォールを配置するこ と
で、 Web アプリ ケーシ ョ ンに対して、 最小限のフ ァ イアウォール ポ リシー

を使用する非武装地帯 (DMZ) を設定できます。

� 最適なパフォーマンス

組み合わせ層アーキテクチャでは、 プレゼンテーシ ョ ン層のほとんどまたは
すべてのサーブレッ ト または JSP が通常オブジェ ク ト層のオブジェ ク ト  
(EJB または JDBC オブジェ ク ト など ) にアクセスするアプ リ ケーシ ョ ンに対

して、 最適なパフォーマンスを提供します。

注意 : イン メモ リ  セッシ ョ ン レプ リ ケーシ ョ ンでサードパーティ製のロード  
バランサを使用する場合は、 プライマ リ  セッシ ョ ン  ステートのホス ト と

なる  WebLogic Server インスタンス  ( 接続先サーバ ) へのク ラ イアン ト接
続を、 ロード  バランサが維持するよ うにしなければな り ません。 詳細に
ついては、 7-19 ページの 「パッシブなク ッキーの永続性をサポートする

ロード  バランサをコンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照して ください。

組み合わせ層アーキテクチャを使用しない状況

推奨基本アーキテクチャなどの組み合わせ層アーキテクチャは多くの Web アプ
リ ケーシ ョ ンのニーズに適していますが、 ク ラスタのロード  バランシングおよ
びフェイルオーバ機能を活用できる度合いは多少限定されます。 ロード  バラン
シングおよびフェイルオーバは、 Web アプリ ケーシ ョ ンの各層間のインタ

フェースでのみ導入できます。 そのため、 すべての層を単一のク ラスタにデプロ
イする と きは、 ク ライアン ト と ク ラスタの間でのロード  バランシングしか行う

こ とができません。 

ロード  バランシングと フェイルオーバの大部分は、 ク ラ イアン ト と ク ラスタ自
身の間で発生するので、 組み合わせ層アーキテクチャでも、 ほとんどの Web ア
プ リ ケーシ ョ ンのニーズを満たすこ とができます。 

しかし、 組み合わせ層ク ラスタには、 ク ラスタ化された  EJB へのメ ソ ッ ド呼び
出しに対してロード  バランシングを実行する機会があ り ません。 ク ラスタ化さ
れたオブジェ ク ト は、 ク ラスタ内のすべての  WebLogic Server インスタンスにデ
プロイ されるので、 各オブジェ ク ト  インスタンスは各サーバでローカルに使用
できます。 WebLogic Server では、 常にローカルのオブジェ ク ト  インスタンスを
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推奨多層アーキテクチャ
選択するこ とによ り、 ク ラスタ化された  EJB に対する メ ソ ッ ド呼び出しが最適
化されます。 リ クエス ト を リモート  オブジェク ト に分散させないので、 ネッ ト
ワークのオーバーヘッ ドが増加しません。

この連結方式は、 ほとんどの場合で、 異なるサーバへの各メ ソ ッ ド  リ クエス ト
に対してロード  バランシングを行う よ り も効率的です。 ただし、 各サーバの負

荷が不均衡な場合は、 ローカルでメ ソ ッ ドを処理するよ り も、 リモート  オブ
ジェ ク トにメ ソ ッ ド呼び出しを送信する方が結果的に効率的になる場合もあ り ま
す。

ク ラスタ化された EJB へのメ ソ ッ ド呼び出しに対してロード  バランシングを行
うには、 次の節で説明するよ うに、 Web アプリ ケーシ ョ ンのプレゼンテーシ ョ

ン層とオブジェ ク ト層を物理的に異なるク ラスタ上に分割する必要があ り ます。 

組み合わせ層アーキテクチャ と多層アーキテクチャのどちらかに決定する際に
は、 プレゼンテーシ ョ ン層によるオブジェ ク ト層の呼び出しの頻度を考慮して く
ださい。 プレゼンテーシ ョ ン オブジェ ク トが通常オブジェク ト層を呼び出す場
合、 組み合わせ層アーキテクチャは、 多層アーキテクチャよ り も高いパフォーマ
ンスを示す可能性があ り ます。

推奨多層アーキテクチャ

この節では、 推奨多層アーキテクチャについて説明します。 このアーキテクチャ
では、 アプ リ ケーシ ョ ンの各層が複数の異なったク ラスタにデプロイ されます。

推奨多層アーキテクチャでは、 2 つの異なる  WebLogic Server ク ラスタを使用し
ます。 1 つは静的な HTTP コンテンツを提供するク ラスタであ り、 も う  1 つはク
ラスタ化された EJB を提供する ク ラスタです。 多層ク ラスタは、 以下のよ う な  
Web アプリ ケーシ ョ ンにお勧めします。

� ク ラスタ化された EJB へのメ ソ ッ ド呼び出しに対するロード  バランシング
が必要なアプリ ケーシ ョ ン

� HTTP コンテンツを提供するサーバと ク ラスタ化されたオブジェ ク ト を提供
するサーバの間によ り柔軟性の高いロード  バランシングが必要なアプリ ケー

シ ョ ン
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6 クラスタ  アーキテクチャ
� よ り高い可用性 ( シングル ポイン ト障害がよ り少ないこ と ) が必要なアプリ

ケーシ ョ ン

注意 : 多層アーキテクチャを考慮する場合は、 プレゼンテーシ ョ ン層からオブ
ジェク ト層への呼び出しの頻度を考慮して ください。 プレゼンテーシ ョ
ン オブジェ ク ト が通常オブジェ ク ト層を呼び出す場合、 組み合わせ層
アーキテクチャは、 多層アーキテクチャよ り も高いパフォーマンスを示
す可能性があ り ます。

次の図に、 推奨多層アーキテクチャを示します。

図 6-2   推奨多層アーキテクチャ
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ハードウェアとソフ トウェアの物理レイヤ

推奨多層アーキテクチャでは、 アプ リ ケーシ ョ ンの各層が 2 つの異なった物理レ
イヤ (ハード ウェアと ソフ ト ウェア ) 上に配置されます。

Web/ プレゼンテーション レイヤ

Web/ プレゼンテーシ ョ ン レイヤは、 静的な HTTP ページ、 サーブレッ ト、 およ
び JSP の専用ホス ト になっている  WebLogic Server インスタンスのク ラスタで構
成されます。 このサーブレッ ト  ク ラスタは、 ク ラスタ化されたオブジェ ク トの
ホス ト にはなり ません。 その代わりに、 プレゼンテーシ ョ ン層ク ラスタ内のサー
ブレッ トは、オブジェ ク ト  レイヤにある異なる  WebLogic Server ク ラスタ内のク
ラスタ化されたオブジェ ク トのク ラ イアン ト と して機能します。

オブジェク ト  レイヤ

オブジェ ク ト  レイヤは、 Web アプリ ケーシ ョ ンで必要なク ラスタ化されたオブ

ジェ ク ト  (EJB オブジェク トおよび RMI オブジェ ク ト ) 専用のホス ト になる  
WebLogic Server インスタンスのク ラスタで構成されます。 専用ク ラスタにオブ
ジェ ク ト層のホス ト を配置する こ とで、 ク ラスタ化されたオブジェク トへのアク
セスに対するデフォル トの連結の最適化 (4-9 ページの 「連結されたオブジェク

トの最適化」 参照 ) が失われます。 ただし、 次の節で説明するよ うに、 特定のク
ラスタ化されたオブジェ ク トへの各メ ソ ッ ド呼び出しに対するロード  バランシ
ングは可能にな り ます。

多層アーキテクチャの利点

多層アーキテクチャには、 以下の利点があ り ます。

� EJB メ ソ ッ ドのロード  バランシング

サーブレッ ト と  EJB のホス ト を異なる ク ラスタに配置する こ とで、 サーブ
レ ッ ト の EJB へのメ ソ ッ ド呼び出しで、 複数のサーバにわたるロード  バラ
ンシングが可能にな り ます。 このプロセスについては、 6-10 ページの 「多層

アーキテクチャでのク ラスタ化オブジェク トのロード  バランシング」 で詳し
く説明しています。
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� 改良されたサーバ ロード  バランシング

プレゼンテーシ ョ ン層とオブジェ ク ト層を別々のク ラスタに分割するこ と
で、 Web アプリ ケーシ ョ ンの負荷分散に関するオプシ ョ ンが増加します。 た

とえば、 アプ リ ケーシ ョ ンが EJB コンテンツよ り も頻繁に HTTP および
サーブレ ッ ト  コンテンツにアクセスする場合は、 プレゼンテーシ ョ ン層のク

ラスタで数多くの WebLogic Server インスタンスを使用し、 EJB のホス トに
なるサーバを少数にしてアクセスを集中させるこ とができます。

� よ り高い可用性

追加の WebLogic Server インスタンスを利用するこ とで、 多層アーキテク
チャの障害ポイン トは基本ク ラスタ  アーキテクチャよ り も少な く な り ます。
たとえば、 EJB のホス トになっている  WebLogic Server に障害が発生して
も、 Web アプリ ケーシ ョ ンの HTTP やサーブレッ トのホス ト となる機能には
影響しません。

� 改良されたセキュ リテ ィ  オプシ ョ ン

プレゼンテーシ ョ ン層とオブジェ ク ト層を別々のク ラスタに分割するこ と
で、 DMZ にサーブレッ ト /JSP ク ラスタだけを配置するファ イアウォール ポ
リ シーを使用できます。 信頼性のないク ラ イアン ト からの直接アクセスを拒
否するこ とで、 ク ラスタ化されたオブジェク ト のホス ト になっているサーバ
の保護を強化できます。 詳細については、 6-21 ページの 「ク ラスタ  アーキ
テクチャのセキュ リテ ィ  オプシ ョ ン」 を参照して ください。

多層アーキテクチャでのクラスタ化オブジェク トの

ロード  バランシング

4-9 ページの 「連結されたオブジェ ク トの最適化」 で説明しているよ うに、 ク ラ

スタ化されたオブジェ ク トに対する  WebLogic Server の連結の最適化は、 ク ラス
タ化されたオブジェ ク ト  (EJB または RMI ク ラス ) のホス ト が、 オブジェ ク ト を
呼び出すレプ リ カ対応スタブと同じサーバ インスタンスに配置される こ とに基
づいています。

オブジェ ク ト層を分離させる こ との最終的な効果は、 ク ライアン ト  (HTTP ク ラ
イアン ト 、 Java ク ラ イアン ト 、 またはサーブレ ッ ト ) が、 ク ラスタ化されたオブ
ジェク ト のホス ト になっている同じサーバ上のレプリ カ対応スタブを取得しない

こ とにあ り ます。 このため、 WebLogic Server では、 連結の最適化を使用できず 
6-10 WebLogic Server クラスタ  ユーザーズ ガイ ド



推奨多層アーキテクチャ
(4-9 ページの 「連結されたオブジェ ク ト の最適化」 参照 )、 ク ラスタ化されたオ
ブジェ ク ト に対するサーブレ ッ ト呼び出しでは、 レプ リ カ対応スタブに含まれる
ロジッ クに従って自動的にロード  バランシングが実行されます。 次の図に、 多
層アーキテクチャ内のク ラスタ化された  EJB インスタンスにアクセスする ク ラ
イアン ト を示します。

図 6-3   多層アーキテクチャでのオブジェク トのロード  バランシング

ク ラ イアン ト接続の経路を ト レースする と、 異なるハード ウェアと ソフ ト ウェア
にオブジェ ク ト層を分離させる意味が理解できます。

1. HTTP ク ラ イアン トは、Web/ サーブレ ッ ト  ク ラスタ内の複数ある  WebLogic 
Server インスタンスのいずれか 1 つに接続し、 ロード  バランサを経由して最
初のサーバに到達します。

2. ク ラ イアン トは WebLogic Server ク ラスタにホス トが配置されたサーブレッ
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3. サーブレ ッ トは Web アプリ ケーシ ョ ンで必要になる ク ラスタ化されたオブ

ジェク ト のク ラ イアン ト と して機能します。 上記の例では、 サーブレ ッ トは

ステー ト レス セッシ ョ ン  EJB にアクセスします。

サーブレ ッ トは、 ク ラスタ化されたオブジェ ク トのホス トになる、WebLogic 
Server ク ラスタにある  EJB をルッ クアップします。 サーブレッ トは、 Bean 
のレプリ カ対応スタブを取得します。 スタブには、 Bean のホス ト になるすべ
てのサーバのアドレス と、 Bean のレプリ カへのアクセスに対するロード  バ
ランシング ロジッ クが示されています。

注意 : EJB のレプリ カ対応スタブおよび EJB ホームのロード  アルゴ リ ズム
は、 EJB デプロイ メ ン ト記述子の各要素を使用して指定します。 詳細
については、『WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ 
ガイ ド』 の 「weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義」 を参照して ください。

4. 次に EJB にアクセスしたと き  ( たとえば、 別のク ライアン トに対する応答と
して )、 サーブレッ トは、 Bean のスタブに示されているロード  バランシング 
ロジッ クを使用してレプ リ カを見つけます。 上記の例では、 複数のメ ソ ッ ド

呼び出しがロード  バランシングのラウンド ロビン アルゴ リ ズムを使用して
送信されます。

この例では、同じ  WebLogic Server ク ラスタがサーブレッ ト と  EJB の両方のホス
ト になっている場合 (推奨基本アーキテクチャ参照 )、WebLogic Server では EJB 
の リ クエス ト に対するロード  バランシングは実行されません。 その代わり、
サーブレ ッ トは常に、 ローカル サーバがホス ト になっている  EJB レプ リ カでメ

ソ ッ ドを呼び出します。 ローカルの EJB インスタンスを使用した方が、 別の
サーバにある  EJB に対して リモート  メ ソ ッ ド呼び出しを行う よ り も効率的です。

しかし、 多層アーキテクチャでは、 EJB メ ソ ッ ド呼び出しのロード  バランシン
グを必要とするアプリ ケーシ ョ ンに対して リモート  EJB アクセスが可能です。

多層アーキテクチャのコンフ ィグレーションに関す

る注意

多層アーキテクチャではク ラスタ化されたオブジェ ク トへの呼び出しに対する
ロード  バランシングが提供されるので、 システムでは通常、 組み合わせ層アー
キテクチャよ り も多い IP ソケッ トが利用されます。 特に、 ソケッ ト使用のピー
ク時は、 サーブレッ トおよび JPS のホス トになるク ラスタ内の各 WebLogic 
Server では以下のソケッ トが最大限に使用される可能性があ り ます。
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推奨多層アーキテクチャ
� プライマ リ  サーバとセカンダ リ  サーバの間で HTTP セッシ ョ ン状態をレプ

リ ケー トするためのソケッ ト

� EJB ク ラスタ内の各 WebLogic Server に 1 つずつある、 リモート  オブジェ ク
トにアクセスするためのソケッ ト

たとえば、 図 6-2 では、 サーブレ ッ ト /JSP ク ラスタ内の各サーバは最大で 5 つ
のソケッ ト をオープンする可能性があ り ます。 この最大数は、 プラ イマ リおよび

セカンダ リの各セッシ ョ ン ステー トが均等にサーブレッ ト  ク ラスタ全体に分散
していて、 サーブレッ ト  ク ラスタ内の各サーバがオブジェク ト  ク ラスタ内の各
サーバのリモート  オブジェ ク トに同時にアクセスしたとい う、 最悪のケースを

表しています。 ほとんどの場合、 実際に使用されるソケッ ト数は最大数よ り小さ
くな り ます。

多層アーキテクチャで pure-Java ソケッ ト実装を使用する場合は、 ソケッ ト の最
大使用に対応できるだけのソケッ ト  リーダー スレ ッ ドをコンフ ィ グレーシ ョ ン

しているこ とを確認してください。 詳細については、 2-7 ページの 「Java ソケッ
ト実装用にリーダー スレ ッ ドをコンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照して くださ

い。

多層アーキテクチャではハード ウェア ロード  バランサを使用するため、 イン メ
モ リ  セッシ ョ ン  ステー ト  レプ リ ケーシ ョ ンを使用する場合は、 ク ライアン ト の

接続先サーバに対するセッシ ョ ン維持型の接続を保持するよ うに、 ロード  バラ
ンサをコンフ ィグレーシ ョ ンしなければな り ません。 詳細については、 7-18 
ページの 「EJB と  RMI のロード  バランシング方式をコンフ ィ グレーシ ョ ンす

る」 を参照して ください。

多層アーキテクチャに関する制限

この節では、 多層ク ラスタ  アーキテクチャでの制限の概要を示します。

連結の最適化が行われない

推奨多層アーキテクチャでは、 連結方式を使用してオブジェ ク ト呼び出しを最適
化できないので、 Web アプリ ケーシ ョ ンでは、 ク ラスタ化されたオブジェク ト

に対するすべてのメ ソ ッ ド呼び出しでネッ ト ワークのオーバーヘッ ドが発生しま
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6 クラスタ  アーキテクチャ
す。 ただし、 このオーバーヘッ ドは、 6-9 ページの 「多層アーキテクチャの利

点」 で説明した利点のいずれかが Web アプリ ケーシ ョ ンで必要な場合には許容

できる場合もあ り ます。

たとえば、 Web ク ラ イアン トがサーブレッ トおよび JSP を頻繁に使用する もの
の、 ク ラスタ化されたオブジェ ク トへのアクセスは比較的少ない場合、 多層アー
キテクチャではサーブレ ッ トおよびオブジェ ク トの負荷を適切に集中させるこ と
ができます。 各サーバの処理能力を最大限に利用しながら、 10 個の WebLogic 
Server インスタンスを含むサーブレ ッ ト  ク ラスタ と  3 個の WebLogic Server イン
スタンスを含むオブジェ ク ト  ク ラスタをコンフ ィグレーシ ョ ンできます。

ファイアウォールに関する制限

多層アーキテクチャのサーブレ ッ ト  ク ラスタ とオブジェク ト  ク ラスタの間に
フ ァ イアウォールを配置する場合は、 オブジェ ク ト  ク ラスタ内のすべてのサー
バを  IP アドレスではなく、外部に公開されている  DNS 名にバインド させる必要
があ り ます。 サーバを  IP アドレスにバインド させる と、 アドレス変換に関する
問題が発生し、 サーブレ ッ ト  ク ラスタが各サーバ インスタンスにアクセスでき
な くなる場合があ り ます。 

WebLogic Server インスタンスの内部 DNS 名と外部 DNS 名が同じでない場合、
サーバ インスタンスの ExternalDNSName 属性を使用して、 サーバの外部 DNS 
名を定義します。 ファ イアウォールの外で、 externalDNSName はサーバの外部 
IP アドレスに変換されます。 Administration Console の [ サーバ｜コンフ ィ グ
レーシ ョ ン｜一般 ] タブで、 この属性を設定します。 Administration Console オン
ライン ヘルプの 「[ サーバ ] --> [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] --> [一般 ]」 を参照し
て ください。

フ ァ イアウォールがネッ ト ワーク  アドレス変換を行う コンフ ィグレーシ ョ ンで

は、 ク ライアン ト が t3 およびデフォル ト  チャネルを使用して WebLogic Server 
にアクセスする場合を除いて、 ExternalDNSName を使用する必要があ り ます。
たとえば、 フ ァ イアウォールがネッ ト ワーク  アドレス変換を行い、 ク ラ イアン
ト がプロキシ プラグイン経由で HTTP を使用して WebLogic Server にアクセスす
るコンフ ィ グレーシ ョ ンでは、 ExternalDNSName を使用する必要があ り ます。

注意 : ExternalDNSName には IP アドレスを使用しないでください。
ExternalDNSName は実際のドメイン名でなければなりません。
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推奨プロキシ  アーキテクチャ
推奨プロキシ アーキテクチャ

既存の Web サーバと連携して動作するよ う、 WebLogic Server ク ラスタをコン
フ ィグレーシ ョ ンする こ とができます。 そのよ う なアーキテクチャでは Web 
サーバのバンクは Web アプリ ケーシ ョ ンの静的な HTTP コンテンツを提供し、
WebLogic プロキシ プラグインまたは HttpClusterServlet を使用してク ラスタ
にサーブレ ッ ト  リ クエス トおよび JSP リ クエス ト を送信します。

以下の節では、 2 種類の代替プロキシ アーキテクチャについて説明します。

2 層プロキシ アーキテクチャ

次の図に示すよ う な  2 層プロキシ アーキテクチャは、 静的な HTTP サーバのホ
ス ト が Web サーバのバンクに配置される とい う点以外は、 6-4 ページの 「推奨基

本アーキテクチャ」 とほぼ同じです。
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図 6-4   2 層プロキシ アーキテクチャ
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ハードウェアとソフ トウェアの物理レイヤ

2 層プロキシ アーキテクチャには、ハードウェアと ソフ ト ウェアの物理レイヤが 
2 つあ り ます。

Web レイヤ

プロキシ アーキテクチャでは、 アプ リ ケーシ ョ ンの Web 層を提供するタスクに

特化したハード ウェアと ソフ ト ウェアのレイヤが利用されます。 この物理的な  
Web レイヤは、 以下のアプリ ケーシ ョ ンの組み合わせのいずれか 1 つのホス ト

になる、 1 つまたは複数の同じ よ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされたマシンで構成

されます。

� WebLogic Server と  HttpClusterServlet

� Apache と  WebLogic Server Apache ( プロキシ ) プラグイン

� Netscape Enterprise Server と  WebLogic Server NSAPI ( プロキシ ) プラグイン

� Microsoft Internet Information Server と  WebLogic Server Microsoft-IIS ( プロ

キシ ) プラグイン

選択する  Web サーバ ソフ ト ウェアに関係な く、 Web サーバの物理層では静的な 
Web ページのみが提供されるよ うにする必要があ り ます。 動的なコンテンツ  (
サーブレッ トや JSP) は、 プロキシ プラグインまたは HttpClusterServlet を経
由して、 プレゼンテーシ ョ ン層のサーブレッ トや JSP のホス トになる  WebLogic 
Server ク ラスタにプロキシされます。

サーブレッ ト /オブジェク ト  レイヤ

推奨 2 層プロキシ アーキテクチャでは、 プレゼンテーシ ョ ン層およびオブジェ

ク ト層のホス トは WebLogic Server インスタンスのク ラスタに配置されます。 こ

のク ラスタは、 単一のマシンまたは複数の異なるマシンにデプロイできます。

サーブレッ ト / オブジェ ク ト  レイヤは、 組み合わせ層ク ラスタ  ( 「推奨基本アー

キテクチャ」 参照 ) とは、 アプ リ ケーシ ョ ンのク ラ イアン ト に静的な  HTTP コン

テンツを提供しないとい う点で異な り ます。
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多層プロキシ アーキテクチャ

また、 Web サーバのバンクを、 プレゼンテーシ ョ ン層およびオブジェ ク ト層の

ホス トになる  1 対の WebLogic Server ク ラスタに対するフロン ト  エンド と して使

用するこ と もできます。 このアーキテクチャを次の図に示します。

図 6-5   多層プロキシ アーキテクチャ

このアーキテクチャには、 「推奨多層アーキテクチャ」 と同じ利点 ( および同じ

制限 ) があ り ます。 異なる点は、 WebLogic プロキシ プラグインを利用する  Web 
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プロキシ アーキテクチャの利点

スタンドアロン Web サーバとプロキシ プラグインの使用には、 以下のよ う な利

点があ り ます。

� 既存のハードウェアの利用

静的な HTTP コンテンツをク ライアン トに提供する  Web アプリ ケーシ ョ ン 
アーキテクチャが既に存在する場合は、 1 つまたは複数の WebLogic Server 
ク ラスタを持つ既存の Web サーバを簡単に統合して、 動的な  HTTP および

ク ラスタ化されたオブジェ ク ト を提供できます。

� 一般的なファ イアウォール ポ リシー

Web アプリ ケーシ ョ ンのフロン トエンドで Web サーバ プロキシを使用する

こ とで、 一般的なファ イアウォール ポ リ シーを使用して DMZ を定義できま

す。 通常は、 アーキテクチャの残りの WebLogic Server ク ラスタへの直接接

続を禁止している間は、 DMZ 内に引き続き  Web サーバを配置するこ とがで

きます。 上記の図には、 この DMZ ポ リ シーが示されています。

プロキシ アーキテクチャの制限

スタンドアロン Web サーバとプロキシ プラグインの使用には、 以下のよ う な、

Web アプリ ケーシ ョ ンに関する制限があ り ます。

� 管理の追加

プロキシ アーキテクチャ内の Web サーバは、 サードパーティ  ユーテ ィ リ

テ ィ を使用してコンフ ィ グレーシ ョ ンする必要があ り、 WebLogic Server 管
理ド メ インには表示されません。 また、 ク ラスタ化されたサーブレ ッ トへの

アクセスおよびフェイルオーバの恩恵を受けるためには、 Web サーバに 
WebLogic プロキシ プラグインをインス トールおよびコンフ ィ グレーシ ョ ン

する必要があ り ます。

� ロード  バランシング オプシ ョ ンの制限

プロキシ プラグインまたは HttpClusterServlet を使用して、 ク ラスタ化

されたサーブレッ トにアクセスする場合、 ロード  バランシング アルゴ リ ズ

ムは単純なラウンド ロビン方式に制限されます。
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プロキシ プラグインとロード  バランサ

WebLogic Server ク ラスタでロード  バランサを直接使用する と、 サーブレッ ト  リ
クエス ト のプロキシに関する利点がもたら されます。 まず、 ロード  バランサを

持つ WebLogic Server を使用する こ とによ り、 ク ラ イアン ト の設定における追加

管理が不要になり ます。 HTTP サーバのレイヤを別に設定し保持する必要もな

く、 1 つまたは複数のプロキシ  プラグインをインス トールおよびコンフ ィグレー

シ ョ ンする必要もあ り ません。 また、 Web プロキシ  レイヤの削除によ り、 ク ラ

スタへのアクセスに必要なネッ ト ワーク接続数も削減されます。

ロード  バランシング ハード ウェアを使用する こ とで、 システムの能力に適合し

たロード  バランシング アルゴ リ ズムをよ り柔軟に定義できるよ うにな り ます。

使用するロード  バランシング ハードウェアでサポート されている、 任意のロー

ド  バランシング方式 ( ロードベースのポリ シーなど ) を使用できます。プロキシ  
プラグインまたは HttpClusterServlet を使用する場合、 ク ラスタ化された

サーブレ ッ トへの リ クエス ト については、 単純なラウンド ロビン  アルゴ リ ズム

に制限されます。

ただし、 イン メモ リ  セッシ ョ ン ステー ト  レプ リ ケーシ ョ ンを使用している場

合、 サードパーテ ィ製のロード  バランサを使用するには、 さ らにコンフ ィグ

レーシ ョ ンを行う必要があ り ます。 この場合は、 ク ラ イアン ト がプラ イマ リ  
セッシ ョ ン  ステート情報にアクセスできるよ うにするため、 ク ライアン ト と接

続先のサーバ間でセッシ ョ ン維持型の接続を保持するよ う に、 ロード  バランサ

をコンフ ィ グレーシ ョ ンしなければなり ません。 プロキシは自動的にセッシ ョ ン

維持型の接続を保持するため、 プロキシ  プラグインを使用する場合は特別なコ

ンフ ィグレーシ ョ ンは不要です。
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クラスタ  アーキテクチャのセキュ リテ ィ  オプシ ョ ン
クラスタ  アーキテクチャのセキュリテ ィ  オ
プション

推奨コンフ ィ グレーシ ョ ンにあるハードウェアと ソフ ト ウェアの物理レイヤの間

の境界には、 Web アプ リ ケーシ ョ ンの非武装地帯 (DMZ) を定義できるポイン ト

があ り ます。 ただし、 すべての境界で物理的なファ イアウォールがサポート され

ているわけではあ り ません。 特定の境界で典型的なファ イアウォール ポ リシー

のサブセッ トがサポート されているだけです。

以降の節では、 DMZ を定義して、 さまざまなレベルのアプリ ケーシ ョ ン  セキュ

リテ ィを作成する方法について説明します。

プロキシ アーキテクチャの基本ファイアウォール

基本ファ イアウォール コンフ ィ グレーシ ョ ンでは、 信頼性のないク ラ イアン ト

と  Web サーバ レイヤの間に 1 つのファ イアウォールを使用します。 このファ イ

アウォール コンフ ィ グレーシ ョ ンは、 推奨基本アーキテクチャまたは推奨多層

アーキテクチャで使用できます。
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6 クラスタ  アーキテクチャ
図 6-6   ファイアウォールを使用する基本プロキシ アーキテクチャ

上記のコンフ ィ グレーシ ョ ンでは、 1 つのファ イアウォールで任意のポリ シー (
アプリ ケーシ ョ ンレベルの制限、 NAT、 IP マスカレード ) の組み合わせを使用し

て、 3 つの HTTP サーバへのアクセスをフ ィルタ処理しています。 ファ イア

ウォールの最も重要な役割は、 システム内のその他のサーバへのアクセスを拒否

するこ とです。 つま り、 信頼性のないク ラ イアン ト からは、 サーブレ ッ ト  レイ

ヤ、 オブジェ ク ト  レイヤ、 およびデータベースにはアクセスできないよ うにす

る必要があ り ます。

物理的なファ イアウォールは、 DMZ 内の Web サーバの前にも後ろにも配置でき

ます。 Web サーバの前にファ イアウォールを配置する と、 Web サーバへのアク

セスを許可し、 その他のシステムへのアクセスを拒否するだけで済むので、 ファ

イアウォール ポリ シーを簡素化できます。 
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クラスタ  アーキテクチャのセキュ リテ ィ  オプシ ョ ン
注意 : 3 つの Web サーバと  WebLogic Server ク ラスタの間にファ イアウォール

を配置する場合は、 すべてのサーバ インスタンスを IP アドレスではな

く、 外部に公開されている  DNS 名にバインド させる必要があ り ます。 こ

の作業を行う こ とで、 プロキシ  プラグインは自由にク ラスタ内の各サー

バに接続できるよ うにな り、 6-30 ページの 「ファ イアウォールについて

の考慮事項」 で説明したよ う なアドレス変換エラーが発生しな く な り ま

す。

WebLogic Server インスタンスの内部 DNS 名と外部 DNS 名が同じでない

場合、 サーバ インスタンスの ExternalDNSName 属性を使用して、 サー

バの外部 DNS 名を定義します。 ファ イアウォールの外で、

externalDNSName はサーバの外部 IP アドレスに変換されます。

Administration Console の [ サーバ｜コンフ ィ グレーシ ョ ン｜一般 ] タブ
で、 この属性を設定します。 Administration Console オンラ イン ヘルプの

「[ サーバ ] --> [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] --> [ 一般 ]」 を参照して くださ

い。

たとえば、 ク ライアン トがデフォル ト  チャネルと  T3 を使用して  
WebLogic Server にアクセスする場合、 WebLogic Server インスタンスの

内部 DNS 名と外部 DNS 名が異なっていても、 ExternalDNSName 属性を

設定しないでください。

基本ファイアウォール コンフ ィグレーションの DMZ

Web サーバ レイヤへのアクセス以外のすべてのアクセスを拒否する こ とによっ

て、 基本ファ イアウォール コンフ ィグレーシ ョ ンでは、 3 つの Web サーバのみ

が含まれる小規模な DMZ が作成されます。 ただし、 DMZ をどんなに慎重に定

義しても、 悪意のある ク ライアン トがプレゼンテーシ ョ ン層とオブジェ ク ト層の

ホス ト になっているサーバにアクセスする可能性があるこ とは考慮に入れておい
てください。 

たとえば、 ハッカーが Web サーバのホス ト になっているマシンの 1 つにアクセ

スしたと仮定します。 アクセスのレベルによっては、動的なコンテンツを求めて 
Web サーバがアクセスする、 プロキシされたサーバに関する情報を、 ハッカー

が入手できる場合もあ り ます。

DMZ をよ り慎重に定義する場合には、 追加のファ イアウォールを配置できます 
(6-27 ページの 「共有データベースに対するセキュ リテ ィの追加」 参照 )。
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6 クラスタ  アーキテクチャ
ファイアウォールとロード  バランサを組み合わせる

推奨ク ラスタ  アーキテクチャでロード  バランシング ハード ウェアを使用する場

合は、 基本ファ イアウォールとの関連を考慮してハード ウェアのデプロイ方法を

決定する必要があ り ます。 数多くのハードウェア ソ リ ューシ ョ ンでは、 ロード  
バランシング サービスに加えてセキュ リ テ ィ機能も提供されていますが、 ほと

んどのサイ ト では Web アプ リ ケーシ ョ ンの防御の最前線と してファ イアウォー

ルが使用されています。 通常、 ファ イアウォールでは、 Web ト ラフ ィ ッ クを制

限するための、 最もよ く テス ト された一般的なセキュ リ テ ィ  ソ リ ューシ ョ ンが

提供されます。 ファ イアウォールは、 次の図に示すよ うにロード  バランシング 
ハード ウェアの前で使用する必要があ り ます。

図 6-7   ファイアウォールとロード  バランサを使用する基本プロキシ アーキテク
チャ
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クラスタ  アーキテクチャのセキュ リテ ィ  オプシ ョ ン
上記の設定では、 Web 層を含む DMZ 内にロード  バランサが配置されています。

このコンフ ィ グレーシ ョ ンでファ イアウォールを使用する と、 ファ イアウォール

はロード  バランサへのアクセスを制限するだけで済むので、 セキュ リ テ ィ  ポ リ

シーの管理を簡素化できます。 また、 この設定では、 以下で説明するよ う な、

Web アプリ ケーシ ョ ンにアクセスする内部ク ラ イアン ト をサポートするサイ ト

の管理を簡素化するこ と もできます。

内部クライアントに対してファイアウォールを拡張する

Web アプ リ ケーシ ョ ンへの直接アクセスを必要とする内部ク ライアン ト  (独自の 
Java アプリ ケーシ ョ ンを実行する リモート  マシンなど ) をサポートする場合は、

プレゼンテーシ ョ ン層への制限されたアクセスを許可できるよ う、 基本ファ イア

ウォール コンフ ィグレーシ ョ ンを拡張できます。 アプ リ ケーシ ョ ンへのアクセ

スを拡張する方法は、 リモート  ク ラ イアン ト を信頼性のある接続と して扱 うか、

または信頼性のない接続と して扱 うかによって変わり ます。

仮想プラ イベート  ネッ ト ワーク  (VPN) を使用して、 リモー ト  ク ラ イアン ト をサ

ポートする場合は、 ク ラ イアン ト を信頼性のある接続と して扱 う こ とができ、 ク

ラ イアン トはファ イアウォールの向こ う側のプレゼンテーシ ョ ン層に直接接続で

きます。 このコンフ ィグレーシ ョ ンは、 次のよ うにな り ます。
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6 クラスタ  アーキテクチャ
図 6-8   VPN ユーザのファイアウォール経由のアクセスは制限される

VPN を使用しない場合は、 Web アプリ ケーシ ョ ンへのすべての接続を  (独自の

ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンを使用する リモー ト  サイ トからの接続であって

も ) 信頼性のない接続と して扱 う必要があ り ます。 この場合は、 次の図に示すよ

うに、 プレゼンテーシ ョ ン層のホス トになっている  WebLogic Server インスタン

スへのアプリ ケーシ ョ ンレベルの接続を許可するよ う、 ファ イアウォール ポリ

シーを変更できます。
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クラスタ  アーキテクチャのセキュ リテ ィ  オプシ ョ ン
図 6-9   アプリケーション コンポーネントのファイアウォール経由のアクセスは
制限される

共有データベースに対するセキュリティの追加

Web アプリ ケーシ ョ ンの内部データ と外部から入手できるデータの両方をサ
ポートする  1 つのデータベースを使用する場合は、 データベースにアクセスする
オブジェ ク ト  レイヤの間に強固な境界を配置するこ と を検討する必要があ り ま
す。 この場合、 ファ イアウォールを追加するこ とによって、 6-21 ページの 「プ

ロキシ アーキテクチャの基本ファ イアウォール」 で説明されている  DMZ 境界を
簡単に強化できます。
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ファイアウォールが 2 つあるコンフ ィグレーショ ンの DMZ

次のコンフ ィグレーシ ョ ンには、 Web アプリ ケーシ ョ ン と内部 (信頼性のある ) 
ク ラ イアン ト によって共有されているデータベース  サーバの前に追加のファ イ
アウォールが配置されています。 このコンフ ィグレーシ ョ ンでは、 最初のファ イ
アウォールが万一破られた場合や、 ハッカーが最終的にオブジェク ト層のホス ト
になっているサーバにアクセスした場合のための追加のセキュ リ テ ィが提供され
ています。 プロダクシ ョ ン環境では、 この環境はあ り得ません。 サイ トでは、
ハッカーがオブジェ ク ト  レイヤにあるマシンにアクセスするよ り もずっと前に、
悪意のある侵入を検出し、 くい止める機能が必要になり ます。

図 6-10   ファイアウォールが 2 つあるアーキテクチャの DMZ

データベース

信
頼
性
の
な
い
ク
ラ
イ
ア
ン
ト JDBC

EJBJSP

JDBC

EJBJSP

JDBC

EJBJSP

サーブレッ ト /

クラスタ

Web レイヤ

フ
ァ
イ
ア

DMZ

ファイア

信頼性のある

ウ
ォ
ー
ル

ウォール

オブジェ ク ト

HTTP サーバ

プラグイン
プロキシ

サーブ
レッ ト

サーブ
レッ ト

サーブ
レッ ト

プラグイン
プロキシ

HTTP サーバ

プラグイン
プロキシ

HTTP サーバ

プラグイン
プロキシ

クライアン ト
6-28 WebLogic Server クラスタ  ユーザーズ ガイ ド



問題の回避
上記のコンフ ィグレーシ ョ ンでは、 オブジェ ク ト層とデータベースの間の境界は
追加のファ イアウォールによって強固になっています。 ファ イアウォールは、 オ
ブジェ ク ト層のホス ト になっている  WebLogic Server からの JDBC 接続以外のす
べての接続を拒否する厳密なアプリ ケーシ ョ ンレベルのポ リ シーを保持します。

問題の回避

以降の節では、 ク ラスタ  アーキテクチャを決定する際に留意すべき考慮事項を
示します。

管理サーバについての考慮事項

ク ラスタに参加している  WebLogic Server インスタンスを起動する場合、 各管理
対象サーバは、 そのク ラスタを含むド メ インのコンフ ィ グレーシ ョ ン情報を管理
している管理サーバに接続できな くてはな り ません。 セキュ リ テ ィ上の理由か
ら、 管理サーバは WebLogic Server ク ラスタ と同じ  DMZ 内に配置する必要があ
り ます。

管理サーバは、 ク ラスタに参加しているすべてのサーバ インスタンスのコン
フ ィグレーシ ョ ン情報を保持します。 管理サーバ上にある  config.xml ファ イル
には、 ク ラスタ化されているかど うかに関係な く、 管理サーバのド メ イン内の全
サーバのコンフ ィ グレーシ ョ ン  データが格納されます。 ク ラスタ内のサーバご
とに個別のコンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルは作成しません。

ク ラスタ化された WebLogic Server インスタンスが起動するためには、 管理サー
バが使用可能になっている必要があ リ ます。 ただし、 いったんク ラスタが起動し
たら、 管理サーバに障害が発生しても実行中のク ラスタの動作には影響しませ
ん。

管理サーバをク ラスタに参加させないでください。 管理サーバがサーバの管理 (
コンフ ィグレーシ ョ ン データの保持、 サーバの起動とシャ ッ ト ダウン、 および
アプ リ ケーシ ョ ンのデプロイ とアンデプロイ ) プロセスだけを受け持つよ う な構
成を採るこ とをお勧めします。 管理サーバにク ライアン トからの リ クエス ト も処
理させる と、 管理タスクの実行に遅れが生じ る リ ス クが発生します。 
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6 クラスタ  アーキテクチャ
管理サーバをク ラスタ化する利点はあ り ません。 管理オブジェ ク ト をク ラスタ化
するこ とはできません。 また、 管理サーバで障害が発生した場合に、 他のク ラス
タ  メ ンバーにフェイルオーバも されません。 管理サーバにアプリ ケーシ ョ ンを
デプロイする と、 サーバおよびサーバが提供している管理機能の安定性が損なわ
れる可能性があ り ます。 管理サーバにデプロイ したアプ リ ケーシ ョ ンが予期しな
い動作を見せた場合、 管理サーバの動作に影響する恐れもあ り ます。

以上の理由から、 管理サーバの IP アド レスがク ラスタワイ ドの DNS 名に含まれ
ていないこ と を確認して ください。

ファイアウォールについての考慮事項

1 つまたは複数のファ イアウォールを利用するク ラスタ  アーキテクチャでは、 す
べての WebLogic Server インスタンスを IP アドレスではなく、外部に公開されて
いる  DNS 名を使用して識別するこ とが重要です。 DNS 名を使用する こ とで、 信
頼性のないク ラ イアン ト に対して内部 IP アドレスをマスクする場合に使用され
るアドレス変換ポ リシーに関連する問題を回避できます。 

WebLogic Server インスタンスの内部 DNS 名と外部 DNS 名が同じでない場合、
サーバ インスタンスの ExternalDNSName 属性を使用して、 サーバの外部 DNS 
名を定義します。 ファ イアウォールの外で、 externalDNSName はサーバの外部 
IP アドレスに変換されます。 Administration Console の [サーバ｜コンフ ィ グ
レーシ ョ ン｜一般 ] タブで、 この属性を設定します。 Administration Console オン
ライン ヘルプの 「[ サーバ ] --> [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] --> [一般 ]」 を参照し
て ください。

注意 : ファ イアウォールがネッ ト ワーク  アドレス変換を行う コンフ ィグレー
シ ョ ンでは、 ク ライアン トが t3 およびデフォル ト  チャネルを使用して  
WebLogic Server にアクセスする場合を除いて、 ExternalDNSName を使
用する必要があ り ます。 たとえば、 ファ イアウォールがネッ ト ワーク  ア
ドレス変換を行い、 ク ライアン トがプロキシ  プラグイン経由で HTTP を
使用して WebLogic Server にアクセスするコンフ ィグレーシ ョ ンでは、
ExternalDNSName を使用する必要があ り ます。

ExternalDNSName には IP アドレスを使用しないでください。
ExternalDNSName は実際のド メ イン名でなければなり ません。
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問題の回避
次の図に、 WebLogic Server インスタンスの識別に IP アドレスを使用する場合に
発生する可能性のある問題を示します。 この図では、 ファ イアウォールは、 サブ
ネッ ト 「xxx」 の外部 IP リ クエス ト を、 サブネッ ト 「yyy」 の内部 IP アドレスに
変換しています。
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図 6-11   サーバが IP アドレスによって識別されるときに変換エラーが発生する
可能性がある

以下の手順では、 接続プロセス と、 考えられる障害ポイン トについて説明しま
す。

1. ク ラ イアン トは、 205.20.xxx.100:7001 にある最初のサーバへの接続を要求し
て WebLogic Server ク ラスタへのアクセスを開始します。 ファ イアウォール
は、 このアドレスを 205.20.yyy.100:7001 とい う  IP アドレスに変換し、 ク ラ
イアン ト をそのアドレスに接続します。

2. ク ラ イアン トは、 ク ラスタ内の 3 番目の WebLogic Server インスタンスにあ
る、 ピン固定オブジェ ク ト  C の JNDI ルッ クアップを実行します。 オブジェ
ク ト  C のスタブには、 そのオブジェク ト のホス ト になっているサーバの内部 
IP アドレス  205.20.yyy.300:7001 が含まれています。
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問題の回避
3. オブジェ ク ト  C をインスタンス化しよ う とする場合、 ク ライアン トは IP ア
ドレス  205.20.yyy.300:7001 を使用してオブジェ ク ト  C のホス ト になってい
るサーバへの接続を要求します。 ファ イアウォールはこの接続を拒否します。 
ク ラ イアン トが、 外部に公開されているサーバのアドレスではな く、 制限さ

れている内部 IP アドレスを使用して要求したこ とが原因です。 

外部 IP アドレス と内部 IP アドレスの間の変換が行われなかった場合は、 上記の
よ う なク ライアン ト  リ クエス トがファ イアウォールで問題な く処理されます。
ただし、 ほとんどのセキュ リテ ィ  ポ リ シーでは内部 IP アドレスへのアクセスは
拒否されます。 

プロダクション環境で使用する前にクラスタのキャ

パシティを評価する

ク ラスタのアーキテクチャは、 システムのキャパシティに影響します。 プロダク

シ ョ ン環境で使用するためにアプリ ケーシ ョ ンをデプロイする前に、 パフォーマ

ンスを評価して、 実際の運用における ク ライアン ト負荷を処理するためにサーバ

またはサーバ ハードウェアを追加する必要があるかど うか、 また必要であれば
どの場所に追加するべきかを判断して ください。 Mercury Interactive の 
LoadRunner のよ う なテス ト  ソフ ト ウェアを使用する と、 多数のク ライアン トに
よる利用時の負荷をシ ミ ュレー ト できます。
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6 クラスタ  アーキテクチャ
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7 WebLogic クラスタの設定

以降の節では、 WebLogic Server ク ラスタをコンフ ィ グレーシ ョ ンするためのガ
イ ド ライン と手順を示します。

� 7-1 ページの 「始める前に」 

� 7-10 ページの 「ク ラスタ実装の手順」 

始める前に

この節では、 WebLogic Server ク ラスタを設定するための前提となる作業および
情報についてま とめています。

クラスタ  ライセンスを取得する

WebLogic Server インスタンスをク ラスタ構成でインス トールするには、 有効な
ク ラスタ  ラ イセンスが必要です。 ク ラスタ  ラ イセンスの入手方法については、
BEA 販売代理店にお問い合わせください。

コンフ ィグレーション プロセスについて

ク ラスタのコンフ ィグレーシ ョ ン プロセス と、 コンフ ィグレーシ ョ ン  タスクの
実施方法の基本を理解しておく と、 この節で示す情報がよ り有益なものとな り ま

す。 

WebLogic Server が備えるコンフ ィ グレーシ ョ ン機能と、 それらの機能を通じて
実施できるタスクの詳細については、 3-1 ページの 「ク ラスタのコンフ ィグレー

シ ョ ンとアプ リ ケーシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 」 を参照して ください。
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クラスタ  アーキテクチャを決定する

どのク ラスタ  アーキテクチャが、 対象アプ リ ケーシ ョ ンのニーズに最も適して
いるかを決定します。 アーキテクチャ上の重要な決定には、 以下のものがあ り ま

す。

� すべてのアプ リ ケーシ ョ ン層を  1 つのク ラスタにま とめるか、 それと もアプ
リ ケーシ ョ ンの各層を複数のク ラスタ間に分離するか

� ク ラスタ内のサーバ インスタンス間での負荷調整の方法。 次の う ちどの方法
を使用するか

� WebLogic Server の基本ロード  バランシング機能を使用する

� サード  パーティ製のロード  バランサを実装する

� アプリ ケーシ ョ ンの Web 層を  1 つ以上のセカンダ リ  HTTP サーバにデプ
ロイ し、 Web 層へのリ クエス ト をプロキシで中継する  

� Web アプリ ケーシ ョ ンに対して、 1 つ以上のファ イアウォールを備えた非武
装地帯 (DMZ) を定義するか

これらを決定するためには、 6-1 ページの 「ク ラスタ  アーキテクチャ」 および
4-1 ページの 「ク ラスタでのロード  バランシング」 の情報が参考になり ます。

選択するアーキテクチャによって、 ク ラスタの設定方法も変わり ます。 ク ラスタ  
アーキテクチャによっては、 ロード  バランサ、 HTTP サーバ、 プロキシ プラグ
インなどの、 他の リ ソースのインス トールまたはコンフ ィ グレーシ ョ ンが必要に

なる場合もあ り ます。 

ネッ トワーク トポロジとセキュリティ  トポロジを
考慮する

アプリ ケーシ ョ ンのセキュ リ テ ィ要件は、 適切なセキュ リテ ィ  ト ポロジを設計
するための基礎とな り ます。 多様なレベルのアプリ ケーシ ョ ン セキュ リテ ィを
提供する各種の代替アーキテクチャの詳細については、 6-21 ページの 「ク ラス

タ  アーキテクチャのセキュ リ テ ィ  オプシ ョ ン」 を参照して ください。
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始める前に
注意 : 一部のネッ ト ワーク  ト ポロジは、 マルチキャス ト通信に干渉するこ とが
あ り ます。 WAN にク ラスタをデプロイ している場合の注意事項につい
ては、 2-3 ページの 「ク ラスタが WAN 内の複数のサブネッ ト にまたがる
場合」 を参照して ください。

ファ イアウォールを越えてク ラスタにサーバ インスタンスをデプロイ し
ないでください。 ファ イアウォールを通じてマルチキャス ト  ト ラフ ィ ッ
クを ト ンネ リ ングする こ との影響については、 2-3 ページの 「ファ イア

ウォールがマルチキャス ト通信を遮断する こ とがある」 を参照して くだ

さい。

クラスタをインストールするマシンを選択する

WebLogic Server をインス トールする予定の  1 台以上のマシン ( この節では 「ホ

ス ト 」 と呼ぶ ) を確定し、 各マシンが必要な リ ソースを備えている こ と を確認し
ます。 システムおよびソフ ト ウェアの前提条件の一覧については、 『インス トー

ル ガイ ド』 の 「WebLogic Server のインス トール準備」 を参照して ください。 

注意 : WebLogic Server バージ ョ ン  7.0 では、 ク ラスタを非マルチホーム環境の 
1 台のマシン上に設定できます。 この新しい機能は、 デモンス ト レー
シ ョ ンまたは開発用の環境で役立ちます。

IP アド レスが動的に割り当てられるマシンに WebLogic Server をインス
トールしないでください。

マルチ CPU マシン上の WebLogic Server インスタンス

BEA WebLogic Server には、 ク ラスタ内のサーバ インスタンス数に関する制限は
あ り ません。 したがって、 Sun Microsystems, Inc. の Sun Enterprise 10000 などの
大規模マルチプロセッサ サーバを、 大規模なク ラスタまたは複数のク ラスタの
ホス ト とするこ とができます。

ほとんどの場合、 WebLogic Server ク ラスタは、 2 つの CPU につき  1 つの 
WebLogic Server インスタンスの割合でデプロイするのが最適です。 ただし、 ど
のよ うなキャパシテ ィ  プランニングにも共通するこ とですが、 サーバ インスタ
ンスの最適数および分散方法を決定する場合は、 対象となる  Web アプリ ケー
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7 WebLogic クラスタの設定
シ ョ ンで実際のデプロイ メ ン ト を事前にテス トする必要があ り ます。 詳細につい

ては、 『BEA WebLogic Server パフォーマンス  チューニング ガイ ド』 の 「マルチ 
CPU マシンのパフォーマンスに関する考慮事項」 を参照して ください。

ホスト  マシンのソケッ ト  リーダー実装をチェ ックする

ソケッ ト の最適なパフォーマンスを実現するには、 pure-Java 実装ではなく、 オ
ペレーティ ング システムに対応したネイテ ィブ ソケッ ト  リーダー実装を使用す
るよ う  WebLogic Server ホス ト  マシンをコンフ ィ グレーシ ョ ンします。ネイテ ィ
ブ ソケッ ト をコンフ ィグレーシ ョ ンする、 または pure-Java ソケッ ト通信を最適
化する理由とその手順については、 2-5 ページの 「IP ソケッ ト を使用したピア 
ツー ピア通信」 を参照して ください。

切断された Windows マシン上でのクラスタの設定

切断された単一の Windows マシン上で 1 つの WebLogic Server ク ラスタを示す場
合は、 TCP/IP スタッ クをロードするよ う  Windows に強制する必要があ り ます。 
デフォル トでは、 Windows は物理的なネッ ト ワーク接続を検出しないと  TCP/IP 
スタ ッ クをロード しません。 

TCP/IP スタ ッ クをロードするよ う  Windows に強制するには、
http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;239924 の 「Windows で 
TCP/IP のメディア検出機能を無効にする方法」 にある手順に従って、 Windows 
のメディア検出機能を無効にします。 

名前とアドレスを識別する

ク ラスタのコンフ ィグレーシ ョ ン  プロセスの間、 ク ラスタ とそのメ ンバーにつ
いてアドレス情報 (IP アドレスまたは DNS 名、 およびポート番号 ) を指定しま
す。 

ク ラスタ内通信の概要と、 ク ラスタ内通信を利用したロード  バランシングと
フェイルオーバの仕組みについては、 2-1 ページの 「ク ラスタでの WebLogic 
Server の通信」 を参照して ください。

ク ラスタを設定する と きは、 以下の要素の位置情報を指定する必要があ り ます。 
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始める前に
� 管理サーバ

� 管理対象サーバ

� マルチキャス ト  ロケーシ ョ ン

以降の節では、 指定しなければならない情報と、 リ ソースの識別に用いる手法に
影響する要因について説明しています。 

リスン アドレスの問題を回避する

ク ラスタをコンフ ィグレーシ ョ ンする と きには、 ク ラスタおよびそのク ラスタを

構成するサーバ インスタンスのアドレス情報を  IP アド レスまたは DNS 名を使
用して指定できます。 

DNS 名と  IP アドレス

DNS 名と  IP アド レスのどちらを使用するかを決定する と きは、 ク ラスタの目的
を考慮して ください。 プロダクシ ョ ン環境では一般に、 DNS 名を使用するこ と
をお勧めします。 IP アドレスを使用する と、 以下の状況で変換エラーが発生す
るおそれがあ り ます。 

� ク ラ イアン トがファ イアウォールを経由してク ラスタに接続する場合

� プレゼンテーシ ョ ン層とオブジェ ク ト層の間にファ イアウォールを設ける場

合。 たとえば、 推奨多層ク ラスタの説明箇所で示しているよ うに、 サーブ
レ ッ ト  ク ラスタ と  EJB ク ラスタの間にファ イアウォールを置 く場合など 

変換エラーは、 個別のサーバ インスタンスのアドレスを  DNS 名にバインドする
こ とによって回避できます。 サーバ インスタンスの DNS 名が、 ファ イアウォー
ルの両側で必ず一致するよ うにして ください。 また、 ネッ ト ワーク上の NT シス
テムの名前でもある  DNS 名は使用しないでください。 

IP アド レスの代わりに DNS 名を使用する場合の注意事項については、 6-30 ペー
ジの 「ファ イアウォールについての考慮事項」 を参照して ください。

内部 DNS 名と外部 DNS 名が異なる場合

WebLogic Server インスタンスの内部 DNS 名と外部 DNS 名が同じでない場合、
サーバ インスタンスの ExternalDNSName 属性を使用して、 サーバの外部 DNS 
名を定義します。 ファ イアウォールの外で、 externalDNSName はサーバの外部 
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7 WebLogic クラスタの設定
IP アドレスに変換されます。 Administration Console の [サーバ｜コンフ ィ グ
レーシ ョ ン｜一般 ] タブで、 この属性を設定します。 Administration Console オン
ライン ヘルプの 「[ サーバ ] --> [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] --> [一般 ]」 を参照し
て ください。

注意 : ク ラ イアン ト がデフォル ト  チャネルと  T3 を使用して WebLogic Server に
アクセスする場合、 WebLogic Server インスタンスの内部 DNS 名と外部 
DNS 名が異なっていても、 ExternalDNSName 属性を設定しないでくだ
さい。

外部 DNS 名の使用

ExternalDNSName には IP アドレスを使用しないでください。ExternalDNSName 
は実際のドメイン名でなければなりません。

localhost の考慮事項

サーバ インスタンスの リ スン アドレスを localhost と して識別する と、 非ローカ
ルのプロセスがそのサーバ インスタンスに接続できな くな り ます。 サーバ イン
スタンスのホス ト  マシン上のプロセスのみ、 そのサーバ インスタンスに接続で
きます。 ( たとえば localhost に接続する管理スク リプ トがある場合などに ) サー
バ インスタンスが localhost と してアクセス可能でなければならない場合で、 か
つリモート  プロセスから もアクセス可能でなければならない場合は、 リ スン  ア
ドレスを空白にします。 リ スン アドレスを空白にする と、 サーバ インスタンス
はマシンのアドレスを判別してそのアドレスで リ スンします。 

名前を WebLogic Server リソースに割り当てる

WebLogic Server 環境でコンフ ィ グレーシ ョ ン可能な各リ ソースの名前がユニー
クであるこ と を確認します。 ド メ イン、 サーバ、 マシン、 ク ラスタ、 JDBC 接続
プール、 仮想ホス ト 、 またはその他のリ ソースのそれぞれの名前は、 ユニークで
なければなり ません。 

管理サーバのアドレスとポート

ク ラスタに対して使用する管理サーバの DNS 名または IP アドレスおよびリ スン 
ポート を識別します。 
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始める前に
管理サーバは、 そのド メ イン内のすべての管理対象サーバをコンフ ィグレーシ ョ
ンおよび管理するために使われる  WebLogic Server インスタンスです。 管理対象
サーバを起動する と きには、 その管理サーバのホス ト とポー ト を識別します。 

管理対象サーバのアドレスと リスン ポート

ク ラスタ用の各管理対象サーバの DNS 名と  IP アドレスを識別します。 

ク ラスタ内の各管理対象サーバについて、 アドレス と リ スン ポート番号の組み
合わせはユニークでなければな り ません。 非マルチホーム環境の  1 台のマシン上
でク ラスタ化されるサーバ インスタンスについては、 インスタンス間でアドレ
スが重複してもかまいませんが、 使用する リ スン ポートはインスタンスごとに
異なっている必要があ り ます。

クラスタのマルチキャスト  アドレスとマルチキャスト  ポート

ク ラスタのマルチキャス ト通信専用のアドレス とポー ト を識別します。

ク ラスタ内のサーバ インスタンスは、 マルチキャス ト を使用して互いに通信し
ます。 具体的には、 マルチキャス ト を使用して各自のサービスを全体に通知し、
インスタンスが継続的に使用可能であるこ とを知らせるハート ビート を一定間隔
で出します。 

ク ラスタのマルチキャス ト  アドレスは、 ク ラスタ通信以外の目的には使用しな
いこ とをお勧めします。 ク ラスタのマルチキャス ト  アドレスが存在するマシン
が、 マルチキャス ト通信を使用するク ラスタ外部のプログラムのホス ト である

か、 またはそのよ う なプログラムによってアクセスされる場合、 そのマルチキャ

ス ト通信では必ず、 ク ラスタのマルチキャス ト  ポート とは異なるポート を使用
して ください。 

マルチキャス ト とマルチキャス ト  クラスタ

ネッ ト ワーク上の複数のク ラスタは、 必要に応じてマルチキャス ト  アドレス と
マルチキャス ト  ポートの組み合わせを共有できます。 
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マルチキャスト と多層クラスタ

第 6 章 「ク ラ スタ  アーキテクチャ」 で説明しているよ う な、 ク ラスタ間にファ
イアウォールを設ける推奨多層アーキテクチャを設定している場合、 専用のマル
チキャス ト  アドレスが 2 つ必要にな り ます。 1 つはプレゼンテーシ ョ ン ( サーブ
レッ ト ) ク ラスタ用であ り、 も う  1 つはオブジェ ク ト  ク ラスタ用です。 2 つのマ
ルチキャス ト  アドレスを使用するこ とによ り、 ファ イアウォールはク ラスタの
通信に干渉しなく な り ます。

クラスタ  アドレス

ク ラスタをコンフ ィグレーシ ョ ンする際に、 ク ラスタ内の管理対象サーバを識別
するク ラスタ  アドレスを定義します。 ク ラスタ  アドレスは、 URL のホス ト名部
分を構築するためにエンティテ ィ  Bean およびステート レス  Bean で使用されま
す。 ク ラスタ  アドレスが設定されていない場合、 EJB ハンドルは正し く動作し
ません。

プロダクシ ョ ン環境でのクラスタ  アドレス

プロダクシ ョ ン環境では、 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 ク ラスタ内の各 
WebLogic Server インスタンスの IP アド レスまたは DNS 名にマップされる  DNS 
名と してク ラスタ  アドレスを指定する必要があ り ます。 ク ラスタ内の管理対象
サーバにマップされる  DNS 名と してク ラスタ  アドレスを定義しなかった場合、
5-23 ページの 「エンティテ ィ  Bean および EJB ハンドルのフェイルオーバ」 で説
明したよ うに、 フェイルオーバはエンティテ ィ  Bean および EJB ハンドルに関し
て機能しません。

ク ラスタ  アド レスを  DNS 名と して定義した場合、 ク ラスタ  メ ンバーの リ スン 
ポートは、 ク ラスタ  アドレスで指定されません。 ク ラスタ内の各管理対象サー
バが同じ リ スン ポート番号を持っている と見なされます。 ク ラスタ内の各サー
バ インスタンスは、 ユニークなアドレス と リ スン  ポートの組み合わせを持つ必
要があるので、 ク ラスタ  アドレスが DNS 名の場合、 ク ラスタ内の各サーバ イン
スタンスには以下が必要です。

� ユニークなアドレス

� 共通の リ スン ポート番号
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始める前に
ク ラ イアン トがク ラスタ  DNS 名を提供して初期 JNDI コンテキス ト を取得する
と、 weblogic.jndi.WLInitialContextFactory はその DNS 名にマップされて
いるすべてのアドレスの リ ス ト を取得します。 この リ ス トは WebLogic Server イ
ンスタンスによってキャッシュ され、 新しい初期コンテキス ト  リ クエス トは、
キャッシュ されている リ ス ト内のアドレスをラウンド ロビン アルゴ リ ズムで使
う こ とによって実行されます。 キャッシュ されている リ ス ト内のサーバ インス
タンスが使用できない場合、 そのサーバはリ ス ト から削除されます。 アドレス  
リ ス トは、 サーバ インスタンスがキャッシュ内のどのアドレスにもアクセスで
きない場合にのみ、 DNS サービスによって更新されます。

キャッシュ されているアドレス  リ ス ト を使用する と、 DNS ラウンド ロビンだけ
を利用する場合の問題を避ける こ とができます。 たとえば、 DNS ラウンド ロビ
ンでは、 アドレスがアクセス可能かど うかに関わりな く、 ド メ イン名にマップさ
れているすべてのアドレスが使用され続けます。 アドレス  リ ス ト をキャ ッシュ
する と、 WebLogic Server はアクセス不能なアドレスを削除できるので、 初期コ
ンテキス ト  リ クエス トで接続の失敗が繰 り返されるこ とはあ り ません。

注意 : 管理サーバをク ラスタに参加させないでください。 管理サーバの IP アド
レスがク ラスタワイ ドの DNS 名に含まれていないこ と を確認して くださ
い。 詳細については、 6-29 ページの 「管理サーバについての考慮事項」

を参照して ください。

開発およびテス ト環境でのクラスタ  アドレス

ク ラスタ  アドレスに対してク ラスタ  DNS 名を使用する こ とは、 前節で推奨した
プロダクシ ョ ン環境だけではな く、 開発環境とテス ト環境でも役立ちます。 

代わりに、 次の例で示すよ うに、 DNS 名 ( または IP アド レス )、 およびク ラス
タ内の各管理対象サーバの リ スン ポート を格納する リ ス ト と してク ラスタ  アド
レスを定義する こ と もできます。

DNSName1:port1,DNSName1:port2,DNSName1:port3

IPaddress1:port1,IPaddress2:port2;IPaddress3:port3 

各ク ラスタ  メ ンバーは、 ユニークなアドレス とポー トの組み合わせを持ってい
ます。
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7 WebLogic クラスタの設定
単一のマルチホーム マシンでのクラスタ  アドレス

マルチホーム環境の 1 台のマシン上でク ラスタが動作しており、 ク ラスタ内の各
サーバ インスタンスで異なった IP アドレスを使用する場合、 ク ラスタ内のサー
バ インスタンスの IP アド レスにマップする  DNS 名を使用してク ラスタ  アドレ
スを定義します。 ク ラスタ  アドレスを DNS 名と して定義する場合、 ク ラスタ内
の各管理対象サーバで共通の リ スン ポート番号を指定します。

クラスタ実装の手順

この節では、 アプ リ ケーシ ョ ンをク ラスタ構成にして実行する手順を、

WebLogic Server のインス トールからアプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト の初期デ
プロイ メ ン ト まで順を追って説明します。

コンフ ィグレーションのロードマップ

こ こでは、 ク ラスタ実装における典型的な作業の流れと、 コンフ ィグレーシ ョ ン
の選択に影響する重要な考慮事項を示します。 実際のプロセスは、 環境ごとにユ
ニークな特性およびアプリ ケーシ ョ ンの性質によって決ま り ます。 この節では、
以下の作業について説明します。

1. 7-11 ページの 「WebLogic Server をインス トールする」

2. 7-12 ページの 「ク ラスタ化されたド メ インを作成する」

3. 7-17 ページの 「ノード  マネージャをコンフ ィグレーシ ョ ンする」

4. 7-18 ページの 「EJB と  RMI のロード  バランシング方式をコンフ ィ グレー
シ ョ ンする」

5. 7-19 ページの 「パッシブなク ッキーの永続性をサポートするロード  バランサ
をコンフ ィ グレーシ ョ ンする」

6. 7-20 ページの 「プロキシ  プラグインをコンフ ィ グレーシ ョ ンする」

7. 7-24 ページの 「レプ リ ケーシ ョ ン グループをコンフ ィグレーシ ョ ンする」

8. 7-25 ページの 「固定サービスの移行可能対象をコンフ ィ グレーシ ョ ンする」
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9. 7-26 ページの 「ク ラスタ化された  JDBC をコンフ ィグレーシ ョ ンする」

10. 7-29 ページの 「デプロイ メ ン ト用にアプリ ケーシ ョ ンをパッケージ化する」

11. 7-29 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ンをデプロイする」

12. 7-33 ページの 「移行可能サービスをデプロイ、 活性化、 および移行する」

13. 7-36 ページの 「イン メモ リ  HTTP レプ リ ケーシ ョ ンをコンフ ィ グレーシ ョ ン
する」

14. 7-37 ページの 「コンフ ィグレーシ ョ ンに関するその他の ト ピ ッ ク」

ク ラスタの実装によっては、 一部の手順が不要である場合があ り ます。 また、 こ
こで示す以外の手順が必要になる場合もあ り ます。

WebLogic Server をインストールする

まだインス トールしていない場合、 WebLogic Server をインス トールします。 手
順については、 『インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

� ク ラスタを 1 台のマシン上で実行する場合、 /bea ディ レク ト リの下に、 ク
ラスタ内のすべてのインスタンスに対して使用する単体の WebLogic Server 
をインス トールします。 

� ネッ ト ワーク上のリモート  マシンについては、 各マシンに同じバージ ョ ンの 
WebLogic Server をインス トールします。 各マシンは次の要件を満たしてい
る必要があ り ます。

� 永続的に割 り当てられる静的な  IP アドレスを持つこ と。 ク ラスタ化環境
では、 動的に割 り当てられる  IP アド レスは使用できません。 

� ク ラ イアン トからアクセス可能である こ と。 サーバ インスタンス と ク ラ
イアン トの間にファ イアウォールがある場合、 各サーバ インスタンスに
は、 ク ラ イアン ト から到達できるパブリ ッ クな静的 IP アドレスを割 り当
てる必要があ り ます。 

� すべてのマシンが同じ ローカル エリ ア ネッ ト ワーク  (LAN) 上にあ り、 IP 
マルチキャス ト によって通信できるこ と。 
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7 WebLogic クラスタの設定
注意 : 共有ファ イルシステムと  1 つのインス トールを使用して、 異なるマシン
上で複数の WebLogic Server インスタンスを実行しないでください。 共
有ファ イルシステムを使用する と、 ク ラスタにシングル ポイン ト の競合
が発生します。 すべてのサーバ インスタンスが、 ファ イルシステムにア
クセスする  ( また場合によっては、 個別のログ ファ イルへの書き込みを
行う ) ために競合しなければならな く な り ます。 さ らに、 共有ファ イル
システムに障害が発生した場合には、 ク ラスタ化されたサーバ インスタ
ンスを起動できな くなる こ と もあ り ます。

クラスタ化されたド メインを作成する

こ こでは、 BEA ド メ イン コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードを使用してク ラスタ
を作成する手順を示します。 

注意 : ク ラスタのコンフ ィグレーシ ョ ンを作成および管理する方法は他にもあ
り ます。 3-11 ページの 「ク ラスタをコンフ ィ グレーシ ョ ンする方法」 を

参照して ください。

ク ラスタでカスタムのネッ ト ワーク  チャネルを使用する場合の手順につ
いては、 『WebLogic Server ド メ イン管理』 の 「ク ラスタにおけるネッ ト

ワーク  チャネルのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。 その節
で示されている手順に従って管理対象サーバを作成し、 ク ラスタを作成
し、 チャネルを作成して割り当て、 マルチキャス ト  アドレスを設定しま
す。 

1. [ スター ト｜プログラム｜ BEA｜WebLogic Platform｜ Configuration 
Wizard] を選択して、 コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードを起動します。

2. [ ド メ インのタイプと名前を選択します ] ウ ィ ン ドウで、 [WLS Domain] テン
プレー ト をク リ ッ ク します。

3. [名前 ] フ ィールドに英数字でド メ イン名を入力します。 スペースは使用でき
ません。 [次へ ] をク リ ッ ク して次に進みます。

4. [ サーバ タイプを選択します ] ウ ィン ド ウで、 [Admin Server with Clustered 
Managed Server(s)] をク リ ッ ク します。 [次へ ] をク リ ッ ク して次に進みま
す。
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5. [ ド メ インの場所を選択します ] ウ ィ ン ドウで [次へ ] をク リ ッ ク して、 表示
されている中から、 または別のディ レ ク ト リからデフォル ト  ド メ インを選択
します。

[ ド メ インの場所を選択します ] ウ ィ ン ドウに次の要素が表示されます。

� ド メ イン  ディ レク ト リが作成されるディ レク ト リ

� 作成される ド メ イン  ディ レク ト リの絶対パス

ド メ イン  ディ レク ト リの名前は、 [ ド メ インのタイプと名前を選択します
] ウ ィ ン ドウで指定したド メ イン名と同じにな り ます。

ド メ イン  ディ レク ト リが BEA_HOME\user_projects\ ディ レ ク ト リの下にあ
るこ とを確認して ください。 BEA_HOME は、 WebLogic Platform がインス トー
ルされているディ レク ト リです。

6. [ ク ラスタ化サーバをコンフ ィグレーシ ョ ンします ] ウ ィン ド ウが表示される
ので、 [追加 ] をク リ ッ ク して、 ク ラスタの最初の管理対象サーバをコンフ ィ
グレーシ ョ ンします。 

7. [ サーバを追加 ] ウ ィ ン ドウで、 次の項目を設定します。 

� [ サーバ名 ] - 英数字を使用してサーバ名を入力します。 スペースは使用で
きません。

作成した各サーバ インスタンスにユニークな名前を割り当てます。
WebLogic Server 環境の他の管理対象サーバまたは管理サーバと同じ名前
は割 り当てないでください。

� [ サーバ リ スン アドレス ] - マシンのアドレスまたは名前を入力します。 

リ スン アドレスを指定する方法については、 7-5 ページの 「 リ スン アド
レスの問題を回避する」 を参照して ください。

� [ サーバ リ スン ポート ] - 数値を入力します。 指定できる値の範囲は 1 ～ 
65535 です。

[追加 ] をク リ ッ ク して次に進みます。

8. [ サーバを追加 ] ウ ィ ン ドウで、 [追加 ] をク リ ッ ク してク ラスタに管理対象
サーバを追加し、 ク ラスタ内の個々の管理対象サーバについて前の手順を繰
り返します。 管理対象サーバの追加が終了したら、 [次へ ] をク リ ッ ク して次
に進みます。 

9. [ ク ラスタをコンフ ィグレーシ ョ ンします ] ウ ィ ン ドウで、 次の項目を設定し
ます。 
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� [ ク ラスタ名 ] - デフォル ト値の 「mycluster」 が入力されています。英数字
を使用してク ラスタの名前を入力します。 スペースは使用できません。

� [ ク ラスタ  マルチキャス ト  アドレス ] - デフォル ト値の 「237.0.0.1」 が入
力されています。 指定できる値の範囲は 224.0.0.0 ～ 239.255.255.255 で
す。

� [ ク ラスタ  マルチキャス ト  ポート ] - デフォル ト値の 「777」 が入力されて
います。

� [ ク ラスタ  アドレス ] - ク ラスタ内の各サーバ インスタンスのアドレス と
ポー トの組み合わせで構成されるク ラスタ  アドレスが入力されています。

ク ラスタ  アド レスを変更する場合は、 適切なアドレス形式を使用します。 
この形式は、 ク ラスタをプロダクシ ョ ン環境で使用するかそ うでないか
によって異な り ます。 プロダクシ ョ ン環境とそれ以外の環境でのク ラス
タ  アドレスの形式についての詳細は、 7-8 ページの 「ク ラスタ  アドレス」
を参照して ください。 

[次へ ] をク リ ッ ク して次に進みます。

10. [Configure Admin Server (with Cluster)] ウ ィ ン ド ウで、 次の項目を設定しま
す。 

� [ サーバ名 ] - デフォル ト値の 「myserver」 が入力されています。 英数字を
使用してク ラスタの管理サーバの名前を入力します。 スペースは使用で
きません。

作成した各サーバ インスタンスにユニークな名前を割 り当てます。
WebLogic Server 環境の他の管理対象サーバまたは管理サーバと同じ名前
は割 り当てないでください。

� [ サーバ リ スン アドレス ] - マシンのアドレスまたは名前を入力します。 

リ スン アドレスを指定する方法については、 7-5 ページの 「リ スン アド
レスの問題を回避する」 を参照して ください。

� [サーバ リ スン ポート ] - デフォル トのポート番号は 7001 です。 指定でき
る値の範囲は 1 ～ 65535 です。

� [ サーバ SSL リ スン ポート ] - デフォル トのポート番号は 7002 です 指定
できる値の範囲は 1 ～ 65535 です。

[次へ ] をク リ ッ ク して次に進みます。
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11. [ システム ユーザ名およびパスワードを作成します ] ウ ィ ンド ウで、 [ ユーザ
名 ] および [パスワード ] の各フ ィールドを設定します。 パスワードは 8 文
字以上で入力します。

ユーザ名とパスワードは、 ク ラスタ内のサーバ インスタンスを起動するため
に必要です。 ユーザ名は、 サーバ インスタンスを起動する権限のあるロール
に属していなければな り ません。 ロールの詳細については、 『管理者ガイ ド』
の 「システム管理操作の保護」 を参照して ください。

[次へ ] をク リ ッ ク して次に進みます。

12. [ サーバを  Windows サービス と してインス トールします ] ウ ィ ン ドウで、 次
の操作を行います。

[はい ] をク リ ッ ク して、 ド メ インを  Windows のサービス と してインス トー
ルします。 これによ り、 Windows システムが起動するたびに WebLogic 
Server サービスが自動的に起動するよ うにな り ます。 

または

WebLogic を Windows のサービス と して実行しない場合は、 [いいえ ] をク
リ ッ ク します。 この場合、 Windows システムの起動時に WebLogic Server 
サービスは自動的には起動しません。 

注意 : beaSvc は、 domainname_ServerName 変数内のサービス名です。 

13. [ ド メ インを Windows の [ スター ト ] メニューに追加します ] ウ ィン ド ウで、
次の操作を行います。

[はい ] をク リ ッ ク して、 新しいド メ インを起動するための項目を  Windows 
の [ スタート ] メニューに追加します。

または

Windows のスター ト  メニューにド メ インの項目を追加しない場合は、 [ いい
え ] をク リ ッ ク します。

[次へ ] をク リ ッ ク して次に進みます。

14. [ コンフ ィグレーシ ョ ンの概要 ] で、 コンフ ィグレーシ ョ ンの要約情報を確認
します。 以下のどちらかをク リ ッ ク します。 

前のウ ィ ンドウに戻ってコンフ ィグレーシ ョ ン情報を修正する場合は 
[Previous]。

または

ド メ インを作成する場合は [作成 ]。 
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15. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザード完了 ] ウ ィン ド ウで、 [ コンフ ィグレー
シ ョ ンウ ィザードを終了します ] をク リ ッ ク してウ ィザードを終了します。

コンフ ィグレーシ ョ ンの以前のステップでの設定を変更し、 コンフ ィ グレーシ ョ
ン プロセスを完了するには、 Administration Console を使用します。
Administration Console の使用方法については、 Administration Console オンライ
ン ヘルプを参照して ください。

注意 : ク ラスタ  コンフ ィ グレーシ ョ ンに変更を加える場合は、 ク ラスタを含む
ド メ インの管理サーバを実行する必要があ り ます。 管理サーバを起動す
るには、 次の節の手順 1 ～ 6 に従います。

WebLogic Server クラスタを起動する

この節では、 ク ラスタを起動するための手順を示します。 まずク ラスタの管理
サーバを起動し、 次に、 ク ラスタ内の個々の管理対象サーバを起動します。 個々
のサーバ インスタンスは、 個別のコマンド  シェルで実行するコマンドによって
起動されます。

サーバ インスタンスの起動と停止については、 『管理者ガイ ド』 の 「WebLogic 
Server の起動と停止」 を参照して ください。

1. コマンド  シェルを開きます。

2. コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードで作成したド メ イン ディ レク ト リに移動
します。

3. 次のコマンドを入力して管理サーバを起動します。

StartWebLogic

4. 「Enter username to boot WebLogic Server」 とい うプロンプ トが表示されたら、
ド メ インのユーザ名を入力します。

5. 「Enter password to boot WebLogic Server」 とい うプロンプ ト が表示されたら、
ド メ インのパスワードを入力します。

起動プロセスの状態を知らせる メ ッセージがコマンド  シェルに表示されま
す。

6. 管理対象サーバを起動するために、 別のコマンド  シェルを開きます。
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クラスタ実装の手順
7. コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードで作成したド メ イン  ディ レク ト リに移動
します。

8. 次のコマンドを入力します。

StartManagedWebLogic server_name address:port

各値の説明は次のとおりです。

server_name : 起動する管理対象サーバの名前

address : ド メ インの管理サーバの IP アドレスまたは DNS 名

port : ド メ インの管理サーバのリ スン ポート

9. 「Enter username to boot WebLogic Server」 とい うプロンプ ト が表示されたら、
ド メ インのユーザ名を入力します。

10. 「Enter password to boot WebLogic Server」 とい うプロンプ トが表示されたら、
ド メ インのパスワードを入力します。

起動プロセスの状態を知らせる メ ッセージがコマンド  シェルに表示されま
す。

注意 : 管理対象サーバを起動する と、 ク ラスタ内の他の実行中サーバ インス
タンスからハート ビートが リ スンされます。 管理対象サーバは、 2-15 ページ
の 「WebLogic Server による  JNDI ツ リー更新のし くみ」 で説明しているよ
うに、 ク ラスタワイ ドの JNDI ツ リーのローカル コピーを構築し、 ク ラスタ
内の実行中の管理対象サーバとの同期が取れたら、 ステータス  メ ッセージを
表示します。 同期化プロセスには、 1 分ほどかかり ます。

11. ク ラスタ内の別のサーバ インスタンスを起動するには、 手順 6. から手順 10. 
までを繰り返します。

12. ク ラスタ内のすべての管理対象サーバを起動したら、 ク ラスタの起動プロセ
スは完了です。

ノード  マネージャをコンフ ィグレーシ ョンする

ノード  マネージャは、WebLogic Server 付属のスタンドアロンの Java プログラム
であ り、 管理サーバとは異なるマシン上にある管理対象サーバの起動に便利で
す。 また ノード  マネージャには、 ク ラスタ内にある管理対象サーバの可用性の
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向上に役立つ機能もあ り ます。 ノード  マネージャの詳細と、 コンフ ィグレー
シ ョ ン方法および使用方法については、 『WebLogic Server ド メ イン管理』 の 「ノ

ード  マネージャによるサーバの可用性の管理」 を参照して ください。

EJB と  RMI のロード  バランシング方式をコンフ ィ
グレーションする

EJB と  RMI オブジェ ク トに対して、 重みベースまたはランダム方式のロード  バ
ランシングを使用する場合は、 この節の手順に従います。

その他の方式を明示的に指定しない場合、 WebLogic Server はク ラスタ化される
オブジェ ク ト のスタブに対して、 デフォル トのロード  バランシング方式である
ラウンド ロビン アルゴ リ ズムを使用します。 それ以外のロード  バランシング方
式については、 4-5 ページの 「EJB と  RMI オブジェ ク ト のロード  バランシング」
を参照して ください。 デフォル トのロード  バランシング アルゴ リ ズムを変更す
るには、 次の手順に従います。

1. WebLogic Server Administration Console を起動します。

2. [ ク ラスタ ] ノードを選択します。

3. ク ラスタを選択します。

4. [デフォル トのロード  バランス  アルゴ リ ズム ] の横のド ロップダウン矢印を
ク リ ッ ク して、 ロード  バランシング アルゴ リ ズムの選択肢を表示します。

5. 選択肢のリ ス トから、 使用するロード  バランシング アルゴ リ ズムを選択し
ます。

6. [ サービス期間しきい値 ] フ ィールドに設定値を入力します。 この属性の詳細
については、 Administration Console オンライン ヘルプを参照して ください。

7. [適用 ] をク リ ッ ク して変更を保存します。
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クラスタ実装の手順
パッシブなクッキーの永続性をサポートするロード  
バランサをコンフ ィグレーションする

パッシブなク ッキーの永続性をサポートするロード  バランサは、 セッシ ョ ンを

ホス トする  WebLogic Server インスタンスをク ラ イアン ト と関連付けるために 

WebLogic Server セッシ ョ ン ク ッキーの情報を使用できます。 セッシ ョ ン ク ッ

キーには、 ロード  バランサがセッシ ョ ンのプラ イマ リ  サーバ インスタンスを識

別する文字列が含まれています。 

外部ロード  バランサ、 セッシ ョ ン  ク ッキーの永続性、 および WebLogic Server 

のセッシ ョ ン ク ッキーの詳細については、 4-3 ページの 「外部ロード  バランサに

よる  HTTP セッシ ョ ンのロード  バランシング」 を参照して ください。

ク ラスタで動作するよ うにロード  バランサをコンフ ィ グレーシ ョ ンするには、

ロード  バランサの機能を使用して、 文字列定数のオフセッ ト と長さを定義しま

す。 

セッシ ョ ン ク ッキーのセッシ ョ ン  ID 部分が、 デフォル ト長の 52 バイ ト に設定

されている場合、 次のよ うに設定します。

� 文字列のオフセッ ト を、 デフォル トのランダム  セッシ ョ ン ID 長に、 区切り
文字用の 1 バイ ト を加えた 53 バイ ト に設定する。 

� 文字列長を  10 バイ ト に設定する。

アプ リ ケーシ ョ ンまたは環境によって、 ランダム セッシ ョ ン ID の長さをデフォ

ル ト値の 52 バイ ト以外に変更しなければならない場合は、 それに応じて文字列

のオフセッ ト もロード  バランサで設定します。 文字列のオフセッ トは、 セッシ ョ

ン ID の長さに、 区切り文字用の 1 バイ ト を加えたものと同じ値にする必要があ

り ます。 
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注意 : WebLogic Server で Big-IP ロード  バランサをコンフ ィグレーシ ョ ンする
際のベンダ固有の手順については、 B-1 ページの 「ク ラスタに関する  
BIG-IP™ ハードウェアのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

プロキシ プラグインをコンフ ィグレーションする 

プロキシ プラグインを使用してサーブレッ トおよび JSP のロード  バランシング
を行う場合は、 この節で示す手順を参考にして ください。 プロキシ プラグイン
は、 リ クエス ト を  Web サーバから ク ラスタ内の WebLogic サーバ インスタンス
に中継し、 プロキシを経由する  HTTP リ クエス ト のロード  バランシングと フェ
イルオーバを可能にします。 

プロキシ プラグインによるロード  バランシングの詳細については、 4-2 ページの
「プロキシ プラグインによるロード  バランシング」 を参照して ください。 プロキ
シ プラグインによる接続と フェイルオーバの詳細については、 5-3 ページの
「サーブレ ッ ト と  JSP のレプリ ケーシ ョ ンと フェイルオーバ」 および 5-9 ページ
の 「ク ラスタ化されたサーブレ ッ ト と  JSP へのプロキシ経由のアクセス」 を参照
して ください。

� BEA が提供する  Web サーバを使用する場合、 7-21 ページの
「HttpClusterServlet を設定する」 の指示に従って、 関連プラグインの 
HttpClusterServlet を設定する。

� サポート されているサード  パーティ製 Web サーバを使用する場合、 その製
品に固有のプラグインを設定する。 サポート されているサーバ製品の一覧に
ついては、 4-2 ページの 「プロキシ プラグインによるロード  バランシング」
を参照して ください。 

サード  パーティ製の Web サーバ用のプラグインを設定するには、
『WebLogic Server における  Web サーバ プラグインの使い方』 の手順に従っ
て ください。

注意 : リ クエス ト を ク ラスタにプロキシ経由で中継する各 Web サーバでは、 プ
ラグインが同じ よ うにコンフ ィ グレーシ ョ ンされている必要があ り ます。
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クラスタ実装の手順
HttpClusterServlet を設定する

この節では、 HttpClusterServlet のデプロイ手順を示します。

1. HttpClusterServlet を含む Web アプ リ ケーシ ョ ン、およびこの節で説明す
る要素を含むデプロイ メ ン ト記述子ファ イルを作成します。 Web アプリ ケー
シ ョ ンおよびデプロイ メ ン ト記述子を手動で作成する こ と も、 WebLogic 
Builder ツールで作成するこ と もできます。 その背景と手順については、 以下
を参照して ください。

� 『Web アプリ ケーシ ョ ンのアセンブルと コンフ ィ グレーシ ョ ン』 の 「Web 
アプ リ ケーシ ョ ンの概要」

� 『Web アプリ ケーシ ョ ンのアセンブルと コンフ ィ グレーシ ョ ン』 の 「Web 
アプ リ ケーシ ョ ン作成の主な手順」

� 『Web アプリ ケーシ ョ ンのアセンブルと コンフ ィ グレーシ ョ ン』 の 「Web 
アプ リ ケーシ ョ ンのデプロイ メ ン ト記述子の記述」

� WebLogic Builder Online Help

2. Web アプリ ケーシ ョ ンのデプロイ メン ト記述子ファ イル web.xml を作成し
ます。 完全なデプロイ メ ン ト記述子の例については、 7-23 ページの
「HttpClusterServlet 用デプロイ メ ン ト記述子のサンプル」 を参照して くださ
い。 

a. <servlet> 要素に、 Web アプリ ケーシ ョ ン デプロイ メ ン ト記述子の 
HttpClusterServlet を登録します。 HttpClusterServlet のク ラス名
は weblogic.servlet.proxy.HttpClusterServlet です。

<servlet-name>HttpClusterServlet</servlet-name>
<servlet-class>

weblogic.servlet.proxy.HttpClusterServlet
</servlet-class> 

b. 『WebLogic Server における  Web サーバ プラグインの使い方』 の 「Web 
サーバ プラグインのパラ メータ」 で説明したよ うに、 必要に応じて追加
パラ メータを定義します。 7-23 ページの「クラスタ コンフィグレーショ
ンとプロキシ プラグイン」を参照してください。

c. プロキシ サーブレッ ト を <url-pattern> にマップします。 特に、 プロキ
シを通すファ イルの拡張子 (*.jsp、 *.html など ) をマップします。
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<url-pattern> を 「/」 に設定した場合、 WebLogic Server によって解決
できないリ クエス トはすべて リモート  サーバ インスタンスに転送されま
す。 しかし、 拡張子が *.jsp、 *.html、 および *.html のファ イルをプロ
キシに通す場合、 これらの拡張子もマップしなければな り ません。

url-pattern を設定する も う  1 つの方法は、 <url-pattern> と して /foo な
どをマップして、 pathTrim パラ メータを  foo に設定するこ とです。 こ う
しておけば、 プロキシを通る  URL から  foo が削除されます。

次に例を示します。

<servlet-mapping>
<servlet-name>HttpClusterServlet</servlet-name>
<url-pattern>/</url-pattern>

</servlet-mapping>

<servlet-mapping>
<servlet-name>HttpClusterServlet</servlet-name>
<url-pattern>*.jsp</url-pattern> 

</servlet-mapping>

<servlet-mapping>
<servlet-name>HttpClusterServlet</servlet-name>
<url-pattern>*.htm</url-pattern> 

</servlet-mapping>

<servlet-mapping>
<servlet-name>HttpClusterServlet</servlet-name>
<url-pattern>*.html</url-pattern> 

</servlet-mapping>

3. Administration Console で、 この Web アプリ ケーシ ョ ンをコンフ ィグレー
シ ョ ンします。 Administration Console による  Web アプリ ケーシ ョ ンのコン
フ ィ グレーシ ョ ン とデプロイ メ ン ト については、 Administration Console オン
ライン ヘルプの 「新しい Web アプリ ケーシ ョ ンまたは Web サービスのコン
フ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

a. ド メ インに新しいサーバ インスタンスを作成します。

b. デフォル ト  Web アプリ ケーシ ョ ン と して作成した  Web アプ リ ケーシ ョ ン
を、 作成したばかりのサーバ インスタンスに割 り当てます。

c. Web アプ リ ケーシ ョ ンをサーバにデプロイします。 

注意 : weblogic.Deployer ツールを使用して Web アプリ ケーシ ョ ンをデプ
ロイする こ と もできます。 詳細については、 『管理者ガイ ド』 の
「Deployer」 を参照して ください。
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クラスタ実装の手順
クラスタ コンフィグレーションとプロキシ プラグイン

HttpClusterServlet の動作を制御するために、WebLogic Server の 2 つのコン
フィグレーション属性をクラスタ レベルで設定できます。 

� WeblogicPluginEnabled—HttpClusterServlet からリクエストを受け取
るクラスタでこの属性を true に設定すると、サーブレットは Web サーバの
アドレスを返す代わりに、専用の WL-Proxy-Client-IP ヘッダにあるブラウ
ザ クライアントのアドレスを使用して、getRemoteAddr 呼び出しへ応答し
ます。 

� ClientCertProxy Enabled—HttpClusterServlet からリクエストを受け
取るクラスタでこの属性を true に設定すると、プラグインはクライアント
証明書を特別な WL-Proxy-Client-Cert ヘッダに格納して送信します。そ
のため、ユーザ認証はプロキシ サーバ上で行われます。

注意 : 詳細については、Administration Console オンライン ヘルプの「[クラ
スタ ]-->[コンフィグレーション ]-->[一般 ]」を参照してください。

HttpClusterServlet 用デプロイメン ト記述子のサンプル

次に示すのは、 HttpClusterServlet を使用するための、 Web アプリ ケーシ ョ
ン デプロイ メ ン ト記述子 web.xml の設定例です。

コード  リス ト  7-1   HttpClusterServlet を使用するときの web.xml の設定例

<!DOCTYPE web-app PUBLIC "-//Sun Microsystems, Inc.
 //DTD Web Application 2.2//EN"
 "http://java.sun.com/j2ee/dtds/web-app_2_2.dtd"> 

<web-app>

<servlet>
<servlet-name>HttpClusterServlet</servlet-name>
<servlet-class>
weblogic.servlet.proxy.HttpClusterServlet

</servlet-class> 

<init-param>
<param-name>WebLogicCluster</param-name>
<param-value>
myserver1:7736:7737|myserver2:7736:7737|myserver:7736:7737

</param-value> 
</init-param>
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<init-param>
<param-name>DebugConfigInfo</param-name>
<param-value>ON</param-value> 

</init-param>

</servlet>

<servlet-mapping>
<servlet-name>HttpClusterServlet</servlet-name>
<url-pattern>/</url-pattern>

</servlet-mapping>

<servlet-mapping>
<servlet-name>HttpClusterServlet</servlet-name>
<url-pattern>*.jsp</url-pattern> 

</servlet-mapping>

<servlet-mapping>
<servlet-name>HttpClusterServlet</servlet-name>
<url-pattern>*.htm</url-pattern> 

</servlet-mapping>

<servlet-mapping>
<servlet-name>HttpClusterServlet</servlet-name>
<url-pattern>*.html</url-pattern> 

</servlet-mapping>

</web-app>

レプリケーション グループをコンフ ィグレーショ
ンする

WebLogic Server では、 HTTP セッシ ョ ン  ステート を メモ リ内にレプ リ ケートす
る こ とによって、 サーブレ ッ トおよび JSP の自動フェイルオーバを行います。 そ
れ以外にも、 レプ リ ケーシ ョ ン  グループを使用するこ とによ り、 セカンダ リ  ス
テー トが置かれる場所を独自に制御する こ とができます。 レプ リ ケーシ ョ ン  グ
ループは、 セッシ ョ ン  ステートのレプ リ カの格納先と して使用する、 ク ラスタ
内のサーバ インスタンスの優先順を定義する リ ス トです。 

ク ラスタがサーブレ ッ ト またはステート フル セッシ ョ ン  EJB のホス ト になる場
合は、 WebLogic Server インスタンスのレプ リ ケーシ ョ ン  グループを作成して、
セッシ ョ ン  ステートのレプ リ カのホス トにする こ とができます。

各レプ リ ケーシ ョ ン グループに参加させるサーバ インスタンス と、 各サーバ イ
ンスタンスの優先レプ リ ケーシ ョ ン グループを決定する手順については、 5-6 
ページの 「レプ リ ケーシ ョ ン  グループを使用する」 を参照して ください。
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クラスタ実装の手順
次に、 個々の WebLogic Server インスタンスについて、 次の手順に従ってレプ リ
ケーシ ョ ン グループをコンフ ィ グレーシ ョ ンします。 

WebLogic Server インスタンスのレプ リ ケーシ ョ ン グループをコンフ ィ グレー
シ ョ ンするには、 次の手順を実行します。

1. WebLogic Server Console を起動します。

2. [ サーバ ] ノードを選択します。

3. コンフ ィグレーシ ョ ンするサーバを選択します。

4. [ ク ラスタ ] タブを選択します。

5. 以下の属性フ ィールドに値を入力します。

� [ レプ リ ケーシ ョ ン グループ ] : このサーバ インスタンスが属するレプ リ
ケーシ ョ ン グループ名を入力します。

� [ セカンダ リ  プリ ファレンス  グループ ] : このサーバ インスタンスをレプ
リ ケー ト された  HTTP セッシ ョ ン ステー トのホス トにする場合に使用す
るレプ リ ケーシ ョ ン グループ名を入力します。

6. 変更を適用します。

固定サービスの移行可能対象をコンフ ィグレーショ

ンする

WebLogic Server では、 オプシ ョ ンの移行可能対象をコンフ ィグレーシ ョ ンでき
ます。 移行可能対象には、 JMS サーバや Java Transaction API (JTA) ト ランザク
シ ョ ン回復サービスなどの移行可能サービスのホス ト となるこ とのできる、 ク ラ
スタ内のサーバ インスタンスの リ ス ト を定義します。 移行可能対象を使用する
場合、 ク ラスタ内でサービスをデプロイまたは活性化する前に、 対象サーバ リ
ス ト をコンフ ィグレーシ ョ ンします。

ク ラスタ内の移行可能対象をコンフ ィグレーシ ョ ンしない場合、 移行可能サービ
スは、 ク ラスタ内のどの WebLogic Server インスタンスにも移行できます。 詳細
については、 5-24 ページの 「固定サービスの移行」 を参照して ください。
WebLogic Server クラスタ  ユーザーズ ガイ ド 7-25



7 WebLogic クラスタの設定
JTA または JMS に対して移行可能対象をコンフ ィ グレーシ ョ ンするには、 次の
手順に従います。

1. 対象のク ラスタの管理サーバを起動し、 Administration Console にログインし
ます。

2. 左ペインで [サーバ ] ノードを選択し、 コンフ ィ グレーシ ョ ンする ク ラスタ
のメ ンバーであるサーバ インスタンスを選択します。

3. 右ペインで [制御｜移行コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択して、 JMS サー
ビスの移行可能対象をコンフ ィ グレーシ ョ ンします。 または、 右ペインで [
制御｜ JTA 移行コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブを選択して、 JTA ト ランザク
シ ョ ン回復サービスの移行可能対象をコンフ ィグレーシ ョ ンします。

4. [選択可 ] カラムで 1 つまたは複数のサービス名を選択し、 矢印ボタンを使
用して [選択済み ] カラムにサービスを移動します。 [選択済み ] カラムの
サービス名は、 移行可能サービスのホス ト となるこ とができるサーバ インス
タンスの一覧を表します。

5. [適用 ] をク リ ッ ク して、 移行可能対象に対する変更を適用します。

クラスタ化された JDBC をコンフ ィグレーション
する

この節では、 Administration Console による  JDBC コンポーネン トのコンフ ィグ
レーシ ョ ン手順を示します。 JDBC コンポーネン ト のコンフ ィグレーシ ョ ン時に
選択した内容は、 ク ラスタを含む WebLogic Server ド メ インの config.xml ファ
イルに反映されます。

接続プール、 および必要に応じてマルチプールを作成してから、 データ  ソース
を作成します。 データ  ソース  オブジェ ク ト を作成している と きに、 データ  ソー
ス属性の 1 つと して接続プールまたはマルチプールを指定します。 これによっ
て、 そのデータ  ソースを特定の接続プールまたはマルチプールに関連付けます。 

� WebLogic Server ク ラスタ内での JDBC オブジェク ト の動作については、 1-8 
ページの 「JDBC 接続」 を参照して ください。
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� ク ラスタ化された JDBC がアプリ ケーシ ョ ンの可用性をどのよ うに向上させ
るかについては、 5-27 ページの 「フェイルオーバと  JDBC 接続」 を参照して
ください。

� ク ラスタ化された JDBC がロード  バランシングをどのよ うにサポートするか
については、 4-14 ページの 「JDBC 接続のロード  バランシング」 を参照して
ください。

接続プールをクラスタ化する

次の手順を実行し、 ク ラスタ内の基本接続プールを設定します。

1. 接続プールを作成します。 

手順については、 Administration Console オンライン ヘルプの 「1 つまたは複
数のサーバまたはク ラスタへの  JDBC 接続プールの割り当て」 を参照して く
ださい。

2. 接続プールをク ラスタに割 り当てます。

手順については、 「1 つまたは複数のサーバまたはク ラスタへの JDBC 接続
プールの割 り当て」 を参照して ください。

3. データ  ソースを作成します。 [ プール名 ] 属性に、 前の手順で作成した接続
プールを指定します。

手順については、 Administration Console オンライン ヘルプの 「JDBC デー
タ  ソースの作成と コンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

4. データ  ソースをク ラスタに割 り当てます。

手順については、 「サーバまたはク ラスタへの JDBC データ  ソースの割 り当
て」 を参照して ください。

マルチプールをクラスタ化する

可用性を向上させ、 必要に応じてロード  バランシングを提供するために、 次の
手順を実行してク ラスタ化されたマルチプールを作成します。 
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注意 : 通常、 マルチプールは、 レプ リ ケー ト されて同期を取られているデータ
ベース  インスタンスに対する接続の可用性を向上させ、 ロード  バランシ
ングを提供するために使用します。 詳細については、 1-8 ページの
「JDBC 接続」 を参照して ください。

1. 複数の接続プールを作成します。 

手順については、 Administration Console オンライン ヘルプの 「JDBC 接続
プールの作成と コンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

2. 各接続プールをク ラスタに割 り当てます。

手順については、 「1 つまたは複数のサーバまたはク ラスタへの JDBC 接続
プールの割り当て」 を参照して ください。

3. マルチプールを作成します。 前の手順で作成した接続プールをマルチプール
に割 り当てます。

手順については、 「JDBC マルチプールの作成と コンフ ィグレーシ ョ ン」 を参
照して ください。

4. マルチプールをク ラスタに割 り当てます。

手順については、 「1 つまたは複数のサーバへの JDBC マルチプールの割 り当
て」 を参照して ください。

5. データ  ソースを作成します。 [ プール名 ] 属性に、 前の手順で作成したマル
チプールを指定します。 

手順については、 「JDBC データ  ソースの作成と コンフ ィ グレーシ ョ ン」 を
参照して ください。

6. データ  ソースをク ラスタに割り当てます。

手順については、 「サーバまたはク ラスタへの JDBC データ  ソースの割り当
て」 を参照して ください。
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デプロイメン ト用にアプリケーションをパッケージ

化する

『WebLogic Server アプ リ ケーシ ョ ンの開発』 の 「WebLogic Server アプリ ケー
シ ョ ンのパッケージ化」 の指示に従って、 デプロイ メ ン ト用にアプリ ケーシ ョ ン
を準備します。 アプ リ ケーシ ョ ンのパッケージ化は、 デプロイ メン ト のための前
提条件です。

アプリケーションをデプロイする

この節では、 一般的なデプロイ メ ン ト作業の手順を示します。 ク ラスタ環境での
アプ リ ケーシ ョ ンのデプロイ メ ン トについては、 3-6 ページの 「アプ リ ケーシ ョ

ンのデプロイ メ ン トについて」 を参照して ください。 デプロイ メン ト に関する全
般的な ト ピ ッ クについては、 『WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ンの開発』 の
「WebLogic Server デプロイ メ ン ト 」 を参照して ください。

アプリケーショ ンをクラスタにデプロイする

WebLogic Server Administration Console を使用してアプリ ケーシ ョ ンをコンフ ィ
グレーシ ョ ンおよびデプロイするには、 この節の手順に従います。

注意 : Administration Console を使用してアプリ ケーシ ョ ンをク ラスタにデプロ
イする と きは、 ク ラスタ内のすべてのサーバ インスタンスを動作させて
おく こ と をお勧めします。

1. WebLogic Server Administration Console を起動します。

2. 作業を行う ド メ インを選択します。

3. Administration Console の左ペインで、 [デプロイ メ ン ト ] をク リ ッ ク します。

4. Administration Console の左ペインで [ アプリ ケーシ ョ ン ] をク リ ッ ク しま
す。 Administration Consoleの右ペインに、 すべてのデプロイ メ ン ト済みアプ
リ ケーシ ョ ンを示すテーブルが表示されます。

5. [新しい Application のコンフ ィグレーシ ョ ン ] オプシ ョ ンを選択します。
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6. WebLogic Server で使用するためにコンフ ィグレーシ ョ ンする  .ear、 .war、

.jar、 または .rar ファ イルを見つけます。 「分解された」 アプ リ ケーシ ョ
ンまたはコンポーネン ト  ディ レク ト リ をコンフ ィグレーシ ョ ンするこ と もで
きます。 WebLogic Sever は、 指定したディ レク ト リおよびその下位ディ レク
ト リで見つかった全コンポーネン ト をデプロイ します。

7. 名前の左側にある  WebLogic アイコンをク リ ッ ク してディ レク ト リ または
ファ イルを選択し、 次の手順に進みます。

8. 表示されたフ ィールドにアプ リ ケーシ ョ ンまたはコンポーネン トの名前を入
力して、 [作成 ] をク リ ッ ク します。

9. 以下の情報を入力します。

� [ ステージング  モード ] - ステージング  モードを指定します。 server、
nostage、 および stage の各オプシ ョ ンから選択します。

� [デプロイ ] - チェ ッ ク  ボッ クスを使用して、 .ear、 .war、 .jar、 または 
.rar ファ イルを作成と同時にデプロイするかど うかを指定します。

10.アプリ ケーシ ョ ンのコンポーネン ト をコンフ ィグレーシ ョ ンするために、 [
アプリ ケーシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。 

11. [ コンポーネン ト ] テーブルが表示されます。 コンフ ィグレーシ ョ ンするコン
ポーネン ト をク リ ッ ク します。

12.使用できるタブで、 以下の情報を入力します。

� [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] － ステージング モードを編集し、 デプロイ メン
ト順を入力します。

� [対象 ] - アプリ ケーシ ョ ンを [選択可 ] リ ス ト から  [選択済み ] リ ス トに移
動するこ とによって、 このコンフ ィグレーシ ョ ン対象のアプリ ケーシ ョ
ンの対象を指定します。

注意 : WebLogic Server でク ラスタ化するオブジェ ク トは、均一にデプロイする
こ とをお勧めします。 オブジェ ク ト にレプ リ カ対応スタブが含まれる場
合は、 Administration Console でク ラスタ名を使用してオブジェ ク ト をデ
プロイします。 

均一なデプロイ メ ン トが確実に行われるよ うにするには、 対象を選択す
る と きに、 ク ラスタ内の個別の WebLogic Server インスタンスではな く
ク ラスタ名を使用します。 
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Administration Console では、 ク ラスタへのレプ リ カ対応オブジェ ク トの
デプロイ メン ト が自動化されます。 アプ リ ケーシ ョ ンまたはオブジェ ク
ト を ク ラスタにデプロイする場合、 Administration Console では、 アプ リ
ケーシ ョ ンまたはオブジェ ク トがク ラスタの全メ ンバーに自動的にデプ
ロイ されます。 メ ンバーは、 管理サーバ マシンのローカルにあっても、
リモート  マシン上にあってもかまいません。

� [デプロイ ] - 選択したすべての対象にアプリ ケーシ ョ ンをデプロイする
か、 またはすべての対象からアプリ ケーシ ョ ンをアンデプロイ します。

� [ モニタ ] - アプリ ケーシ ョ ンに関連するモニタ情報を表示します。

� [ メモ ] - アプリ ケーシ ョ ンについての注記事項を入力します。

[適用 ] をク リ ッ ク します。

サーバ インスタンスにデプロイする (固定デプロイメント )

ク ラスタのすべてのメ ンバーでな く、 1 つのサーバ インスタンスにアプリ ケー
シ ョ ンをデプロイする形態を固定デプロイ メ ン ト と呼びます。 固定デプロイ メ ン
ト では特定のサーバ インスタンスが対象とな り ますが、 デプロイ メン ト  プロセ
スの間は、 ク ラスタ内のすべてのサーバ インスタンスが動作していなければな
り ません。 

固定デプロイ メ ン トは、 Administration Console から実行するこ と も、
weblogic.Deployer を使用してコマンド ラインから実行する こ と もできます。

コマンド ラインからの固定デプロイ メン ト

コマンド  シェルから、 次の構文を使用して対象のサーバ インスタンスを指定し
ます。

java weblogic.Deployer -activate -name ArchivedEarJar -source 
C:/MyApps/JarEar.ear -target server1

Administration Console を使用しての固定デプロイメン ト

対象サーバ インスタンスに対して次の作業を行います。

1. Administration Console で [デプロイ メン ト ] ノードを開きます。 

2. デプロイするアプリ ケーシ ョ ンまたはコンポーネン ト をク リ ッ ク します。 
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3. 右ペインで [対象｜ク ラスタ ] タブを選択し、 ク ラスタが [選択済み ] リ ス ト
ではな く  [選択可 ] リ ス トにあるこ とを確認します。

4. [対象 ] タブを選択し、 サーバが [選択済み ] リ ス トにある こ と を確認しま
す。 

5. [適用 ] をク リ ッ ク します。 

クラスタのデプロイメントをキャンセルする

Administration Console を使用するか、 または weblogic.Deployer を使用してコ
マンド ラインからデプロイ メ ン ト をキャンセルする こ とができます。

コマンド ラインからデプロイメン ト をキャンセルする

コマンド  シェルから、次の構文を使用してデプロイ メ ン ト  タスク  ID をキャンセ
ルします。

java weblogic.Deployer -adminurl http://admin:7001 -cancel -id tag

Administration Console を使用してデプロイ メン ト をキャンセルする

Administration Console で [ タスク ] ノードを開き、現在のデプロイ メ ン ト  タスク
を表示してキャンセルします。 

デプロイ済みアプリケーションを表示する

デプロイ済みのアプリ ケーシ ョ ンを  Administration Console で表示するには、 次
の操作を行います。

1. Administration Console で、 [デプロイ メ ン ト ] をク リ ッ ク します。

2. [ アプリ ケーシ ョ ン ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。

3. Administration Console 内のテーブルに、 デプロイ済みアプ リ ケーシ ョ ンの一
覧が表示されます。
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デプロイ済みアプリケーショ ンをアンデプロイする

デプロイ済みのアプリ ケーシ ョ ンを  WebLogic Server Administration Console から
アンデプロイするには、 次の操作を行います。

1. Administration Console で、 [デプロイ メ ン ト ] をク リ ッ ク します。

2. [ アプリ ケーシ ョ ン ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。

3. 表示されたテーブルで、 アンデプロイするアプリ ケーシ ョ ンの名前をク リ ッ
ク します。

4. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブをク リ ッ ク し、 [デプロイ ] チェ ッ ク  ボッ クス
をオフにします。

5. [適用 ] をク リ ッ ク します。

移行可能サービスをデプロイ、 活性化、 および移行

する

以降の節では、 移行可能サービスをデプロイ、 活性化、 および移行するためのガ
イ ド ライン と手順を示します。 移行可能サービスについては、 5-24 ページの
「固定サービスの移行」 を参照して ください。

移行可能対象のサーバ インスタンスに JMS をデプロイする

こ こで作成する移行可能対象は、 移行可能サービスのホス ト となるこ とができる
ク ラスタ内のサーバ インスタンスのスコープを定義します。 後から対象サーバ 
リ ス ト の内部でサービスを移行するためには、 移行可能対象と して登録されてい
るいずれかのサーバ インスタンス上で固定サービスをデプロイまたは活性化す
る必要があ り ます。 次の手順に従って移行可能対象上に JMS サーバをデプロイ
するか、 後から移行できるよ うに JTA ト ランザクシ ョ ン回復システムを活性化
します。

注意 : 移行可能対象をコンフ ィ グレーシ ョ ンしていない場合は、 単純に JMS 
サーバをク ラスタ内の任意の WebLogic Server インスタンスにデプロイ
します。 その後、 ク ラスタ内の任意の別サーバ インスタンスに JMS サー
バを移行できます (移行可能対象は使用しません )。
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Administration Console を使用して JMS サーバを移行可能対象にデプロイするに
は、 次の手順に従います。

1. まだ作成していない場合、 7-25 ページの 「固定サービスの移行可能対象をコ

ンフ ィグレーシ ョ ンする」 の指示に従って、 ク ラスタに対して移行可能対象
を作成します。

2. 対象のク ラスタの管理サーバを起動し、 Administration Console にログインし
ます。

3. 左ペインで [JMS] ノードを選択し、 このノードの下にある  [サーバ ] ノード
を選択します。

4. ク ラスタにデプロイする、 コンフ ィグレーシ ョ ン済み JMS サーバの名前を選
択します。 JMS サーバのコンフ ィ グレーシ ョ ンが右ペインに表示されます。

5. 右ペインで [対象｜移行できる対象 ] タブを選択します。

6. ド ロ ップダウン リ ス ト から、 サーバ インスタンスの名前を選択します。 こ
のド ロップダウン リ ス トには、 移行可能対象の一部と して定義されている
サーバの名前が表示されます。

7. [適用 ] をク リ ッ ク して、 選択した WebLogic Server インスタンスに JMS 
サーバを適用します。

移行可能サービスとして JTA を活性化する

JTA 回復サービスは、 ク ラスタの移行可能対象と して登録されているいずれかの
サーバ インスタンス上で自動的に起動されます。 

選択したサーバ インスタンスにサービスをデプロイする必要はあ り ません。 JTA 
移行可能対象をコンフ ィグレーシ ョ ンしない場合、 WebLogic Server はク ラスタ
内で使用可能な任意の WebLogic Server インスタンス上でサービスを活性化しま
す。 JTA サービスのホス ト である現在のサーバ インスタンスを変更するには、
7-35 ページの 「対象サーバ インスタンスに固定サービスを移行する」 で示され
ている手順に従います。
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対象サーバ インスタンスに固定サービスを移行する

移行可能サービスをデプロイ した後で、 Administration Console を使用して、
サービスをク ラスタ内の別のサーバ インスタンスに移行できます。 サービスに
対して移行可能対象がコンフ ィグレーシ ョ ンされている場合、 移行可能対象と し
て登録されているサーバ インスタンスであれば、 動作していない場合でもその
サーバ インスタンスにサービスを移行するこ とができます。 移行可能対象をコ
ンフ ィグレーシ ョ ンしない場合、 ク ラスタ内のその他の任意のサーバ インスタ
ンスにサービスを移行できます。

停止しているサーバ インスタンスにサービスを移行する場合、 そのサーバ イン
スタンスは次回の起動時に直ちにサービスを活性化します。 動作中の WebLogic 
Server インスタンスにサービスを移行する場合、 移行は直ちに有効にな り ます。

Administration Console を使用して固定サービスを移行するには、 次の操作を行
います。

1. まだデプロイ していない場合、 7-33 ページの 「移行可能対象のサーバ インス
タンスに JMS をデプロイする」 の指示に従って、 固定サービスをク ラスタに
デプロイ します。

2. 対象のク ラスタの管理サーバを起動し、 Administration Console にログインし
ます。

3. 左ペインで [ サーバ ] ノードを選択し、 コンフ ィグレーシ ョ ンするク ラスタ
のメ ンバーであるサーバ インスタンスを選択します。

4. JMS サービスを移行する場合は [制御｜移行 ] を、 JTA ト ランザクシ ョ ン回
復サービスを移行する場合は [制御｜ JTA 移行 ] をそれぞれ選択します。

[現在のサーバ ] フ ィールドには、 その時点で固定サービスのホス ト となっ
ている  WebLogic Server インスタンスが表示されています。 [送 り先サーバ ] 
ド ロ ップダウン  リ ス トには、 サービスを移行できるサーバ インスタンスが
表示されます。

5. [送 り先サーバ ] ド ロ ップダウン リ ス ト を使用して、 新し く固定サービスの
ホス ト となるサーバ インスタンスを選択します。

6. [移行 ] をク リ ッ ク して、 固定サービスを現在のサーバから移行先サーバへ移
行します。
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7. 停止している  WebLogic Server インスタンスへのサービス移行を選択した場
合、 サーバ インスタンスが停止しているこ とが通知され、 移行を続けるかど
うかが確認されます。 停止しているサーバ インスタンスへの移行を続けるに
は [続行 ] を、 移行を中止して別のサーバ インスタンスを選択するには [取
り消し ] をそれぞれク リ ッ ク します。

8. サーバ インスタンスのコンフ ィグレーシ ョ ンによっては、 移行プロセスを完
了するまでに数分以上かかる場合があ り ます。 ただし、 移行タスクを処理し
ながら、 Administration Console で他の作業を続けるこ とができます。 後から
移行の状況を確認するには、 左ペインで [ タスク ] ノードをク リ ッ ク し、 対
象のド メ インに対して実行中であるタスクを表示します。 次に、 移行タスク
の説明を選択して、 現在の状況を表示します。

インメモリ  HTTP レプリケーションをコンフ ィグ
レーションする

WebLogic Server では、 HTTP セッシ ョ ン  ステート を メモ リ内にレプ リ ケートす
る こ とによって、 サーブレ ッ トおよび JSP の自動フェイルオーバを行います。 

注意 : WebLogic Server では、ファ イルベースまたは JDBC ベースの永続性メカ
ニズムを利用して、 サーブレッ ト または JSP の HTTP セッシ ョ ン ステー
ト を維持する こ と もできます。 それぞれの永続性メ カニズムの詳細につ
いては、 『WebLogic HTTP サーブレ ッ ト  プログラマーズ ガイ ド』 の 「セ

ッシ ョ ンの永続化」 を参照して ください。

イン メモ リでの HTTP セッシ ョ ン ステー ト  レプ リ ケーシ ョ ンは、 デプロイする
アプリ ケーシ ョ ンごとに個別に制御されます。 レプ リ ケーシ ョ ンを制御するパラ
メータ  (PersistentStoreType) は、 対象アプリ ケーシ ョ ンの WebLogic デプロ
イ メ ン ト記述子ファ イルである  weblogic.xml の session-descriptor  要素の
内部にあ り ます。 

domain_directory/applications/application_directory/Web-Inf/weblogic.xml

ク ラスタ内のサーバ インスタンス間でインメモ リでの HTTP セッシ ョ ン  ステー
ト  レプ リ ケーシ ョ ンを使用するには、 PersistentStoreType を  replicated に
設定します。 次に示すのは、 weblogic.xml での適切な設定例です。
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<session-descriptor> 

<session-param> 

<param-name> PersistentStoreType </param-name> 

<param-value> replicated </param-value> 

</session-param> 

</session-descriptor>

コンフ ィグレーションに関するその他のトピック

以降の節では、 ク ラスタの特殊なコンフ ィグレーシ ョ ンを行う と きに役に立つヒ
ン ト を示します。

IP ソケッ ト をコンフ ィグレーションする

最適なパフォーマンスを得るために、 WebLogic Server インスタンスのホス ト で
あるマシン上では、 pure-Java 実装ではな くネイテ ィブのソケッ ト  リーダー実装
を使用する こ と をお勧めします。 

ホス ト  マシンで pure-Java ソケッ ト  リーダー実装を使用しなければならない場合
でも、 サーバ インスタンスおよびク ラ イアン ト  マシンご とにソケッ ト  リーダー 
スレッ ドの数を適切にコンフ ィグレーシ ョ ンする こ とによって、 ソケッ ト通信の

パフォーマンスを向上させるこ とができます。 

� ク ラスタ内での IP ソケッ ト の使用方法と、 ネイテ ィブ ソケッ ト  リーダー ス
レ ッ ドが最適なパフォーマンスをもたらす理由については、 2-5 ページの
「IP ソケッ ト を使用したピア ツー ピア通信」 および 2-9 ページの 「ソケッ ト

経由のク ライアン ト通信」 を参照して ください。 

� ク ラスタで必要なソケッ ト  リーダー スレッ ドの数を決定する方法について
は、 2-7 ページの 「ソケッ ト の使用数を確定する」 を参照して ください。 多層
ク ラスタ  アーキテクチャにサーブレ ッ ト  ク ラスタをデプロイ している場合、
6-12 ページの 「多層アーキテクチャのコンフ ィ グレーシ ョ ンに関する注意」

で説明しているよ うに、 これは必要なソケッ トの数に影響します。
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以降の節では、 ホス ト  マシンに対してネイティブ ソケッ ト  リーダー スレ ッ ドを
コンフ ィグレーシ ョ ンする方法と、 ホス トおよびク ラ イアン ト  マシンに対して
リーダー スレッ ドの数を設定する方法について説明します。 

サーバ インスタンスのホスト  マシン上でネイテ ィブの IP ソケッ ト  リーダー
をコンフ ィグレーシ ョ ンする

ネイテ ィブのソケッ ト  リーダー スレッ ド実装を使用するよ うに WebLogic Server 
インスタンスをコンフ ィグレーシ ョ ンするには、 次の手順に従います。

1. WebLogic Server Console を起動します。

2. [ サーバ ] ノードを選択します。

3. コンフ ィグレーシ ョ ン対象のサーバ インスタンスを選択します。

4. [チューニング ] タブを選択します。

5. [ ネイティブ IO を有効化 ] ボッ クスをチェ ッ ク します。

6. 変更を適用します。

サーバ インスタンスのホスト  マシン上のリーダー スレッ ドの数を設定する

デフォル トでは、 WebLogic Server インスタンスは起動時に 3 つのソケッ ト  リー
ダー スレッ ドを作成します。 ク ラスタ  システムがピーク時に 4 つ以上のソケッ
ト を使用する可能性がある場合は、 ソケッ ト  リーダー スレ ッ ド数を増やします。

1. WebLogic Server Console を起動します。

2. [ サーバ ] ノードを選択します。

3. コンフ ィグレーシ ョ ン対象のサーバ インスタンスを選択します。

4. [チューニング ] タブを選択します。

5. [ ソケッ ト  リーダー ] 属性フ ィールドで Java リーダー スレ ッ ドの割合を編集
します。 Java ソケッ ト  リーダーの数が、 合計実行スレ ッ ド数 ([実行スレ ッ
ド ] 属性フ ィールドに表示されます ) の割合と して計算されます。

6. 変更を適用します。
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クライアン ト  マシン上のリーダー スレッ ド数を設定する

ク ラ イアン ト  マシン上では、 ク ライアン ト を実行する  Java 仮想マシン (JVM) 内
でソケッ ト  リーダーの数をコンフ ィグレーシ ョ ンできます。 ク ラ イアン トの 
Java コマンド ラインで -Dweblogic.ThreadPoolSize=value オプシ ョ ンおよび 
-Dweblogic.ThreadPoolPercentSocketReaders=value オプシ ョ ンを定義して
ソケッ ト  リーダーを指定します。

マルチキャスト存続時間 (TTL) をコンフ ィグレーションする

ク ラスタが WAN 内の複数のサブネッ ト にまたがっている場合、マルチキャス ト  
パケッ トが最終の送 り先に到達する前にルータがパケッ ト を破棄しないよ うに、
ク ラスタのマルチキャス ト存続時間 (Time-To-Live: TTL) パラ メータの値を十分
に大き く設定する必要があ り ます。 マルチキャス ト存続時間パラ メータには、 パ
ケッ ト が破棄されるまでにマルチキャス ト  メ ッセージが経由できるネッ ト ワー
ク  ホップ数を設定します。 マルチキャス ト存続時間パラ メータを適切に設定す
るこ とによ り、 ク ラスタ内のサーバ インスタンス間で送受信されるマルチキャ
ス ト  メ ッセージが消失する リ スクが少な くな り ます。 

マルチキャス ト  メ ッセージが確実に転送されるよ うにネッ ト ワーク  ト ポロジを
設計する方法については、 2-3 ページの 「ク ラスタが WAN 内の複数のサブネッ
トにまたがる場合」 を参照して ください。 

ク ラスタのマルチキャス ト存続時間をコンフ ィグレーシ ョ ンするには、
Administration Console で、対象となるク ラスタの [マルチキャス ト ] タブにある  
[ マルチキャス ト  TTL] の値を変更します。 config.xml の以下の抜粋部分は、 マ
ルチキャス ト存続時間値に 3 を指定したク ラスタを示しています。 この値によっ
て、 破棄される前にク ラスタのマルチキャス ト  メ ッセージを  3 つのルータに渡
すこ とができます。

<Cluster

Name="testcluster"

ClusterAddress="wanclust"

MulticastAddress="wanclust-multi"

MulticastTTL="3"

/>
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マルチキャスト  バッファのサイズをコンフ ィグレーションす
る

ク ラスタ内のサーバ インスタンスが受信メ ッセージを適時に処理しないこ とが
原因でマルチキャス ト  ス トームが発生する場合は、 マルチキャス ト  バッファの
サイズを増やすこ とができます。 マルチキャス ト  ス トームの詳細については、
2-4 ページの 「マルチキャス ト  ス トームが起こったら」 を参照して ください。

TCP/IP カーネル パラ メータは、 UNIX の ndd ユーティ リ テ ィ を使用してコン
フ ィ グレーシ ョ ンできます。 udp_max_buf パラ メータでは、 UDP ソケッ トの送
信および受信バッファのサイズをバイ ト単位で管理します。 udp_max_buf の適
切な値は、 デプロイ メ ン トによって異な り ます。 マルチキャス ト  ス トームが発
生する場合は、 udp_max_buf の値を  32KB 単位で増やして、 その変更の効果を
評価します。 

必要な場合以外は、 udp_max_buf の値を変更しないでください。 udp_max_buf 
を変更する前に、 『Solaris Tunable Parameters Reference Manual』 
(http://docs.sun.com/?p=/doc/806-6779/6jfmsfr7o&) の 「TCP/IP Tunable 
Parameters」 とい う章の 「UDP Parameters with Additional Cautions」 に記載され
いてる警告を読んでください。

マシン名をコンフ ィグレーショ ンする

ク ラスタ内の各サーバ インスタンスにマシン名を定義する こ とができます。 マ
シン名は必須ではあ り ませんが、 複数のマシンでク ラスタを構成する場合と、 複
数のサーバ インスタンスがク ラスタ内の 1 台のマシン上で実行される場合には
設定するこ と をお勧めします。

WebLogic Server では、 コンフ ィ グレーシ ョ ンされたマシン名を使用して、 2 つ
のサーバ インスタンスが物理的に同じハードウェアに存在しているかど うかを
調べるこ とができます。 マシン名は一般に、 マルチホーム WebLogic Server イン
スタンスのホス ト となるマシンで使用されます。 そのよ う なインス トール用のマ

シン名を定義していない場合、 各インスタンスは物理的に異なるハード ウェア上
に存在するものと して扱われます。 このこ とは、 5-6 ページの 「レプ リ ケーシ ョ

ン グループを使用する」 で説明するよ うに、 セカンダ リ  HTTP セッシ ョ ン ス
テー トのレプ リ カのホス トになるサーバ インスタンスの選択に悪影響を与える
こ とがあ り ます。
7-40 WebLogic Server クラスタ  ユーザーズ ガイ ド



クラスタ実装の手順
1 台のマシン上で複数のサーバ インスタンスを実行する予定の場合、 それらの
サーバ インスタンスを作成する前に、 サーバ インスタンスのホス ト となるマシ
ンの名前を次のよ うにして定義します。

1. 管理サーバを起動します。 起動方法については、 『管理者ガイ ド』 の 「管理
サーバの起動」 を参照して ください。

2. [ マシン ] ノードを選択します。

3. [新しい Machine のコンフ ィ グレーシ ョ ン ] を選択して Windows NT マシン
を定義するか、 または [新しい Unix Machine のコンフ ィグレーシ ョ ン ] を選
択します。

4. [名前 ] 属性フ ィールドに新しいマシンのユニークな名前を入力します。

5. [作成 ] をク リ ッ ク して、 新しいマシンの定義を作成します。

6. 新しい UNIX サーバのその他の属性をコンフ ィグレーシ ョ ンする手順につい
ては、 Administration Console オンライン ヘルプを参照して ください。

� ク ラスタ内の 1 つまたは複数の WebLogic Server インスタンスのホス ト にな
るマシンご とに、 上記の手順を繰 り返します。

多層アーキテクチャのコンフ ィグレーショ ンに関する注意

多層アーキテクチャのク ラスタのコンフ ィグレーシ ョ ンについては、 6-12 ペー
ジの 「多層アーキテクチャのコンフ ィグレーシ ョ ンに関する注意」 のガイ ド ラ イ
ンを参照して ください。

� JMS サーバについては、 単独サーバの対象または移行可能対象を識別できま
す。 移行可能対象は、 移行可能サービスのホス ト となるこ とができる ク ラス
タ内の WebLogic Server インスタンスの集合です。 移行可能対象の詳細につ
いては、 「JMS 移行できる対象のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して くださ
い。 

� 接続ファ ク ト リでは、 単一サーバの対象と ク ラスタの対象を識別できます。

対象とは、 ク ラスタ化をサポートするために接続ファ ク ト リに関連付けられ
た WebLogic Server のインスタンスです。 

これらのコンフ ィ グレーシ ョ ン属性の詳細については、 『管理者ガイ ド』 の
「JMS サーバのコンフ ィグレーシ ョ ン」 または 「接続ファ ク ト リのコンフ ィ グ

レーシ ョ ン」 を参照して ください。
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注意 : 同じ送 り先を複数の JMS サーバにデプロイするこ とはできません。 ま
た、 1 つの JMS サーバを複数の WebLogic Server にデプロイするこ と も
できません。 

必要に応じて、 ク ラスタの内部で単独の分散送 り先セッ ト の一部と して物理送 り
先をコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とができます。 詳細については、 『管理者ガイ
ド』 の 「分散送り先のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。 

URL 書き換えを有効にする

デフォル ト  コンフ ィグレーシ ョ ンの  WebLogic Server では、 ク ラ イアン ト側の
ク ッキーを使用して、 ク ラ イアン ト のサーブレ ッ ト  セッシ ョ ン  ステートのホス
ト であるプライマ リ  サーバ インスタンス とセカンダ リ  サーバ インスタンスが追
跡されます。 ク ライアン トのブラウザでク ッキーが無効になっている場合、
WebLogic Server では URL 書き換えによってもプライマ リ  サーバ インスタンス
とセカンダ リ  サーバ インスタンスを追跡できます。 URL 書き換えを利用する場
合は、 ク ラ イアン ト  セッシ ョ ン ステー トの両方の位置が、 ク ラ イアン ト とプロ
キシ サーバの間で渡される  URL に挿入されます。 この機能をサポートするに
は、 WebLogic Server ク ラスタで URL 書き換えを有効にする必要があ り ます。
URL 書き換えを有効にする方法については、 『Web アプ リ ケーシ ョ ンのアセンブ
ルと コンフ ィグレーシ ョ ン』 の 「URL 書き換えの使い方」 を参照して ください。
7-42 WebLogic Server クラスタ  ユーザーズ ガイ ド

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/webapp/sessions.html#urlrewriting


8 一般的な問題のト ラブルシュー
ティング

この節では、クラスタに関連する問題の発生を防ぎ、問題に対処するためのガイ

ドラインを示します。

� 8-1 ページの「クラスタを起動する前に」

� 8-4 ページの「クラスタ起動後の作業」

クラスタを起動する前に

ク ラスタを起動する前に、 問題を避けるためのいくつかの確認を行う こ とができ
ます。

クラスタ  ライセンスのチェ ック

WebLogic Server のライセンスにク ラスタ化機能が含まれている必要があ り ます。
ク ラスタ化ラ イセンスがない状態でク ラスタを起動しよ う とする と、「Unable to 
find a license for clustering」 とい う エラー メ ッセージが表示されます。

サーバのバージョン番号のチェ ック

クラスタ内のすべての管理対象サーバとクラスタの管理サーバは、WebLogic 
Server の同じバージョンで実行する必要があります。 メジャーおよびマイナー 
バージョン番号 (6.1 など )、サービス パック、および適用されたパッチのレベル
がクラスタ全体で同じでなければなりません。
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8 一般的な問題のト ラブルシューテ ィ ング
マルチキャスト  アドレスのチェ ック

マルチキャス ト  アドレスに関する問題は、 ク ラスタが起動しないか、 または
サーバがク ラスタに参加できないこ との最も一般的な理由の 1 つです。 

マルチキャス ト  アドレスはク ラスタごとに必要です。 マルチキャス ト  アドレス
には 224.0.0.0 ～ 239.255.255.255 の範囲の IP アドレスか、 またはその範囲内の 
IP アドレスを持つホス ト名を使用できます。

ク ラスタのマルチキャス ト  アドレス とポー トは、 WebLogic Server コンソールを
使用してチェ ッ クできます。

ネッ ト ワーク上の各ク ラスタで、 マルチキャス ト  アドレス とポー トの組み合わ
せはユニークでなければなり ません。 ネッ ト ワーク上の 2 つのク ラスタで同じマ
ルチキャス ト  アドレスを使用する場合、 それぞれのク ラスタのポートは異なっ
ている必要があ り ます。 複数のク ラスタでマルチキャス ト  アドレスが異なって
いれば、 それらのク ラスタで同じポート またはデフォル トの 7001 番ポート を使
用できます。

ク ラスタを起動する前に、 ク ラスタのマルチキャス ト  アドレス とポー トが正し
いこ と と、 ネッ ト ワーク上の他のク ラスタ との間でマルチキャス ト  アドレス と
ポー トの組み合わせが重複していないこ とを確認して ください。 

マルチキャス ト  アドレスが不正な場合に最も起こ りやすいエラーには、 以下の
ものがあ り ます。

� クラスタ化のためのマルチキャスト  ソケッ ト を作成できない

� マルチキャスト  ソケッ トの送信エラー

� マルチキャスト  ソケッ トの受信エラー
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クラスタを起動する前に
CLASSPATH の値のチェ ック

CLASSPATH の値が、 ク ラスタ内のすべての管理対象サーバ間で一致しているこ
とを確認します。 CLASSPATH は setEnv スク リプ トによって設定されます。 この
スク リプ トは、 startManagedWebLogic を実行して管理対象サーバを起動する
前に実行します。 

デフォル トでは、 setEnv は CLASSPATH の値を次のよ うに設定します (Windows 
システム上での表現形式 )。

set WL_HOME=C:\bea\weblogic700
set JAVA_HOME=C:\bea\jdk131
.
.
set CLASSPATH=%JAVA_HOME%\lib\tools.jar;

%WL_HOME%\server\lib\weblogic_sp.jar;
%WL_HOME%\server\lib\weblogic.jar;
%CLASSPATH%

ある管理対象サーバで CLASSPATH の値を変更するか、 または setEnv による  
CLASSPATH の設定内容を変更する場合、 ク ラスタ内のすべての管理対象サーバ
で同じ変更を行う必要があ り ます。

スレッ ド  カウントのチェ ック

ク ラスタ内の各サーバには実行スレッ ド  カウン ト が割 り当てられます。 このカウ
ン ト は Administration Console からチェ ッ クできます ([サーバ｜ (対象のサーバ
名 ) ｜モニタ｜すべてのアクティブなキューのモニタ｜ Execute Queue のコン
フ ィグレーション ] をク リ ッ ク し、 次にサーバ リ ス ト内の default をク リ ッ ク し
ます )。

管理対象サーバを起動する前に、 そのスレッ ド  カウン ト属性をチェ ッ ク します。
デフォル ト値は 15 であ り、 最小値は 5 です。 スレ ッ ド  カウン トの値が 5 未満の
場合、 管理対象サーバが起動時にハングしないよ うに値を  5 以上に変更します。
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クラスタ起動後の作業

この節では、クラスタを起動する際に問題が発生した場合に、最初に実行するト

ラブルシューティングの手順について説明します。

コマンドのチェ ック

ク ラスタが起動できないかまたはサーバがク ラスタに参加できない場合は、 まず
最初に、 startManagedWebLogic コマンドや java インタプ リ タ  コマンドなどの
入力間違いをチェ ッ ク します。

この リ リースでは、 システム名とパスワードに weblogic を使用してサーバが起
動する点に注意して ください。

ログ ファイルの生成

ク ラスタ関連の問題について BEA テクニカル サポートにお問い合わせになる前
に、 い くつかの診断情報を収集する必要があ り ます。 最も必要な情報は、 管理対
象サーバからの複数のスレ ッ ド  ダンプが出力されたログ  ファ イルです。 ログ  
ファ イルは特に、 ク ラスタのフ リーズやデッ ド ロッ クの問題に対処する場合に重
要です。

複数のスレッ ド  ダンプが出力されたログ  ファ イルは、 問題を診断するための前
提条件とな り ます。

ログ  ファ イルを作成するには、 管理サーバまたは管理対象サーバ上で次の手順
に従います。

1. サーバを停止します。

2. この時点でログ ファ イルがあればすべて削除するか、 バッ クアップします。
既存のログ ファ イルに追加書き込みを行う よ り も、 サーバを起動するたびに
新しいログ ファ イルを作成する こ と をお勧めします。
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クラスタ起動後の作業
3. 次のコマンドでサーバを起動します。 このコマンドでは冗長ガベージ コレク
シ ョ ンを有効にし、 標準エラーと標準出力の両方をログ  ファ イルにリ ダイレ
ク ト します。

% java -ms64m -mx64m -verbose:gc -classpath $CLASSPATH
-Dweblogic.domain=mydomain 

-Dweblogic.Name=clusterServer1
-Djava.security.policy==$WL_HOME/lib/weblogic.policy
-Dweblogic.admin.host=192.168.0.101:7001
 weblogic.Server > logfile.txt 2>&1

注意 : 構文は、 UNIX と  NT の両方で似ています。 このコマンドでは、
logfile.txt が上書きされます。 上書きではな く追加にするには、 最初の
「>」 を 「>>」 に変えます。

標準エラーと標準出力の両方を リダイレク トする こ とによ り、 サーバの通知
メ ッセージとエラー メ ッセージを含む、 適切なコンテキス ト のスレ ッ ド  ダ
ンプ情報が得られ、 問題を解析しやすくな り ます。

4. 問題が再発生するまで、 ク ラスタの実行を継続します。

5. サーバがハングした場合は、 kill -3 コマンドまたは <Ctrl>-<Break> を使
用して、 問題を診断するために必要なスレッ ド  ダンプを作成します。 デッ ド
ロ ッ クの診断を行うには、 この作業を各サーバに対して、 約 5 ～ 10 秒間隔
で何度か行う よ うにして ください。

注意 : Linux 環境で JRockit JVM を実行している場合は、 8-5 ページの 「Linux 
環境での JRockit スレッ ド  ダンプの取得」 を参照して ください。 

6. UNIX ユーティ リ テ ィ を使用してログ  ファ イルを圧縮します。

% tar czf logfile.tar logfile.txt

または、 Windows の zip ユーティ リ テ ィ を使用して圧縮します。

7. BEA テクニカル サポート担当者宛の電子メールに、 圧縮したログ ファ イル
を添付します。 メールの本文にログ  ファ イルの内容を切り取って貼 り付けな
いでください。

8. 圧縮してもログ  ファ イルのサイズがまだ大きすぎる場合、 BEA カスタマ サ
ポート  FTP サイ ト を使用できます。

Linux 環境での JRockit スレッ ド  ダンプの取得
Linux 環境で JRockit JVM を使用する場合、以下のいずれかの方法でスレ ッ ド  ダ

ンプを生成できます。
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� weblogic.admin THREAD_DUMP コマンドを使用する。 手順と制限について
は、 『管理者ガイ ド』 の 「THREAD_DUMP」 を参照して ください。 

� -Xmanagement オプシ ョ ンで JVM を起動して JVM の管理サーバが有効に
なっている場合、 JRockit Management Console を使用してスレッ ド  ダンプを
生成できる。 

� Kill -3 PID を使用する。 PID はプロセス  ツ リーのルートです。 

ルート  PID を取得するには、 次のコマンドを実行します。 

ps -efHl | grep 'java' **. ** 

grep の文字列引数には、 プロセス スタッ ク内でサーバの起動コマンド と一
致する文字列を使用します。 ps コマンドを別のルーチンにパイプしていなけ
れば、 出力された最初の PID がルート  プロセス とな り ます。 

Linux 環境では、 各実行スレ ッ ドが Linux プロセス スタ ッ ク下の独立したプ
ロセス と して表示されます。 Linux 上で Kill -3 を使用する場合、 指定する  
PID が、 WebLogic のメ イン実行スレッ ドの PID と一致しなければな り ませ
ん。 一致していないと、 スレッ ド  ダンプは生成されません。

ガベージ コレクシ ョンのチェ ック

ク ラスタで問題が発生している場合、 管理対象サーバ上でガベージ  コレクシ ョ
ンをチェ ッ クする こ と もお勧めします。 ガベージ コレ クシ ョ ンに時間がかかり
すぎる場合、 サーバが使用可能であるこ とを他のク ラスタ  メ ンバーに通知する
定期的なハート ビート  シグナルをサーバから出すこ とができな く な り ます。

ガベージ コレクシ ョ ン (最初または 2 番目の世代 ) が 10 秒以上かかる場合、 シ
ステム上の ヒープ割 り当て (msmx パラ メータ ) を調整する必要があ り ます。

utils.MulticastTest の実行

いずれかの管理対象サーバから  utils.MulticastTest を実行するこ とによ り、
マルチキャス トが機能しているこ と を検証できます。
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A WebLogic クラスタの API

以下の節では、WebLogic クラスタ API について説明します。

� API の使い方

� カスタム呼び出しルーティングと連結の最適化

API の使い方

WebLogic クラスタの公開 API は、単一インタフェース 
weblogic.rmi.cluster.CallRouter に含まれています。 

Class java.lang.Object
   Interface weblogic.rmi.cluster.CallRouter
      (extends java.io.Serializable)

パラメータベースのルーティングを可能にするには、このインタフェースを実装

するクラスを RMI コンパイラ (rmic) に与えなければなりません。以下のオプ
ションを使って (すべて 1 行に入力します )、サービス実装時に rmic を実行しま
す。 

$ java weblogic.rmic -clusterable -callRouter
    <callRouterClass> <remoteObjectClass>

リモート メッセージが呼び出されるたびに、クラスタ化可能なスタブからコー
ル ルータを呼び出します。コール ルータは、その呼び出しの宛先のサーバの名
前を返します。 

クラスタ内の各サーバは、WebLogic Server Console で定義された名前でユニー
クに識別されます。これらの名前は、メソッド ルータがサーバを識別するため
の名前となります。 

例 : ExampleImpl というクラスを例に説明します。このクラスは、メソッド foo 
でリモート インタフェース Example を実装します。 
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public class ExampleImpl implements Example {
  public void foo(String arg) { return arg; }
}

この CallRouter を実装した ExampleRouter では、'arg' < "n" の場合にすべての 
foo 呼び出しが server1 (server1 に届かない場合は server3) に送られ、'arg' > "n" 
の場合にすべての呼び出しが server2 (server2 に届かない場合は server3) に送られ
ます。 

public class ExampleRouter implements CallRouter {
  private static final String[] aToM = { "server1", "server3" };
  private static final String[] nToZ = { "server2", "server3" };

  public String[] getServerList(Method m, Object[] params) {
    if (m.GetName().equals("foo")) {
      if (((String)params[0]).charAt(0) < 'n') {
        return aToM;
    } else {
        return nToZ;
      }
    } else {
          return null;
    }
  }
}

次の rmic 呼び出しは、ExampleRouter と ExampleImpl を関連付けて、パラ
メータベースのルーティングを有効にします。 

$ rmic -clusterable -callRouter ExampleRouter ExampleImpl

カスタム呼び出しルーティングと連結の最適化
オブジェクトがレプリカを呼び出している同じサーバ インスタンス上にレプリ
カがある場合、ローカル レプリカを使用する方が効率的なので、その呼び出し
はロード バランシングの対象にはなりません。詳細については、4-9 ページの
「連結されたオブジェクトの最適化」を参照してください。
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B クラスタに関する BIG-IP™ ハー

ドウェアのコンフ ィグレーション

この章の内容は以下のとおりです。

� 概要

� BIG-IP および WebLogic Server の使用時に URL 書き換えを利用する

� BIG-IP および WebLogic Server の使用時にセッシ ョ ンの永続性を利用する

概要

この節では、 WebLogic Server ク ラスタで動作するよ うに F5 BIG-IP コン ト ロー
ラをコンフ ィ グレーシ ョ ンする方法について説明します。 こ こでは、 読者が 
BIG-IP のコンフ ィ グレーシ ョ ン作業を理解しているこ とを前提にしています。 

BIG-IP のコンフ ィ グレーシ ョ ン手順の一部については、順を追って説明します。 
設定および管理の詳細な手順については、 F5 製品のマニュアルを参照して くだ
さい。

WebLogic Server が外部ロード  バランサと どのよ うに連携して動作するかについ
ては、 4-3 ページの 「外部ロード  バランサによる  HTTP セッシ ョ ンのロード  バ
ランシング」 を参照して ください。
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BIG-IP および WebLogic Server の使用時
に URL 書き換えを利用する

BIG-IP および WebLogic Server インスタンスを使用している場合に URL 書き換
えを利用するには、 BIG-IP がバージ ョ ン 4.5 以降、 すなわち Rewrite cookie 
persistence にコンフ ィグレーシ ョ ンされたものである必要があ り ます。 BIG-IP 
の永続性の設定がそれ以外の場合、 フェイルオーバが成功しないこ と もあ り ま

す。 

URL 書き換えを利用するよ うに WebLogic Server をコンフ ィグレーシ ョ ンする手
順については、 『Web アプ リ ケーシ ョ ンのアセンブルと コンフ ィグレーシ ョ ン』
の 「URL 書き換えの使い方」 を参照して ください。 

BIG-IP および WebLogic Server の使用時
にセッシ ョ ンの永続性を利用する

ク ラスタがク ラ イアン ト  セッシ ョ ンのステート用にイン メモ リ  レプ リ ケーシ ョ
ンを使用する場合、 ク ッキーの挿入モードを使用するよ う  BIG-IP をコンフ ィ グ
レーシ ョ ンしなければな り ません。 挿入モードを使用する と、 元の WebLogic 
Server ク ッキーが上書き されるこ とがな くなるので、ク ラ イアン トがプラ イマ リ  
WebLogic Server に接続できなかった場合にそのク ッキーを使用できます。

BIG-IP ク ッキーの挿入モードをコンフ ィグレーシ ョ ンするには次の手順に従い
ます。

1. BIG-IP コンフ ィ グレーシ ョ ン ユーティ リ テ ィ を開きます。

2. ナビゲーシ ョ ン ペインで [Pools] オプシ ョ ンを選択します。

3. コンフ ィグレーシ ョ ンするプールを選択します。

4. [Persistence] タブを選択します。

5. [Active HTTP Cookie] を選択して、 ク ッキーのコンフ ィ グレーシ ョ ンを開始
します。
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6. 方法リ ス ト から  [ Insert mode] を選択します。

7. ク ッキーのタイムアウ ト値を入力します。 タイムアウ ト値は、 挿入された
ク ッキーが有効期限切れになるまでク ラ イアン ト に保存される時間を指定し

ます。 タイムアウ ト値は WebLogic Server セッシ ョ ンのク ッキーには影響せ
ず、 挿入される  BIG-IP ク ッキーについてのみ有効です。

ラウンド ロビン方式に基づいた リ クエス ト をロード  バランシングするには、
タイムアウ ト値を 0 に設定します。 これによ り、 ラウンド ロビン方式に従っ
て、 同じ ク ラ イアン ト からの複数のリ クエス トは同じ管理対象サーバに転送

され、 別のク ライアン トからの リ クエス ト はク ラスタ内の別の管理対象サー

バに転送されるよ うにな り ます。 

タイムアウ ト値を 0 以上に設定する と、 そのタイムアウ ト期間中はロード  バ
ランサによ りすべてのク ライアン トからのすべてのリ クエス トが、WebLogic 
Server ク ラスタ内の同じ管理対象サーバに送信されます。 つま りそのタイム
アウ ト期間中は、 別のク ライアン トからの リ クエス ト がロード  バランシング
されません。

8. 変更を適用して、 ユーティ リテ ィを終了します。
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